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第 1 章

Cisco Unity Connectionの概要

• Cisco Unity Connection Overview（1ページ）

Cisco Unity Connection Overview

はじめに

Cisco Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerで使用されているのと同じ
Linuxベースの Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステム上で動作する、機能豊
富なボイスメッセージプラットフォームです。 Unity Connectionは、最大 100,000ユーザーの
エンタープライズ組織をサポートするように拡張できます。

柔軟なユーザーインターフェイス

ユーザーが電話で Unity Connectionと対話する方法は 2つあります。

•電話のキーパッドキー：ユーザーはタッチトーン電話のキーを押して、プロンプトに応答
したり、メニューオプションを選択したりします。

•音声コマンド：ユーザーがハンドセット、ヘッドセット、またはスピーカーフォンに向
かって話すと、Unity Connectionが音声コマンドに応答します。

音声認識会話が設定されているユーザーには、音声コマンドを発

声する代わりに、電話のキーパッドのキーを押して一連のプライ

マリコマンドを使用するオプションがあります。

（注）

ユーザーはキーを押して、音声認識会話とタッチトーン会話を切り替えることもできます (デ
フォルトでは、ユーザーは 9を押して会話をトグルしますが、カスタムキーパッドマッピン
グツールを使用して別のキーを割り当てることができます)。ユーザーが音声認識会話に割り
当てられている場合、メインメニューで9を押すと、タッチトーン会話に切り替わります。逆
も同様です。

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
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Unity Connectionの会話は、管理者とエンドユーザーの両方がカスタマイズして、会社と個人
の生産性を最大化することができます。ユーザーは、自分にとって最も快適で便利な方法で通

話やメッセージを管理するようにシステムを構成できます。これにより、「パワーユーザー」

にとっても、ボイスメールを不定期に使用するユーザーにとっても、メッセージングがより効

率的になります。さらに、サードパーティ製のボイスメール会話に慣れているユーザーのため

に、Unity Connectionはさらにカスタマイズできる複数の会話キーパッドマッピングと、カス
タムキーパッドマッピングツールを使用して新しい会話を作成するオプションを提供します。

モバイルワーカーの生産性を最大化するには、音声認識起動型音声コマンドインターフェイ

スを有効にすることを検討してください。このインターフェイスにより、ユーザーはボイス

メッセージを参照および管理したり、他の Unity Connectionユーザーや個人の連絡先に簡単で
自然な音声コマンドを使用して発信したりすることができます。

電話インターフェイスでは、Microsoft Exchangeのカレンダー、連絡先、メール、および Cisco
Unified MeetingPlaceにもアクセスできます。

Connectionユーザーに対して、Microsoft Exchangeカレンダーと Cisco Unified MeetingPlaceを同
時に設定することはできません。

（注）

自動アテンダント機能

Unity Connectionには、組織のニーズに合わせてカスタマイズできるフル機能の自動アテンダ
ントが含まれています。 Unity Connectionは、システムが通話を処理する方法をカスタマイズ
し、発信者からの入力を収集するために組み合わせることができる、いくつかの異なる通話管

理要素を提供します。既定の設定を使用して、発信者に会社の挨拶を再生し、ユーザーの内線

番号を入力することを許可する、ユーザーディレクトリへの連絡、またはオペレータへの連絡

を許可できます。また、要素を追加してカスタマイズすることで、発信者に一連の質問をして

応答を録音できる複雑な音声テキストツリーを作成したり、製品情報を階層化したメニューを

提供したり、勤務時間内はサポートキューに、勤務時間外はメールボックスに通話をルーティ

ングすることができます。たとえば、すべての発信者がシステムとの対話を許可する前に、免

責事項や「雪の日」の録画を直ちに再生することができます。

Unity Connectionでの通話管理、およびUnity Connection会話を構成するさまざまな要素、例え
ば、通話ハンドラー、ディレクトリハンドラー、インタビューハンドラー、着信ルーティン

グテーブル、スケジュールと休日、規制テーブルについては、次を参照してください Cisco

Unity Connection管理者ガイドリリース 14また、このガイドには、通話管理プランの作成、外
部の発信者およびユーザーが Unity Connection会話と対話する方法、および管理者とユーザー
が Unity Connection会話をカスタマイズする方法に関する情報も含まれています。ガイドは次
から入手できます https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/
guide/b_14cucsag.html。

自動アテンダント構成では、Unity Connectionは、ノードあたり 1秒あたり 8コールの最大負
荷、またはUnity Connectionクラスタの 1秒あたり 16コールの最大負荷を担うように設計され
ています。

自動アテンダント設定で、Unity Connectionは次のことを推奨します。

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
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•クラスタの場合、パブリッシャとサブスクライバ間のトラフィックを分散するためにアク
ティブ-アクティブトポロジを使用することを推奨します。アクティブ-アクティブトポロ
ジを実現するには、Cisco Unified CMでラウンドロビンルーティングを選択します。

•時間の経過と共にソリューションの負荷が増大するにつれて、ソリューションアーキテク
チャ全体を定期的に評価します。

•通話数がピークの音量に達したときに、Unity Connectionポートの使用率を 80%に制限す
るために、Cisco Unified CMに通話アドミッション制御（CAC）機能を実装します。

•展開前に、パイロットまたはラボでの自動アテンダントのピークコール負荷下でのシステ
ム動作を確認します。

自動アテンダントのトラフィック量が、ノードあたり 1秒あたり 8コールを超える、または
Unity Connectionクラスタで 1秒あたり 16コールを超える場合、Unity Connectionの代わりに
Cisco Voice Portal (CVP)を使用する必要があります。

Speech Connect
Unity Connectionには、Speech Connectと呼ばれる自動アテンダント機能に対する音声対応の強
化が含まれています。 Speech Connectは音声対応のディレクトリハンドラを使用します。これ
により、従業員と外部の発信者の両方が従業員の名前を言うだけで瞬時に接続できます。音声

ガイドメニューを操作したり、従業員の内線番号を知らなくても、すぐに接続できます。従業

員が簡単にアクセスできるように、ユーザーの電話にSpeech Connectスピードダイヤルを設定
できます。

複数の従業員が同じ名前である場合、または Speech Connectに発信者が話した名前と完全に一
致しない場合、発信者には多数の名前の選択肢が提示され、従業員の場所や部門などの追加情

報を含めることができます。

ディレクトリハンドラの設定の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム

アドミニストレーションガイド、リリース 14』の「通話管理」の章の「ディレクトリハンド
ラ」の項を参照してください。

ダイヤルプランの柔軟性:パーティションと検索スペース
パーティションと検索スペースを使用すると、ダイヤルプランの柔軟性が高まります。これに

より、ダイヤルとアドレス指定の両方に対して Unity Connectionディレクトリをセグメント化
できます。たとえば、パーティションとサーチスペースを設定して、内線番号の重複、短縮

ダイヤル、マルチテナント設定を許可することができます。

あるパーティションのユーザーが別のパーティションの別のユーザーに音声メッセージを送信

し、両方のユーザーが同じ検索スペースに属し、同じ内線番号を共有する場合、着信側パー

ティションは発信側パーティションに置き換えられます。ダイヤルプランの重複を解決する

には:

•発信側と着信側の両方の内線番号で E.164番号を使用します。
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• Unity Connection Administrationのシステム設定で識別ユーザーメッセージングを無効にし
て、電話番号の解決を無効にします。これにより、ユーザーには着信側の電話番号のみが

表示され、ボイスメールメッセージを残した発信側の電話番号は表示されません。

パーティションとサーチスペースの使用の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connection

システムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「通話管理の章」の「ダイヤルプ
ラン」の項を参照してください。

ビデオメッセージング

音声メッセージに加えて、ユーザーまたは外部の発信者は、ビデオが有効なエンドポイントを

使用して、別のユーザーにビデオメッセージを送信することもできます。ビデオメッセージを

録画して送信するには、次のことを確認してください:

•ユーザーの Unity Connectionでビデオメッセージが有効になっていること。
•エンドポイントはビデオ対応です。

ユーザーまたは外部の発信者は、応答なし (RNA)の場合にのみ、ビデオメッセージを別のユー
ザーに送信できます。 Unity Connectionは外部の発信者へのビデオメッセージの送信をサポー
トしていません。

ユーザーが Unity Connectionにログインすると、ビデオメッセージがユーザーに対して有効に
なっていても、ビデオメッセージを作成することはできません。ユーザーは、ユーザーまたは

外部の発信者から受信したビデオメッセージを再生することのみ可能です。

（注）

ビデオメッセージの詳細については、次の関連資料を参照してください。

• https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_
14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、

リリース 14』の「ビデオ」の章を参照してください。

•『Cisco Unity Connection設計ガイド、リリース 14』の「ビデオメッセージ」の章を参照し
てください。

• https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_
14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』の「ビデオ
メッセージングを使用するための要件」の項を参照してください。

• Cisco Jabberおよび OSのリリースノート (
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-android/products-リリース
-notes-list.html)を参照してください。

言語

複数の言語がインストールされている場合、ユーザーと発信者に再生されるシステムプロンプ

トの言語を設定できます。システムにインストールされている各言語で、ユーザーとコール
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ハンドラに対して別々のグリーティングを録音できます。ルーティングルールを構成すること

で、システムに到達した通話の言語を設定できます。

サポートされている言語のリストについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要

件、リリース 14』の「Unity Connectionコンポーネントで利用可能な言語」の項を参照してく
ださい。

Unity Connectionと Exchangeメールボックスの同期 ― 単一受信箱
Unity Connectionユーザーのメールボックスのボイスメッセージをユーザーの Exchangeメール
ボックスと同期するように Unity Connectionを設定できます。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity

Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリース 14』の「ユニファイドメッセージ
ングを設定する」の章も参照してください。

Unity Connectionユーザーのメールボックス中の音声メッセージを、Microsoft Business Productivity
Online Suite（BPOS-専用）環境およびその他のサードパーティがホストする専用 Exchange環
境で設定されたユーザーの Exchangeメールボックスと同期するように、Unity Connectionを設
定できます。

サードパーティのHosted Exchangeソリューションプロバイダは、サードパーティ Exchange環
境の認定またはテストを担当し、Unity Connectionとの適切な統合を保証します。

（注）

帯域幅と遅延の要件は、オンプレミスのMicrosoft Exchange環境の帯域幅と遅延の要件と同一
です。BPOS-D環境の以下の属性は、オンプレミスMicrosoft Exchange環境の属性と同一です。

•スロットリングポリシー

•代理アカウント

•拡張性

Unity ConnectionユーザーのメールボックスのボイスメッセージをMicrosoft Office 365および
Gmailサーバと同期するように Connectionを設定することもできます。

カレンダー、ミーティング、連絡先情報へのアクセス

カレンダー連携に対して Unity Connectionが設定されている場合、ユーザーは Cisco Unified
MeetingPlace、Cisco Unified MeetingPlace Express、Microsoft Exchangeからカレンダーおよびミー
ティング情報にアクセスできます。また、Exchangeの連絡先をインポートして、パーソナル着
信転送ルールウェブツールで作成されたルールや発信コールをかけるときの音声コマンドでも

使用できます。
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MeetingPlace Expressは Unity Connection 10.x以降ではサポートされていません。（注）

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_
14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリー

ス 14』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の章も参照してください。

デスクトップメッセージアクセス

Unity Connectionは、次のような幅広いデスクトップクライアントを通じたボイスメッセージ
へのアクセスをサポートしています。

• IMAPクライアント：メールクライアントなどのサードパーティの IMAPクライアントは、
Unity Connectionから音声メッセージにアクセスするために対応しています。ユーザーは
これらのタイプのクライアントからのメッセージを読んだり、返信したり、転送すること

ができます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム管理ガイド、

リリース14』の「メッセージング」の章の「統合メッセージング」の項を参照してくださ
い。

Unity Connectionが次のモードで設定されている場合、IMAPクライアントがサポートされま
す。

• IPv4専用モード

•デュアルモード (IPv4/IPv6)

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/install_upgrade/
guide/b_14cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connectionインストール、アップグレード、メンテ

ナンスガイド、リリース 14』の「Cisco Unity Connectionサーバーを維持管理する」の章の
「Unity Connectionサーバーの IPアドレスまたはホスト名を変更する」を参照してください。

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookプラグイン - Unity Connectionボイス
メッセージへの基本的な IMAPアクセスに加えて、Outlook用ViewMailフォームでは、電
話またはワークステーションのスピーカーとマイクを使用して、Outlookクライアントか
らのメッセージを再生したり録音したりすることができます。ViewMailの使用時に、ユー
ザーはメッセージの作成、閲覧、返信、転送を行うことができます。 Outlookクライアン
ト版 ViewMailの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/user_setup/guide/b_14cucuwsx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユーザーワー

クステーション設定ガイド、リリース14』の「メールアカウントを設定してUnityConnection
音声メッセージにアクセスする」の章を参照してください。

•ウェブ受信箱 :ウェブ受信箱は、ユーザーがウェブブラウザを使用して Unity Connection
ボイスメッセージの再生、作成、返信または転送、および管理を行うためのアプリケー

ションです。Web Inboxは、Unity Connectionの以前のリリースの Cisco Personal
Communications Assistant（Cisco PCA）で使用可能だったMessaging Inboxウェブツールに
代わるものです。
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•ビジュアルボイスメール—ビジュアルボイスメールは、Cisco Unified Communicationsウィ
ジェットアプリケーションスイートの一部です。ビジュアルボイスメールを使用すると、

ユーザーは Cisco Unified IP Phoneのディスプレイからボイスメッセージを表示、聞き、作
成、転送、削除、応答できます。Unity Connectionメールボックスにダイヤルインする必
要はありません。ビジュアルボイスメールは、電話ディスプレイからのメッセージへの限

定的なアクセスを提供する古いアプリケーションである Unity Connection Phone Viewと比
較して、強化された機能を提供します。古い機能ではなくビジュアルボイスメールを使用

してください。システム要件、およびビジュアルボイスメールのインストール、構成、使

用に関する情報については、次のドキュメントを参照してください http://www.cisco.com/c/
en/us/support/unified-communications/unified-communications-widgets/
tsd-products-support-series-home.html。

• RSSフィード：電話またはWeb Inboxを使用してメッセージを確認する代わりに、IMAP
クライアントユーザーは RSS（リアルシンプルシンジケーション）リーダーを使用して
音声メッセージを取得できます。ユーザーがメッセージを既読としてマークすると、メッ

セージは RSSリーダーに表示されなくなりますが、ユーザーの Unity Connectionメール
ボックスに保存されたコピーは利用できます。 RSSフィードを提供するように Unity
Connectionを設定する方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connection

システムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「高度なシステム設定」の章
の「音声メッセージを表示するためのRSSリーダーを設定する」の項を参照してくださ
い。

• Jabber - Unity Connection 14はクライアントとしてCisco Jabberをサポートします。Android
版Cisco Jabberの詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
jabber-android/products-release-notes-list.htmlにあるリリースに掲載されている製品のリリー
スノートを参照してください。

SMTPベースの HTML通知を使用してボイスメッセージにアクセスす
る

Unity Connectionでは、SMTP経由でエンドユーザーへの新しいボイスメッセージの埋め込み
HTML通知を配信することができます。コンピュータの HTML通知は、ウェブメールクライ
アント (Google Mailまたは Yahoo Mailなど)とデスクトップメールクライアント (Microsoft
Outlookおよび IBM Lotus Notesなど)の両方に対応します。ただし、モバイルのHTML通知は
ウェブメールクライアントのみをサポートします。

テキストベースのSMTP通知とは異なり、HTML通知機能ではワンクリックでボイスメッセー
ジを聞くことができます。ユーザーが新しい HTMLベースの通知メールの再生オプションを
クリックすると、Miniウェブ受信箱のブラウザベースのクライアントアプリケーションがロー
ドされ、通知されたボイスメッセージを再生します。 HTML通知はまた、従来のユニファイ
ドメッセージングおよび IMAPメッセージングの代替でもあり、ExchangeおよびDominoだけ
でなく、Gmailとの連携も可能にします。

メール経由で受信するHTML通知のコンテンツと形式は、通知テンプレート、カスタム変数、
カスタム画像でカスタマイズできます。Cisco Unity Connection Administration（CUCA）および
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Cisco Unity Connection Provisioning Interface（CUPI）APIは、通知テンプレートの作業に使用で
きます。管理者はチェックリストに従う必要があり、通知テンプレートでの作業中にいくつか

の手順を実行する必要があります。

HTML通知テンプレートを使用するには、HTML通知デバイスが有効になっていて、通知テン
プレートがそれに割り当てられている必要があります。 HTML通知のチェックリストの詳細
については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/
b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リ

リース 14』の「SMTPメッセージ通知を設定する」の項を参照してください。

ユーザーは、Cisco Personal Communications Assistant (PCA)のMessaging Assistantウェブツール
を使用して、HTML通知デバイスをセットアップし、他の設定を構成することもできます。
ユーザーは、メールに記載されている、ミニウェブ受信箱を起動するためのハイパーリンクを

クリックして、通知されたボイスメッセージにアクセスできます。Miniウェブ受信箱を使用
すると、ユーザーは電話やコンピュータを使用してボイスメッセージを再生、返信、全員返

信、転送、削除できます。モバイルの場合、Mini Web Inboxはネイティブブラウザの電話録音
と再生 (TRAP)接続に対応しています。

Mini Web Inboxの詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/quick_start/guide/b_14cucqsgminiinbox.html
にある『Cisco Unity Connection Mini Web Inboxクイックスタートガイド』を参照してください。

新しい HTMLベースの通知機能は、ユーザーに新しい Cisco Unity Connection Imaging Interface
(CUII) APIセットを提供します。さらに、管理者とユーザーが新しく導入されたCUPI APIセッ
トを使用して実行できる特定のアクティビティがあります。

Cisco Unity Connection Imaging Interface（CUII）およびCisco Unity Connection Provisioning Interface
（CUPI）APIを使用して通知テンプレートを管理する方法の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/REST-API/CUPI_API/b_CUPI-API.html
にある Cisco Unity Connection APIを参照してください。

テンプレートの作成時またはMini Web Inboxの起動時の問題のトラブルシューティングについ
ては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/troubleshooting/guide/b_
14cuctsg.htmlにある『Cisco Unity Connectionトラブルシューティングガイド、リリース 14』の
「Mini Web Inboxのトラブルシューティング」の章を参照してください。

ボイスメッセージの文字起こし (SpeechView)
SpeechViewは、ユーザーの音声メッセージの文字起こしを提供します。ユーザーは、音声メッ
セージにアクセスするように設定された IMAPクライアントを使用して、メッセージの転写を
表示できます。転写テキストは、メールアドレスまたはモバイルデバイスに送信することもで

きます。

UnityConnectionでは、要件に基づいて、標準またはプロフェッショナルのいずれかのSpeechView
サービスを選択して、ボイスメールを読むことができます。標準の SpeechViewサービスは、
完全に自動化された転写サービスです。しかし、プロフェッショナルな SpeechViewサービス
では、音声テキストをテキストに変換し、音声メッセージのテキストバージョンをメールの受

信箱に配信する際に、自動転写と人の支援が含まれます。
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プロフェッショナルな議事録サービスの EOLが発表されました。詳細については、次を参照
してください。 https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/unified-communications/
unity-connection/speechview-professional-eol.html

（注）

（14 SU4より前のリリースに適用）SpeechViewの設定については、https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity

Connectionシステム管理ガイド、リリース 14』の「SpeechView」の章を参照してくださいに
て

（リリース 14 SU4以降が対象）SpeechViewの設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity

Connectionシステム管理ガイド、リリース 14』の「SpeechView Cisco Webex社内議事録サービ
ス」の章を参照してください。

モバイルクライアント

Unity Connectionは、Windows携帯電話、RIM BlackBerryデバイス、および Symbian OS電話か
らの、Cisco Unified Mobility Advantageと Cisco Unified Mobile Communicatorを通じた音声メッ
セージへのアクセスをサポートしています。 Cisco Unity Connectionは、クライアントとして
Cisco CIUSタブレットもサポートしています。 Unity Connectionを搭載した Apple iPhoneは
Cisco Mobile経由でサポートされます。

Unity ConnectionはCisco Jabberをクライアントとしてサポートします。Android版Cisco Jabber
の詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-android/
products-release-notes-list.htmlにあるリリースに掲載されている製品のリリースノートを参照し
てください。

柔軟な管理と保守性

管理ツール

Unity Connectionは、システムを管理、監視、およびトラブルシューティングするための一連
のツールを提供します。これらのツールは、一部はCisco Unified Communications Managerでも
使用されており、一貫性のあるエクスペリエンスを提供し、進行中のシステムの管理と運用を

合理化するように設計されています。

• Cisco Unified Serviceability—Cisco Unified Communications Managerと共有するサービスア
ビリティの監視およびトラブルシューティングツール。このツールを使用すると、レポー

トの生成、アラームの有効化、トレース情報の設定、プラットフォームに共通のサービス

の有効化または無効化、さらに Simple Network Management Protocol (SNMP)操作の設定を
行うことができます。

• Cisco Unity Connection Serviceability:サービサビリティの監視およびトラブルシューティ
ングのツールで、Unity Connectionでのみ使用されます。このツールを使用すると、レポー
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トの生成、アラームの有効化、トレース情報の設定、Unity Connectionクラスタの管理、
および Unity Connectionに固有のサービスのアクティブ化または非アクティブ化を行うこ
とができます。

•リアルタイム監視ツール—クライアント側アプリケーションとして実行されるツール。こ
のツールにより、システムパフォーマンスの監視、システムエラーメッセージの表示、お

よびトレースログファイルの収集を行うことができます。

• Cisco Unified OS Administration：オペレーティングシステム設定（IPアドレス、NTPサー
バーなど）の変更、ハードウェアやソフトウェアの設定情報（メモリ容量や Cisco Unified
Communicationsバージョン）、SSL証明書の管理、Unity Connectionとオペレーティング
システムのアップグレード（これらは一緒にアップグレードされます）、Unity Connection
サーバーへのリモートアクセスを有効にします。

• Cisco Unity Connection管理:ユーザー設定の指定や通話管理プランの実施など、ほとんど
の管理タスクに使用するツールです。 Unity Connection管理は、一括管理ツール、カスタ
ムキーパッドマッピング、タスク管理、およびユーザーアカウントのインポートと移行

のためのツールを含む他のいくつかのツールへのアクセスを提供します。

•災害復旧システム:データや音声メッセージをバックアップし、必要に応じて復元するた
めのツール。

すべての管理ツールの詳細については、『Cisco Unity Connection用システム管理ガイドリリー
ス 14』の「ツール」の章を参照してください。次の場所で入手できます https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html。

Unity Connectionではまた、管理タスクを管理者の役割別にセグメント化することもできます。
これにより、管理者は、個々のタスクの実行から、すべての Unity Connection管理機能の実行
に、パスワードのリセットやアカウントのロック解除など、さまざまな操作を実行する権限を

与えることができます。詳細については、次の場所で入手可能な『Cisco Unity Connectionシス
テム管理ガイドリリース 14』の「ユーザー属性」の章の「役割」を参照してください
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_
14cucsag.html。

エンドユーザーウェブツール

エンドユーザーにブラウザベースのCisco Personal Communications Assistant（PCA）へのアクセ
ス権が付与されている場合、次のウェブツールへのアクセス権も付与されます。

• Messaging Assistant -ユーザーがボイスメールオプション、パスワード、個人用配信リス
ト、メッセージ配信オプションなどの個人用設定をすばやく簡単に変更および管理できる

ようにします。

• Cisco Unity Connectionパーソナル着信転送ルール -ユーザーが発信者、時刻、またはカレ
ンダーの状況に基づいて着信を転送およびスクリーニングする着信転送ルールを作成でき

ます。 (パーソナル着信転送ルールは、Unity Connectionが Cisco Unified Communications
Manager電話システムと統合されている場合にのみサポートされます。)

•ウェブ受信箱 -ユーザーによるボイスメッセージの送信およびアクセスを許可します。
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ユーザーは http://<Connection host name>/inboxからウェブ受信箱
に直接アクセスできます。

（注）

これらのツールの詳細は、該当する『Cisco Unity Connectionユーザーガイド、リリース 14』お
よび各ツールのヘルプを参照してください。 Unity Connectionのユーザーガイドは次の場所か
ら入手できます http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-user-guide-list.html。

アプリケーションプログラミングインターフェース（API）
Unity Connectionには、Unity Connectionへのプロビジョニング、メッセージング、およびテレ
フォニーアクセスを提供する、いくつかの表現状態転送（REST）アプリケーションプログラ
ミングインターフェース（API）が含まれています。これらの APIは、Unity Connection機能
を既存のエンタープライズ規模のプロビジョニング管理システムおよびメッセージングクライ

アントに統合する機能を提供します。

APIは、追加、削除、表示、変更などの操作を標準化する RESTインターフェイスです。

Cisco Unity Connectionプロビジョニングインターフェイス (CUPI)

Cisco Unity Connectionプロビジョニングインターフェイス (CUPI) APIは、Unity Connectionシ
ステムで最も一般的にプロビジョニングされるデータ (ユーザー、連絡先、配信リスト、コー
ルハンドラ)へのアクセスを提供します。

管理者用の CUPIを使用すると、以下の作業を行うことができます。

•サービスクラス設定、スケジュール、ユーザー代替名、ユニファイドメッセージングサー
ビス、プライベートリスト、ユーザーテンプレート、ルーティングルール、配信リスト、

コールハンドラ、連絡先、パーティションとサーチスペース、およびユーザーとユーザー

の設定の作成、読み取り、更新、および削除

•パスワードのリセット

• LDAPユーザーのインポート

エンドユーザー向けの CUPIを使用すると、以下のことが可能になります。

•転送オプション（基本転送ルール）、ユニファイドメッセージングアカウントパスワー
ド、ユーザーパスワードと PINを更新する

•グリーティングとボイス名を録音する

•プライベートリスト、プライベートリストのメンバー、代替名、およびユーザー定義の
代替内線の作成、読み取り、更新、および削除

• SMTPプロキシアドレスを読み取ります。基本ユーザー情報（エイリアス、表示名、DTMF
アクセス IDなど）、サービスクラス情報、管理者が定義した代理内線番号
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CUPIの詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Provisioning_
Interface_%28CUPI%29_APIを参照してください。

Cisco Unity Connectionメッセージングインターフェイス (CUMI)

Cisco Unity Connectionメッセージングインターフェイス (CUMI) APIはユーザーのメッセージ
へのアクセスを提供します。

CUMIを使用することで、以下が可能になります。

•メッセージを再生する

•メッセージを送信、返信、転送する

•ブロードキャストメッセージを送信および再生する

•ディスパッチメッセージを送信、受け入れる、および拒否する

•新しいメッセージの通知を受け取る

•セキュアメッセージにアクセスする

•エージングやメッセージの期限切れによってメッセージが自動的に削除されるのを防ぐた
めに、調査のための保持としてマークされたメッセージのアーカイブを作成します。

•メールボックス割り当て情報を表示する

•メッセージ数を表示する

CUMIの詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Messaging_Interface_
%28CUMI%29_APIを参照してください。

Cisco Unity Connectionテレフォニーインターフェイス (CUTI)

Cisco Unity Connection Telephony Interface (CUTI) APIは、電話経由で音声コンテンツを再生お
よび録音する機能を提供します。

CUTIを使用することで、以下を実現できます。

•電話デバイスへのダイヤルアウトを開始する

•グリーティング、メッセージ、その他の音声の再生と録音

•再生速度と音量を操作する

•再生と録画を停止して再開する

CUTIの詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Telephony_Interface_
%28CUTI%29_APIを参照してください。

Cisco Unity Connection Notification Interface (CUNI)

Cisco Unity Connection Notification Interface (CUNI) APIは 1人以上のユーザーに通知を提供しま
す。CUNIは、単一の接続で多くのユーザーの通知を受信する必要があるサーバ間アプリケー
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ションで使用するために設計されています。CUNIは、それぞれが多数のサブスクライバーの
通知をサブスクライブしている少数のクライアントを処理するように設計されています。CUNI
は管理者資格情報を必要とするため、ブラウザアプリケーションが直接使用するのには適切で

はありません。

CUNIの詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Notification_
Interface_%28CUNI%29_APIを参照してください。

Cisco Unity Connection Imaging Interface (CUII)

Cisco Unity Connection Imaging Interface (CUII) APIは、メッセージステータスやMWIステータ
スを含むメールボックス情報を取得する機能を提供します。

CUIIを使用して、以下の情報を取得できます。

•受信箱フォルダの未読メッセージの数

•受信箱フォルダの緊急の未読メッセージの数

•特定のメッセージの状態と対応する画像

• MWI状態と対応する画像

CUIIの詳細については、http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Imaging_Interface_
%28CUII%29_APIを参照してください。

ライセンス

Unity Connectionでは、ライセンスはユーザーと機能にのみ必要です。これには SpeechView、
SpeechView Pro、SpeechView Connectが含まれます。ライセンスは、Ciscoスマートソフトウェ
アライセンシングにより管理されます。 Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用
すると、組織に関連付けられたすべてのライセンスを、Cisco Smart Software Manager (CSSM)
またはCisco Smart Software Managerサテライトの単一のインターフェイスを通じて管理できま
す。 Cisco Smart Software Licensingは、ライセンスの所有権と消費の可視性を提供します。
Unity Connectionは、ライセンスを受けたさまざまな機能を使用するために、Cisco Smart Software
Manager（CSSM）またはCisco Smart Software Managerサテライトに登録する必要があります。

Unity Connectionは、Cisco Smart Software Manager（CSSM）またはCisco Smart Software Manager
サテライトに登録されるまで、評価モードのままとなります。

Unity Connectionには、特定のライセンスの予約機能が用意されています。この機能を使用す
ると、仮想アカウントからライセンスまたは資格を予約し、製品インスタンスに関連付けるこ

とができます。製品インスタンスは、使用情報をCSSMに通信しなくても、予約されたライセ
ンスを使用できます。

Unity Connectionライセンスの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/install_upgrade/guide/b_14cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connectionのイ

ンストール、アップグレード、およびメンテナンスガイド、リリース14』の「ライセンスを管
理する」の章を参照してください。
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Unity Connectionでのブランディングのカスタマイズ
Unity Connectionには、ブランディングのカスタマイズ機能が導入されました。これにより、
組織の要件に基づいて Unity Connectionウェブアプリケーションの外観を変更できます。この
機能により、オペレーティングシステム管理者は Unity Connectionウェブアプリケーションの
会社ロゴ、背景色、境界線色、およびフォント色をカスタマイズできます。ブランディング

は Unity Connectionの次のウェブアプリケーションに適用できます:

• Cisco Unity Connection Administration
• Cisco Personal Communications Assistant
• Web Inbox

ウェブ受信箱では、会社ロゴのみ変更することができます。（注）

Unity Connectionでのブランディングのカスタマイズの詳細については、次の場所で入手可能
な『 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムアドミニストレーションガイド

(Cisco Unity Connectionリリース 14)』の「ソフトウェアのアップグレード」の章を参照してく

ださい。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/os_administration/guide/
b_14cucosagx.html

LDAPディレクトリ同期と認証
会社のディレクトリにサポートされている LDAPディレクトリを使用している場合、Unity
Connectionは、LDAPディレクトリのユーザーデータと Unity Connectionデータベースのユー
ザーデータの小さいサブセットを同期するオプションを提供します。さらに、ディレクトリ

同期を設定すると、Active Directory資格情報に対して Unity Connectionウェブアプリケーショ
ンへのユーザーアクセスを認証することができます。Unity ConnectionユーザーデータをLDAP
ディレクトリ中のユーザーデータと定期的に再同期するように Unity Connectionを設定するこ
ともできます。

Unity Connection LDAPディレクトリサポートはディレクトリスキーマ拡張を必要としません。
ディレクトリへのアクセスは読み取り専用です。

Unity Connectionは、スタンドアロンのユーザーおよび Cisco Unified Communications Manager
から AXL経由でインポートされたユーザーもサポートします。スタンドアロンユーザーと
Cisco Unified CMからインポートされたユーザーの両方はいつでも LDAPユーザーに変換でき
ます。

セキュリティ

Unity Connectionは製品の複数の領域でセキュリティをサポートします。

•プラットフォーム：Unity Connectionは Linuxベースの Cisco Unified Communicationsオペ
レーティングシステムに基づいています。オペレーティングシステムはロックダウンされ

ており、ルートアクセスは許可されません。Cisco Unified Communicationsオペレーティン
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グシステムの詳細については、『Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステム
アドミニストレーションガイド (Cisco Unity Connection版),リリース 14 ]』を参照してくだ
さい https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/os_administration/guide/
b_14cucosagx.html。

•セキュリティ強化Linux (SELinux)—以前のUnity Connectionリリースでは、他のサーバお
よびクライアントとの通信を保護するために、Ciscoセキュリティエージェントが Unity
Connectionサーバにインストールされていました。 Unity Connection 8.6で、Ciscoセキュ
リティエージェントは、Security-EnhancedLinux（SELinux）に置き換えられました。SELinux
アクセスコントロールセキュリティポリシーは、特に Unity Connectionのために設定さ
れています。例えば、送受信通信を許可するためにファイアウォールで開く必要があるの

と同じ TCPおよびUDPポートが SELinuxのコンテキストでも開かれます。これらのポー
トのリストについては、『Securityガイド for Cisco Unity Connection,リリース 14』の「Cisco
Unity Connectionで必要な IP通信」の章を参照してください。 https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx.html.

SELinuxセキュリティポリシーを変更することはできません。（注）

トラブルシューティングなどで必要に応じて、utils os secure CLIコマンドを使用して、SELinux
ポリシーの強制を無効にすることができます。しかし、SELinuxを無効にすることで、Unity
Connectionサーバを不正アクセスにさらすことになります。 CLIコマンド utils os secureの詳
細については、 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-maintenance-guides-list.htmlにある、該当する『Command Line Interface Reference Guide
for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

•コールシグナリングおよびメディアストリーム—Unity Connectionは、Cisco Unified
Communications Managerとの SCCPおよび SIPトランク統合により、コールシグナリング
とメディアの認証と暗号化を可能にします。

•不正アクセス：不正アクセスを防止するために、Unity Connectionは、サインインの試行
回数、アカウントロックアウトポリシー、パスワード最小文字数、パスワードの有効期

限を制御できる認証ポリシー（電話とウェブアクセスの両方）を許可します。詳細につい

ては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/
b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム管理ガイド、リリース 14』の「シ
ステム設定」の章の「認証規則の項を参照してください。

•不正な転送とダイヤルアウト—Unity Connection規制テーブルは、転送とダイヤルアウト
に許可する番号を管理します。これにより、ユーザーによるシステムの不正使用をロック

ダウンし、電話料金の不正を防止します。詳細については、『Cisco Unity Connectionシス
テム管理ガイドリリース 14』の「通話管理」の章の「規制テーブル」セクションを参照
してください。次の場所で入手できます。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html

•セキュアメッセージ：Unity Connectionはセキュアメッセージをサポートしています。詳
細については、セキュアメッセージ（18ページ）を参照してください。
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• Cisco Unity Connectionとクライアント間の通信のセキュリティ保護に関する詳細は、Unity
Connectionとクライアント間の通信のセキュリティを確保する（18ページ）を参照して
ください。

•シングルサインオン: SAML SSO機能では、Unified Communication製品上のウェブアプリ
ケーションにシングルサインオンアクセスを提供するために Active Directoryと IDプロバ
イダが必要です。 SAML SSOにより、LDAPユーザーは IDプロバイダで認証されるユー
ザー名とパスワードでログインできます。管理者権限を持つ非 LDAPユーザーは、復元
URLを使用して Cisco Unity Connection管理にログインします。 SSOログインが失敗する
と（例えば、IDプロバイダまたは Active Directoryがアクティブではない場合）、リカバ
リURLはユーザー名とパスワードを介した管理および保守性Webアプリケーションへの
代替アクセスを提供します。 SAML SSOの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/14/quick_start/guide/b_14cucqssamlsso.htmlにある『SAML

SSOクイックスタートガイド』を参照してください。

非 LDAPユーザーは Unity Connectionサーバにローカルに存在す
るユーザーです。

（注）

SAML SSO機能を有効にした後、Unified Communication製品でサポートされているWebアプ
リケーションにログインしたユーザーは、Unity Connectionの次のWebアプリケーションにも
アクセスできます。

ウェブアプリケーションUnity Connectionユーザー

• Cisco Unity Connection Administration

• Cisco Unity Connection Serviceability

• Cisco Unified Serviceability

• Cisco Personal Communications Assistant

• Web Inbox

•ミニウェブ受信箱デスクトップ版

•リアルタイム監視ツール

• Cisco Unified Communications OSの管理

• Disaster Recovery System

管理者権限を持つ LDAPユーザー

• Cisco Personal Communications Assistant

• Web Inbox

•ミニウェブ受信箱デスクトップ版

管理者権限のない LDAPユーザー
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ユーザーがウェブ受信箱とMiniウェブ受信箱にアクセスできるようにするには、メールボッ
クスを持つユーザーが必要です。 Unity Connection Administration > [サービスクラス（Class Of
Service）] > [ライセンス済み機能（Licensed Features）]へ移動し、[Allow Users to Use the Web
Inbox, Messaging Inbox and RSS Feeds）]チェックボックスが選択されていることを確認してく
ださい。

（注）

VMRest APIはシングルサインオンアクセス (SSO)サポートを拡張し、SSO OAuth 2.0トーク
ンを使用した認証を含みます。

•クロスオリジンリソース共有 (CORS)-クロスオリジンリソース共有機能により、クロスド
メインサーバのクライアントアプリケーションが Unity Connectionサーバ上のコンテンツ
にアクセスできるようになります。

クライアントアプリケーションは、より安全な方法でクロスオリジンリクエストを処理できま

す。 CORSは HTTPヘッダーを使用してウェブブラウザと Unity Connectionサーバ間の合意を
確立し、許可されたドメインにサービスを提供します。

CORSの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム管理ガイド、リリー
ス14』の「システム設定」の章の「クロスオリジンリソース共有」の項を参照してください。

• Tomcatのマルチサーバ証明書サポート-マルチサーバサブジェクト代替名 (SAN)は、X.509
証明書拡張機能で定義されたセクションです。SANに複数の完全修飾ドメイン名(FQDN)、
ホスト名、または他の有効な名前が含まれています。 X.509技術により、認証局 (CA)に
よりデジタル署名されているインターネットウェブサイトなどのエンティティのアイデン

ティティに信頼を置くことができます。 SANフィールドでは、X.509証明書に複数の
FQDN、ドメイン名、または他の承認された名前を含めることができます。この方法で
は、ユーザーは各サーバの証明書を生成する必要はありません。代わりに、1つの証明書
が複数のサーバを識別します。

テレフォニー統合の場合、マルチサーバーSAN証明書はSIP統合
でのみサポートされます。ただし、SCCP統合では、単一サーバー
証明書のみがサポートされます。

（注）

マルチサーバ SAN証明書を使用した CSRの設定、生成、および CSRのダウンロードの詳細
については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/os_administration/
guide/b_14cucosagx.htmlにある『Cisco Unity ConnectionのCisco Unified Communications Operating
Systemアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「セキュリティ」の章を参照してく
ださい。
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セキュアメッセージ

セキュアとマークされたメッセージはUnity Connectionサーバーにのみ保存されるため、セキュ
アメッセージが組織外に送信されることはありません。ユーザーはセキュアメッセージのロー

カルコピーを作成できません。メッセージエージングポリシーにより、管理者は、セキュア

メッセージがアーカイブされるか、または完全に削除される前に、保持される期間を制御でき

ます。

セキュアメッセージは次のインタフェースを使用した場合にのみ再生できます。

•電話（Phone）

• Web Inbox

• Microsoft Outlook版 Cisco Unity Connection ViewMail

• Cisco Unity Connection ViewMail for IBM Lotus Notes

• Cisco Unified Personal Communicator (CUPC)

• Cisco Unified Mobile Communicatorおよび Cisco Mobile

• Cisco Unified Messagingと IBM Lotus Sametimeプラグイン

• Cisco Jabber

安全なメッセージはこれらのインターフェイスに安全にストリーミングされ、Unity Connection
サーバから離れることはありません。 Unity Connectionサーバが 1つの Unity Connectionサイ
トでネットワーク接続されている場合、1つのシステムのユーザーは別のシステムのユーザー
に安全なメッセージを送信できます。このような状況では、安全なメッセージはサーバ間で転

送中に SMIMEで暗号化されます。

次のインタフェースは、安全なメッセージの再生をサポートしていません。

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook以外のサードパーティ IMAPメール
クライアント

• RSSリーダー

セキュアメッセージの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイ
ド、リリース 14』の「ユーザーメッセージをセキュリティ保護する」の章を参照してくださ
い。

Unity Connectionとクライアント間の通信のセキュリティを確保する

• Cisco Personal Communications Assistant：Cisco Personal Communications Assistant（PCA）
および Cisco Unity Connectionウェブツールのクライアントが Unity Connectionに安全にア
クセスする方法については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイド、リ
リース 14』の「SSLを使ってクライアント/サーバー接続を保護する」の章を参照してく
ださい。
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• IMAPクライアント：IMAPメールクライアントが Unity Connectionに安全にアクセスす
る方法については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/security/
guide/b_14cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイド、リリース 14』
の「SSLを使ってクライアント/サーバー接続を保護する」の章と、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/user_setup/guide/b_14cucuwsx.htmlにある『Cisco
UnityConnectionユーザーワークステーション設定ガイド、リリース14』の「UnityConnection
音声メッセージにアクセスするためのメールアカウントを設定する」の章を参照してくだ

さい。

•モバイルクライアント：モバイルクライアントとCisco Unity Connection間の通信のセキュ
リティ保護については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.htmlにある『Cisco
Mobile、Cisco Unified Mobile Communicator、および Cisco Unified Mobility Advantage』のド
キュメントを参照してください。

• RSSクライアント：RSSクライアントとCisco Unity Connection間の通信のセキュリティ保
護については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/
guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム管理ガイド、リリース 14』
の「システムの詳細設定」の章の「RSSリーダーを音声メッセージを表示するように設定
する」を参照してください。

セキュアなインターフェイスのための暗号管理

Cisco Unity Connectionは暗号管理に対応しています。これにより、管理者はすべてのTLSおよ
び SSH接続で使用される暗号のセットを制御することができます。 Cisco Unity Connectionの
さまざまなセキュアなインターフェイスに対して暗号を設定できます。

暗号管理の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
os_administration/guide/b_14cucosagx.htmlにある『Cisco Unity Connectionの Cisco Unified

Communications Operating Systemアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「セキュリ
ティ」の章を参照してください。

テナントのパーティショニング

テナントパーティショニングは、サービスプロバイダーがUnity Connectionの1回のインストー
ルで複数の中小企業にボイスメールサービスを提供するクラウドベースのボイスメールソリュー

ションです。テナントとは、Unity Connectionアプライアンス内のオブジェクトの論理的なグ
ループ化で、サーバー上でホストされる独立したテナント（顧客）を形成します。 Unity
Connectionでは、1つのインストールで複数のテナントを持つことができます。これらのテナ
ントはサーバ内で孤立した状態で存在し、互いの情報を持ちません。テナントパーティショニ

ングは、アプライアンスが複数のテナントをホストできるようにする Unity Connectionの機能
です。
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サポートされている Unity Connectionプラットフォーム
ハードウェアの詳細な仕様、最大ポート数、最大ユーザー数、合計メッセージ保存時間（分）

など、Unity Connectionでの使用が許可されているサーバーのリストについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
にある『Cisco Unity Connection 14サポートされているプラットフォームのリスト』を参照して
ください。

顧客がUnity Connectionクラスタアクティブ/アクティブ高可用性を構成するとき、2つのUnity
Connectionサーバが必要であることに注意してください:

•データベースとメッセージストアを公開するパブリッシャサーバーです。

•パブリッシャサーバ上のデータベースとメッセージストアをサブスクライブするサブスク
ライバサーバです。

両方のサーバーが通話トラフィックとクライアント/管理トラフィッ
クにサービスを提供できます。

（注）

音声認識も Unity Connectionサーバでサポートされています。音声認識のキャパシティプラン
ニングについては、 Cisco Unity Connection 14のサポート対象プラットフォームのリストを参
照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_
platforms/b_14cucspl.html。

サポート対象の電話システム

Cisco Unity Connectionは、Skinny Client Control Protocol（SCCP）または SIPトランクを通じて、
Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified Communications Manager Expressとネ
イティブに統合されます。

顧客が Unity Connectionを回線交換電話システムと統合する場合、追加のハードウェアが必要
です。

•回線交換電話システムとの連動の多くは、アナログ、デジタル、または T1インターフェ
イスに PIMGまたは TIMG装置を使用します。アナログインターフェイスを持つシリア
ル統合 SMDI、MCI、およびMD-110も特別なケーブルを必要とします。 PIMG/TIMG連
携の詳細については、次のリンク先で該当するインテグレーションガイドを参照してくだ

さい http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.html。

•顧客が Unity Connectionを QSIG対応の電話システムと連携させる場合、ISR音声ゲート
ウェイが必要です。詳細については、次のリンク先で該当するインテグレーションガイ

ドを参照してください http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.html。
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Unity Connectionは複数の電話システムと統合することもできます。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/integration/multiple/b_
cuc14intmultiple.htmlにある『Cisco Unity Connection複数電話システムインテグレーションガイ

ド、リリース 14』を参照してください。

電話システム連携の要件については、Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件を参
照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_
14cucsysreqs.html。

サポートされている展開モデルについては、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-implementation-design-guides-list.htmlにある『Cisco Collaboration System Solution Reference

Network Designs（SRND）』の「概要とコンポーネントとアーキテクチャ」の章を参照してく
ださい。

SSL経由の Comet通知のサポート
Unity Connectionを使用すると、ユーザーは SSL経由で comet通知を送信できます。 SSL経由
で comet通知を送信するには、CLIコマンド utils cuc jetty ssl enableを使用して、SSLモードで
comet通知を有効にする必要があります。

SSLを介した Connection Jettyを有効または無効にする CLIコマンドの詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlにある『Command
Line Interface Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

SSLモードを介したUnity Connectionジェッティーが有効な場合、Unity Connectionジェッティー
サービスを再起動して、Unity Connectionジェッティーと comet通知クライアントが新しいSSL
証明書を使用するようにする必要があります。

接続ジェッティーの再起動についての詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにる『Cisco Unity Connectionセキュリティガ
イド、リリース 14』の「SSLを使ってクライアント/サーバー接続を保護する」の章の「Unity
ConnectionへのConnection Administration、Cisco PCA、Unity Connection SRSV、IMAP電子メー
ルクライアントアクセスをセキュリティ保護する」の項を参照してください。

特定の OVAについて、単一受信箱ユーザーで Unity Connectionがサポートする Jabberエンド
ポイントの数については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
supported_platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connectionサポートされているプラッ
トフォームガイド、リリース14』の「スケーリングプラットフォーム」の項を参照してくださ
い。

Unity Connectionクラスタ（アクティブ/アクティブ高可用性および冗
長性）

Unity Connectionは、高可用性と冗長性を提供するために、2サーバのアクティブ/アクティブ
クラスタをサポートします。 Unity Connectionクラスタ内の両方のサーバが Unity Connection
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を実行し、通話、HTTP要求、IMAP要求を受け入れます。Unity Connectionクラスタの 1つの
サーバが非アクティブになっても、もう一方のサーバがエンドユーザーに音声通話、HTTP要
求、IMAP要求などの機能を提供し続けます。このような状況では、音声コールの応答に使用
できるポート容量が少なくなります。

ウェブトラフィックのシステムアーキテクチャの改善

Cisco Unity Connectionは、Tomcatの負荷を軽減する Unity Connectionへのすべての着信ウェブ
トラフィックをフロントエンドとして機能する HAProxyをサポートします。これは、HTTP
ベースのアプリケーションに高可用性、負荷分散、プロキシ機能を提供する、高速で信頼性の

高いソリューションです。

以下の図はアーキテクチャを示しています。

•すべてのウェブアプリケーションは Tomcatにより展開されます。

• HAProxyはすべての TLS受信接続を処理します。

• HAProxyはポート 80、443、8080、8081、8443、8444でリッスンします。

• Tomcatはポート 81、1025、1026、1027、1028、1029でリッスンします。

• HAProxyはHTTP経由で内部的にリクエストを Tomcatに送信します。すべてのウェブア
プリケーションは、内部的に httpsではなく http経由でリクエストを受け取ります。
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ポートの詳細については、リンク https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイド、リリー

ス 14』の「Cisco Unity Connectionが必要とする IP通信」の章を参照してください。

Docker Containerizationによるリソース管理
Cisco Unity Connectionリリース 14以降では、Dockerコンテナ化によるリソースコントロール
をサポートしています。この機能の主な目的は、実行中の Tomcatウェブアプリケーション
が、システム管理者によるアプリケーションへのアクセスをロックアウトするのを防ぐことで

す。

以下の図はアーキテクチャを示しています。

• Rest Containerは、クライアントからの VMRESTリクエストを処理するこの機能をサポー
トするために導入されました。

• SSOSPコンテナは、クライアントのシングルサインオンを処理するために、CUCMから
継承されます。

• cuadmin、ciscopca、inbox、miniinboxなどのすべてのWebアプリケーションは、引き続き
Tomcatコンテナに展開されます。
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• HAProxyは、RESTコンテナ操作のためのポート 1030でリッスンします。

ポートの詳細については、リンク https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイド、リリー

ス 14』の「Cisco Unity Connectionが必要とする IP通信」の章を参照してください。

この機能をサポートするために、以下の CLIコマンドが導入されました。

• utils container-engine start

• utils container-engine stop

• utils container-engine restart

• Utilsコンテナーエンジンステータス

• Utils診断モジュール <module-name> <container-name>

CLIコマンドの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/cli_
ref/14_0_1/cucm_b_cli_reference_guide_release_1401.htmlにある『Command Line Interface Reference

Guide for Cisco Unified Communications Solutions、リリース 14』の「Utils Commands」の章を参
照してください。

この機能には次の利点があります。

•コンテナー内で実行されている個々のサービスが、設計された制限を大幅に超えてリソー
スを消費しないようにします。

•他のコンテナー上の他のウェブアプリケーションに影響を与えることなく、個々のコンテ
ナーを再起動します。

•アプリケーションとサービスの将来のコンテナ化のための基礎を築きます。

ネットワーク

各 Unity Connectionサーバ (またはクラスター)には、サービスを提供できるユーザーの最大数
があります。組織のメッセージングで複数の Unity Connectionサーバーまたはクラスターが必
要な場合、または複数のUnity Connectionディレクトリを結合する方法、またはUnity Connection
と Cisco Unityを相互接続する方法が必要な場合、Unity Connectionサーバーまたはクラスター
をリンクしてサイトを形成し、Unity Connectionサイトを別の Unity Connectionサイトまたは
Cisco Unityサイトとリンクして、Ciscoボイスメール組織を形成します。

Unity Connectionは 3種類のネットワークをサポートします。

•レガシーネットワーク

•サイト間ネットワーク

•サイト内ネットワーキング
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SMTPプロトコルはネットワーク内でのディレクトリ同期に使用
されます。

（注）

• VPIMネットワーキング

• HTTPSネットワーク

HTTPSネットワーキングの詳細については、「HTTPS Networkingガイド for Cisco Unity
Connectionリリース 14」を参照してください。次で入手できます https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/14/https_networking/guide/b_14cuchttpsnet.html。

レガシーおよび HTTPSネットワーキング設計の詳細は、「ネットワーキング」の章を参照し
てください。

サードパーティのボイスメールの相互運用性

Unity Connectionは、他のメッセージングシステムとの音声またはテキストメッセージの交換
が許可される Voice Profile for Internet Mail（VPIM）バージョン 2をサポートします。 VPIM
ネットワークを使用して、Unity Connectionを他のボイスメッセージシステムとネットワーク
接続することができます。これには、Cisco Unity、Unity Connection、Cisco Unity Express、また
はVPIMバージョン 2プロトコルをサポートするサードパーティのボイスメッセージシステム
が含まれます。

VPIMネットワーク設計の詳細は、ネットワークの章を参照してください。

詳細情報

システム要件

Cisco Unity Connectionリリース 14のシステム要件には、Cisco Unity Connectionシステムをイ
ンストールするための要件が記載されています。

このドキュメントは https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/
b_14cucsysreqs.htmlから入手できます。

互換性

互換性マトリクスには、Cisco Unity Connectionとユーザーのワークステーションにインストー
ルされたソフトウェアでサポートされているバージョンの組み合わせ、Cisco Personal
Communications AssistantおよびCisco Unity Connectionウェブツールを使用する際に各ブラウザ
でサポートされているブラウザとバージョン、サポートされている IMAPクライアント、およ
び ViewMail for Outlookおよび ViewMail for NotesでサポートされているMicrosoft Outlookの
バージョンに関する情報が含まれています。これには、SCCP統合および SIPと Cisco Unity
Connection、Cisco Unified Communications Manager、およびCisco Unified Communications Manager
Expressとの統合でサポートされるバージョンの組み合わせが含まれます。
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このドキュメントは https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/
matrix/b_cucclientmtx.htmlから入手できます。

Unity Connectionおよび電話システムのサポートされている展開モデル

サポートされている展開モデルについては、『 Cisco Unified Communications System 14 SRND
』の「Ciscoボイスメッセージング」の章を参照してください。

Outlook用 ViewMailを展開する

Outlookの ViewMail（VMO）Windowsインストーラファイル（MSI）のデプロイは、Windows
インストーラファイル（MSI）形式をサポートする任意のソフトウェア配布パッケージを通じ
てサポートされます。詳細については、 http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-implementation-design-guides-list.htmlで入手可能な Cisco Unity Connection ViewMail for
Microsoft Outlookのリリースノートを参照してください。

Cisco Unity Connectionのリリースノート

Cisco Unity Connectionのリリースノートには、新規および変更された要件とサポート、新規お
よび変更された機能、制限と制約、未解決および解決済みの警告、およびドキュメントの更新

に関する情報が含まれています。

リリースノートは次で入手できます http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unity-connection/products-release-notes-list.html。

Cisco Unity Connectionドキュメントガイド

Cisco Unity Connectionドキュメントガイドには、特定の Unity Connectionリリース用に作成さ
れたすべてのドキュメントの説明とリンクが記載されています。

ガイドは次から入手できます http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unity-connection/products-documentation-roadmaps-list.html。
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• DHCP（27ページ）
• DNS（27ページ）
• Microsoft Exchange（27ページ）
• LDAPディレクトリ（28ページ）

DHCP
DHCPの使用は Unity Connectionではオプションであり、Unity Connectionサーバでネットワー
ク設定を自動的に構成するために使用できます。 DHCPが使用されない場合、ホスト名、IP
アドレス、IPマスク、ゲートウェイアドレスなどのネットワーク設定は、インストール中に手
動で入力するか、インストール後にコマンドラインインターフェースを使用して構成する必要

があります。

DNS
Unity ConnectionではDNS名前解決の使用はオプションですが、可能な場合はUnity Connection
で使用する必要があります。 DNS名前解決が有効になっていない場合、すべてのネットワー
クデバイスには IPアドレス（ホスト名ではなく）を使用する必要があります。

Microsoft Exchange
Unity Connectionのすべてのバージョンで、Exchange 2019または Exchange 2016をカレンダー
アプリケーションとして使用している場合、Unity Connectionを設定して、ユーザーが電話を
使っていくつかのミーティング固有のタスクを実行できます。例えば、参加者のリストを聞く

こと、ミーティングの主催者にメッセージを送信したり、ミーティング参加者にメッセージを

送信したりします。ミーティングの開催者がミーティングをキャンセルすることもできます。

さらに、ユーザーがMicrosoft Outlookを使用している場合は、開催予定のミーティングのリス
トを聞き、ミーティングの招待を承諾または拒否することができます。
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Unity Connectionでは、ユーザーがMessaging Assistantウェブツールを使用して Exchange連絡
先をインポートすることもできます。この連絡先情報は、ユーザーが Cisco Unity Connection
パーソナル着信転送ルールウェブツールで作成したルールで使用したり、ユーザーが音声コマ

ンドを使用して発信する際に使用したりできます。

Unity Connectionは、Text to Speechを使用して、電話経由で Exchangeメールを再生できます。

Unity ConnectionとExchangeのメールボックスを同期して、Unity Connectionボイスメッセージ
がOutlookの受信箱に表示されるようにすることもできます。この機能は、一般的に単一受信
箱として知られています。

カレンダー情報へのアクセス、個人連絡先のインポート、メールへのアクセス、メールボック

ス同期の設定を行うためにサポートされるバージョンのMicrosoft Exchangeの詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.html
にある『Cisco Unity Connectionシステム要件ガイド、リリース 14」の「ユニファイドメッセー
ジング機能を使用するための要件」の項を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_
14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリー
ス 14』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の章も参照してください。

LDAPディレクトリ
Unity Connectionはオプションで、LDAPディレクトリ（例えば、Microsoft Active Directory）を
LDAPディレクトリ同期および認証のために使用できます。サポートされているLDAPディレ
クトリの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』
の「LDAPディレクトリ統合の要件」の項を参照してください。

•遅延は往復で 80 msを超えてはいけません

•対応するポートおよび IPのアクセスコントロールリストは、ネットワークデバイスでプ
ロビジョニングされるものとします。
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第 3 章

Cisco Unity Connectionサーバのサイジング
とスケーリング

Unity Connectionの仕様を満たすサーバのリストについては、次の場所にある Cisco Unity
Connection 14のサポートされているプラットフォームのリストを参照してください
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.html。

•音声コーデック（29ページ）
•ボイスメッセージポート（33ページ）
•音声メッセージのストレージ容量（34ページ）
• Users（34ページ）
•同時 TUI/VUIセッション（35ページ）
• Unity Connectionボイスメッセージへのアクセスに使用される IMAPクライアント（36
ページ）

• Visual Voicemailクライアントとセッション（37ページ）
•同時モバイルクライアント（37ページ）
• Messaging Assistantクライアント（38ページ）
•ウェブ受信箱クライアント（38ページ）
• Cisco Unified Personal Communicatorクライアント（38ページ）
• IBM Lotus Sametimeクライアント（39ページ）
• RSSリーダークライアント（39ページ）

音声コーデック

通話接続と録音のための音声コーデックの使用

Unity Connectionでは、SCCPまたは SIPシグナリングでサポートされている任意の音声コー
デック形式の通話は、常にPCMリニアにトランスコードされます。PCMリニアから、録音は
システムレベルの録音音声コーデック（Cisco Unity Connection管理でのシステム全体の設定で
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ある PCMリニア、G.711 mu-law、G.711 a-law、G.729a、または G.726）でエンコードされま
す。 G.711 mu-lawがデフォルトです。

このセクションでは、発信デバイスとUnity Connectionの間でネゴシエートされる音声コーデッ
クを「回線コーデック」と呼び、システムレベルの録音用音声コーデックとして設定されてい

る音声コーデックを「録音コーデック」と呼びます。

サポートされている回線コーデック (アドバタイズされたコーデック)

• G.711 mu-law

• G.711 a-law

• G.722

• G.729

• iLBC

サポートされている録音コーデック（システムレベルの録音音声コーデック）

• PCMリニア

• G.711 mu-law (デフォルト)

• G.711 a-law

• G.729a

• G.726

• GSM 6.10

トランスコードはすべての接続で発生するため、回線コーデックが録画コーデックと異なって

も、システムへの影響はほとんどありません。たとえば、G.729aを回線コーデックとして使
用し、G.711 mu-lawを録画コーデックとして使用しても、トランスコーディングのためにUnity
Connectionサーバに大幅な追加負荷をかけることはありません。ただし、iLBCまたは G.722
コーデックは、トランスコードにより多くの計算を必要とするため、Unity Connectionサーバ
に大幅な追加負荷をかけます。結果として、Unity Connectionサーバは G.711 mu-law接続の半
分の数の G.722または iLBC接続しかサポートできません。

G.722または iLBCコーデックを回線コーデックまたはアドバタイズされたコーデックとして
使用すると、Connectionサーバでプロビジョニングできるvoice-portの数が減ります。G.722ま
たは iLBCコーデックを使用する際に、各プラットフォームオーバーレイでサポートされる音
声ポートの数に関する詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 14サポートさ

れているプラットフォームのリスト』を参照してください。

（注）

以下の場合を除き、通常、システム記録形式をデフォルト設定から変更すべきではありませ

ん。
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•ディスク容量の問題に対処するため、G.729aまたは G.726などの低ビットレートのコー
デックを使用することを検討してください。低ビットレートのコーデックが生成する音声

の品質は、G.711 mu-lawなどの高ビットレートのコーデックよりも低いことに注意してく
ださい。

• G.722を回線コーデックとして使用するエンドポイントの録音の音声品質を改善するには、
PCMリニアの使用を検討してください。 PCMリニアは、使用されるディスク容量が増加
することに注意してください。

録画コーデックを変更する他の可能な理由や、特定の回線コーデックだけをアドバタイズする

選択もあります。 SCCPまたは SIP連携でシステムレベルの録音音声コーデックおよびアドバ
タイズされたコーデックを決定する際には、以下の情報を確認します。

•大多数のエンドポイントと Unity Connectionの間でネゴシエートされる音声コーデック。
この情報は、Unity Connectionがアドバタイズする音声コーデックとUnity Connectionがア
ドバタイズしない音声コーデックを決定するのに役立ちます。たとえば、多くのクライア

ントが G.722または iLBCを使用して Unity Connectionに接続する必要がある設定の場合
など、Unity Connectionを使用して計算上重要なネイティブトランスコーディングを提供
するのではなく、Cisco Unified Communications Managerがハードウェアのトランスコーディ
ングリソースを提供するタイミングを決定できます。

•録画を再生する GUIクライアント（ウェブブラウザ、メールクライアント、メディアプ
レーヤーなど）のタイプ、およびこれらのGUIクライアントがサポートする音声コーデッ
ク。

•選択した音声コーデックにより生成される音声の品質。一部の音声コーデックは、他の音
声コーデックより高い音声品質を生成します。たとえば、G.711は G.729aより高い音声
品質を生成するため、より高い音声品質が必要な場合はより良い選択です。

•録画時間の 1秒当たりに、音声コーデックが使用するディスク容量。

PCMリニアは最高の音声品質を実現し、メディアプレーヤーで最も広くサポートされていま
すが、最も多くのディスク容量と帯域幅 (16KB/秒)を消費します。 G.711 (a-lawおよびmu-law
の両方)は、PCMリニアと比較して中程度の音声品質を生成し、メディアプレーヤーで広くサ
ポートされていますが、使用するディスク容量と帯域幅は半分の量 (8 KB/秒)です。 G.729a
は、サポートされている4つの音声コーデックの中で最も音声品質が低く、使用するにはライ
センスが必要なため、メディアプレーヤーでは適切にサポートされていません。しかし、この

音声コーデックは最小のディスク容量 (1 KB/秒)を使用します。 G.726は中程度の音声品質を
生成します。メディアプレーヤーでも中程度にサポートされており、他のほとんどのコーデッ

クよりも少ないディスク容量を使用します（3KB/秒）。この情報は下の表に要約されていま
す。

表 1 :録音に使用されるオーディオコーデックの比較

サンプルサ

イズ

チャネルサンプリング

レート

使用ディスク領

域

サポート状況音質録音用オーディオコー

デック

16ビット18 kHz/秒16 KB/秒広範なサポート最高値PCMリニア
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サンプルサ

イズ

チャネルサンプリング

レート

使用ディスク領

域

サポート状況音質録音用オーディオコー

デック

8ビット18 kHz/秒8 KB/秒広範なサポート中間G.711 mu-law/a-law

4ビット18 kHz/秒4 KB/秒中程度のサポート中間G726

該当なし18 kHz/秒1.63 KB/秒限定的なサポート中間GSM 6.10

該当なし18 kHz/秒1 KB/秒限定的なサポート最低G.729a

Unity Connectionにより通知される音声コーデック、またはシステムレベルの記録用音声コー
デックの変更の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニスト
レーションガイド、リリース 14』の「ユーザー設定」の章にある「記録の音声またはビデオ
形式を変更する」の項を参照してください。

アドバタイズされた音声コーデックを変更する場合、G.711 mu-law、G.711 a-law、G.722、
G.729、および iLBCの選択肢があります。また、選択したコーデックの優先順位も示します。

SCCP統合では、Cisco Unified CMはネゴシエートされたコールのポートとデバイスの場所に
基づいて音声コーデックをネゴシエートするため、音声コーデックの順序は重要ではありませ

ん。ただし、SIP連携の場合、音声コーデックの順序は重要です。 1つの音声コーデックが別
の音声コーデックよりも優先される場合、Unityコネクションは両方の音声コーデックをサポー
トするものとして通知されますが、指定された方をもう一方より優先して使用します。

ウェブ受信箱では、メッセージの録音にコーデックが選択されているかどうかにかかわらず、

受信したボイスメッセージは常に PCMリニアで再生またはダウンロードされます。
（注）

VPIMネットワークの音声コーデックの考慮事項
VPIMネットワークがUnity Connectionを別のUnity Connectionサーバ、Cisco Unityサーバ、ま
たはサードパーティのボイスメッセージシステムに接続する場合、互換性のある音声コーデッ

クを選択する必要があります。

次の Unity Connection VPIMネットワークの音声コーデックに関する考慮事項に注意してくだ
さい。

•インバウンドメッセージの場合、Unity Connectionは次のいずれかを実行できます。

•ボイスメッセージを Unity Connectionがサポートする任意の音声形式に変換します。

•ボイスメッセージの音声形式は変換せず、ボイスメッセージを元の音声形式に維持し
ます。

•アウトバウンドメッセージの場合、Unity Connectionは次のいずれかを実行できます。

•ボイスメッセージを G.726音声形式に変換します。
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•ボイスメッセージの音声形式は変換せず、ボイスメッセージを元の音声形式に維持し
ます。非変換機能は、VPIMネットワークを使用して Unity Connectionサーバー間、
または Unity Connectionと Cisco Unityサーバー間で音声メッセージを送信する場合に
役立ちます。

VPIMネットワークの詳細については、VPIMネットワーキング（50ページ）を参照してく
ださい。

ボイスメッセージポート
•既存のボイスメッセージシステム -該当する場合、既存のボイスメッセージシステムの機
能を評価します。この評価により、音声メッセージの受信、メッセージ受信インジケータ

(MWI)のオン/オフ、メッセージ通知に必要なポート数がわかります。

• Web Inboxウェブクライアント、または Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft
Outlookクライアントの使用：ユーザーがWeb Inboxウェブクライアント、Messaging Inbox
ウェブクライアント、またはViewMail for OutlookクライアントのUnity Connectionを使用
する場合は、電話録音と再生（TRAP）を使用して、ユーザーがスピーカーやマイクを使
用する代わりに電話を使って音声メッセージを再生および録音できるようにします。この

機能は、ユーザーがプライバシーのないキュービクルで作業する場合に特に役立ちます。

ただし、ユーザーが TRAPを使用してメッセージを再生または録音する場合、Unity
Connectionサーバのポートが使用されます。 (ユーザーがスピーカーとマイクを使用して
メッセージを再生および録音する場合、ポートは使用されません。)ユーザーに TRAPを
使用させたい場合、必要なvoice-portの合計数の計算では、これを考慮する必要がありま
す。

• Unity Connectionクラスタ：既存の音声メッセージシステムには、Unity Connectionがサ
ポートする数を超える音声メッセージポートがあります。 Unity Connectionクラスタとし
て設定されている場合（アクティブ/アクティブ高可用性UnityConnectionサーバーペア）、
Unity Connectionシステムは、単一サーバー展開と比較して、2倍の数の音声メッセージ
ポートをサポートできます。

•ネットワーク -顧客は追加のUnity ConnectionサーバまたはUnity Connectionクラスタのペ
アを購入し、それらをサイト内および/またはサイト間ネットワークを使用して接続する
ことで、サポートされるvoice-portの数を増やすことができます。詳細はネットワーク
（43ページ）の章を参照してください。

音声メッセージポートの数の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/integration/sip-csps/b_cuc14intcsps.htmlにある『Cisco Unity ConnectionのCisco

SIP Proxyサーバー統合ガイド、リリース 14』の「音声メッセージポートの使用を計画する」
の章を参照してください。
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音声メッセージのストレージ容量
ボイスメールのみを保存するように設定された Unity Connectionシステムの場合、メールや
ファックスはサーバーに保存されません。サーバー要件は各ユーザーに必要な音声メッセージ

の保存時間（分）に基づきます。サポートされている Unity Connectionサーバーは、通常、そ
のサーバーでサポートされている最大ユーザー数に対して、ユーザーあたり少なくとも 20分
から30分の音声メッセージのストレージを提供します。各サーバでサポートされるボイスメッ
セージストレージの正確な容量については、 Cisco Unity Connection 14対応プラットフォーム

のリストを参照してください。

音声メッセージに加えて、FAXや音声メッセージへの電子メール返信を保存するように設定さ
れているUnity Connectionシステムでは、Unity Connectionサーバーのメッセージストアに FAX
や電子メールが含まれるため、各ユーザーに必要な音声ストレージの合計分数に基づいてサー

バー要件を決定することはできません。ただし、希望する音声ストレージ時間 (分)に対する
ストレージ要件を計算し、それを現在のメールボックスの制限に追加できます。

音声メッセージに加えて、FAXや音声メッセージへの電子メール返信を保存するように設定さ
れている Unity Connectionシステムでは、各ユーザーに必要な音声ストレージの合計分数から
始め、ユーザーが FAX用に持つことを望むストレージスペースの量を追加します。通常、
Unity Connectionにメールを保存しても、ストレージ容量に大きな影響を与えることはありま
せん。

Unity Connectionに保存されるメールはUnity Connection音声メッセージへの返信または転送の
みで、元の音声メッセージが含まれているかどうかに関わらずです。このメールは、ユーザー

のメール受信箱中のメールとは関連がありません。

（注）

顧客が既存のボイスメッセージシステムを Unity Connectionに置き換える場合、ユーザーが現
在持っている平均的なボイスメッセージ時間 (分)に関する情報を既存のシステムから取得で
きる可能性があります。次に、平均分数に 1分あたりの録音サイズを掛けて (Unity Connection
がメッセージの録音に使用するコーデックによります)、ユーザーあたりのボイスメッセージ
に必要な平均ディスク容量を算出できます。

レガシーのボイスメッセージシステムと Unity Connectionの間の 1対 1の相関関係から開始し
ます。レガシーシステムが最大のUnity Connectionサーバよりも大きな容量を処理する場合、
レガシーユーザー人口を複数の Unity Connectionサーバに分割することを検討してください。

Users
サポート対象の各サーバでサポートされる最大ユーザー数、サーバの計画、および選択につい

ては、将来ユーザーを追加する可能性を考慮に入れてください。詳細は、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco

Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリスト』を参照してください。
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Cisco Unity Connectionサーバーから別のサーバーへのユーザーの移動についての情報は、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html
にある『Cisco Unity Connectionシステム管理ガイド、リリース 14』の「ユーザー」の章の
「Cisco Unity Connectionでユーザーをロケーション間で移動、移行する」の項を参照してくだ
さい。

同時 TUI/VUIセッション
Unity Connectionがサポートできる同時 TUI (タッチトーン会話)および/または VUI (音声認識)
セッションの最大数を決定するには、次のことを考慮します。

• Unity Connectionクラスタ：Unity Connectionクラスタサーバーペアが設定されている場合
（アクティブ/アクティブ高可用性）、サポートされる TUIおよび/またはVUIセッション
の最大数は各プラットフォームオーバーレイごとに 2倍になります。 Unity Connectionク
ラスタが設定されている場合に、各プラットフォームオーバーレイに対してUnityConnection
がサポートできるセッションの最大数については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection

14でサポートされているプラットフォームのリスト』を参照してください。

•デスクトップクライアントデスクトップクライアント (例えば、ウェブ受信箱や IMAP)が
展開されると、Unity Connectionがプラットフォームオーバーレイ1サーバに対してサポー
トする TUIおよび/または VUIセッションの最大数が減ります。詳細は、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームの

リスト』を参照してください。

一部の IMAPクライアント (例えば、Cisco Unified Personal Communicator 7.0以前)は IMAP IDLE
コマンドをサポートしていないことに注意してください。 IMAPIDLEをサポートしない IMAP
クライアントは、Unity Connectionサーバでより多くのシステムリソースを消費します。結果
として、IMAPアイドルをサポートせず、UnityConnectionボイスメッセージにアクセスしてい
る各クライアントの各アクティブインスタンスは、4つのアクティブクライアントとしてカウ
ントされます。詳細は「Unity Connectionボイスメッセージへのアクセスに使用する IMAPク
ライアント」を参照してください。

• G.722、iLBCまたは Opus音声コーデック：G.722、iLBCまたは Opus音声コーデックを
「オンライン」で、またはアドバタイズされたコーデックとして使用すると、Unity
Connectionが各プラットフォームオーバーレイごとにサポートするTUIおよび/またはVUI
セッションの最大数が、G.711音声コーデックの使用と比較して減ります。G.722、iLBC、
またはOpus音声コーデックを使用する場合に、各プラットフォームオーバーレイでUnity
Connectionがサポートするセッションの最大数については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unity-connection.html
にある『Cisco Unity Connection（CUC）の仮想化』を参照してください。Unity Connection
でサポートされるシステムの記録およびアドバタイズされたまたは「オンライン」音声

コーデックについては、「音声コーデック」の項を参照してください。
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•セキュアなリアルタイムプロトコル (SRTP)を使用したメディア暗号化と認証:メディア
暗号化と認証に SRTPを使用すると、各プラットフォームオーバーレイに対して Unity
Connectionがサポートする TUIおよび/または VUIセッションの最大数が最大 15%減りま
す。

Unity Connectionボイスメッセージへのアクセスに使用さ
れる IMAPクライアント

Unity Connectionからボイスメッセージにアクセスする場合、メールクライアントなどのサー
ドパーティの IMAPクライアントがサポートされています。 IMAPクライアントのスケーラビ
リティは、IMAPアイドルをサポートしているかどうかによって異なります。 IMAP Idleをサ
ポートするクライアントを使用すると、Unity Connectionサーバーの負荷が軽減されます。Unity
Connectionサーバーは、IMAP Idleを使用しないクライアントの 4倍の IMAP Idleクライアント
をサポートできます。 (RFC 2177で説明されている IMAPアイドルにより、クライアントは
サーバにリアルタイム通知を受け入れる準備ができたことを示すことができます。)

Microsoft Outlookや Lotus Notesなど、ほとんどのサードパーティ IMAPメールクライアントは
IMAP Idleをサポートしています。Cisco Unified Personal Communicator（CUPC）バージョン 8.0
以降は IMAP idleをサポートします。 IBM Lotus Sametimeバージョン 7.11以降用の Unity
Connectionプラグインは IMAP idleをサポートします。 IMAP Idleをサポートしないクライアン
トは、Cisco Unified Mobility Advantageと Cisco Unified Mobile Communicatorです。クライアン
トが IMAPアイドルをサポートしているかどうかについての詳細は、クライアントのドキュメ
ントを参照してください。各プラットフォームオーバーレイ (対応する対応 Unity Connection
サーバの各グループ)でサポートされる IMAPクライアントの数についての情報は、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
にある『Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリスト』を参照し
てください。

必要に応じて、IMAPアイドル状態のクライアントと非 IMAPアイドル状態のクライアントを
混在させることができます。ただし、サイズの計算を簡素化するために、IMAPアイドルおよ
び非 IMAPアイドルのクライアントを別の Unity Connectionサーバーまたはアクティブ/アク
ティブの高可用性を持つクラスターサーバーペアに分離する必要があります。同一のサーバま

たはクラスタサーバペア上で、IMAP Idleクライアントと非 IMAP Idleクライアントを混在さ
せる必要がある場合、サイズ設定の計算では、各非 IMAP Idleクライアントを 4つの IMAP Idle
クライアントとしてカウントします。さらに、IMAP Idleクライアントを使用するユーザーと
非 IMAP Idleクライアントを使用するユーザーを別々のサービスクラスに配置すると、特定の
Unity Connectionサーバーで音声メッセージにアクセスしている各ユーザーの数を示すレポー
トを実行できます。

別のサーバまたはクラスターサーバ上で IMAPアイドルおよび非 IMAPアイドルクライアント
を隔離するとき、サーバがまだネットワーク接続されていない場合は、サーバ間のネットワー

クをセットアップする必要があります。Unity Connectionネットワーキングの詳細については、
ネットワーク（43ページ）の章を参照してください。
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IMAPクライアントを介した Unity Connectionからのボイスメッセージへのアクセスは、IPv4
と IPv6アドレスの両方でサポートされています。ただし、SMTPを使用した Unity Connection
へのボイスメッセージの送信は、IPv4アドレスでのみサポートされています。

（注）

Visual Voicemailクライアントとセッション
ビジュアルボイスメールクライアントの最大数は、Unity Connectionサーバまたはクラスター
(アクティブ/アクティブ高可用性)サーバのペアによってサポートされる最大ユーザー数と同等
です。各プラットフォームのオーバーレイでサポートされるビジュアルボイスメールのクライ

アント、セッション、ポートの最大数については、 Cisco Unity Connection 14でサポートされ

るプラットフォームのリストを参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html。

ビジュアルボイスメールセッションの最大数は、Unity Connectionサーバまたはクラスタ (アク
ティブ/アクティブ高可用性)サーバペアで利用可能な最大ポート数と同等です。

Cisco Unified Communications Managerおよびビジュアルボイスメール機能を備えた Cisco IP電
話の対応バージョンについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』
を参照してください。

システム要件については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』
を参照してください。

インストールと設定の情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cupa/
visual_voicemail/8-5/install/guide/vv_install.htmlにある『ビジュアルボイスメールリリースのイ
ンストールと設定ガイド』を参照してください。

エンドユーザー情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cupa/visual_
voicemail/8-5/quick_start/guide/Quick_Start_Guide_for_Visual_Voicemail_Release_8-5_chapter1.html
にある『クイックスタートガイド：ビジュアルボイス、リリース 8.5』を参照してください。

同時モバイルクライアント
Cisco Unified Mobility Advantage（CUMA）リリース 7.0は IMAPを使用して Unity Connection
サーバーに接続するため、IMAPクライアントと見なされます。Cisco Unified Mobility Advantage
の IMAP接続は IMAP Idle接続ではないため、Cisco Unified Mobility Advantage、Cisco Unified
Mobile Communicator、および Unity Connectionによってサポートされる同時モバイルクライア
ントの最大数は約 70%減少します。各プラットフォームオーバーレイでサポートされるCisco
Unified Mobility Advantageクライアントおよび Cisco Unified Mobile Communicatorクライアント
の最大数については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_
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platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 14でサポートされるプラットフォーム

のリスト』を参照してください。

Messaging Assistantクライアント
Messaging Assistantクライアントの最大数は、Unity Connectionサーバまたはクラスタ (アクティ
ブ/アクティブ高可用性)サーバのペアによってサポートされるユーザーの最大数と同じです。
各プラットフォームオーバーレイでサポートされるMessaging Assistantクライアントまたは
ユーザーの最大数については、 Cisco Unity Connection 14でサポートされるプラットフォーム

のリストhttps://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.htmlを参照してください。

Messaging Assistantの使用に関する情報は、『Cisco Unity Connectionパーソナル着信転送ルー
ルウェブツール用ユーザーガイド (リリース 14)』を参照してください https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/user/guide/pctr/b_14cucugpctr.html。

ウェブ受信箱クライアント
各プラットフォームオーバーレイでサポートされるウェブ受信箱クライアントの最大数につい

ては、 Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリストを参照して
ください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.html。

Web Inboxの使用方法については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/quick_start/guide/b_14cucqsginbox.html
にある『Cisco Unity Connection Web Inboxのクイックスタートガイド（リリース 14）』を参照
してください。

Cisco Unified Personal Communicatorクライアント
Cisco Unified Personal Communicator（CUPC）クライアントは IMAPアイドルをサポートしない
ため、Unityコネクションサーバーまたはクラスタ（アクティブ/アクティブ高可用性）サー
バーのペアによってサポートされるCUPCクライアントの数は、ユーザーの最大数より少なく
なっています。各プラットフォームオーバーレイでサポートされる CUPCクライアントの最
大数については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
にある『Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリスト』を参照し
てください。

CUPCの使用方法については、 http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-personal-communicator/products-user-guide-list.htmlで該当する『Cisco Unified Personal
Communicatorユーザーガイド』を参照してください。
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IBM Lotus Sametimeクライアント
IBM Lotus Sametimeクライアントの音声メッセージングのプラグインは IMAPアイドルをサ
ポートしないため、Unity Connectionサーバーまたはクラスタ（アクティブ/アクティブ高可用
性）サーバーのペアによってサポートされる IBM Lotus Sametimeクライアントの数が最大数よ
り少なくなっています。各プラットフォームオーバーレイでサポートされる IBMLotusSametime
クライアントの最大数については、Cisco Unity Connection 14でサポートされるプラットフォー

ムのリストを参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/supported_platforms/b_14cucspl.html。

IBM Lotus Sametimeクライアントの情報は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unity-connection/products-release-notes-list.htmlにある、該当するバージョ
ンの『Cisco Unified Messagingと IBM Lotus Sametimeのリリースノート』を参照してください。

RSSリーダークライアント
RSSリーダークライアントの最大数は、Unity Connectionサーバまたはクラスター (アクティ
ブ/アクティブ高可用性)サーバのペアによってサポートされる最大ユーザー数と同等です。

RSSフィード機能および RSSリーダークライアントの詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco
Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「システムの詳細
設定」の章の「音声メッセージを表示するための RSSリーダーを設定する」の項を参照して
ください。
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第 4 章

仮想化

•仮想化の要件（41ページ）
•物理構成と仮想構成のスケーラビリティの違い（41ページ）
•仮想マシンへの Unity Connectionクラスタのインストール（41ページ）
•物理サーバから仮想マシンへの Unity Connectionの移行（42ページ）

仮想化の要件
仮想マシンにUnity Connectionをインストールするための詳細な要件は、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity

Connectionシステム要件、リリース 14』の「仮想マシンにUnity Connectionをインストールする
ための要件」の項を参照してください。

物理構成と仮想構成のスケーラビリティの違い
ポートの最大数、メールボックスを持つユーザーの最大数、および他のスケーラビリティの仕

様は、同等の物理構成と仮想構成の間で異なります。詳細については、Cisco Unity Connection

14対応プラットフォームのリストを参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html。

仮想マシンへのUnity Connectionクラスタのインストール
Unity Connectionクラスタと仮想化については、次のことに注意してください。

• 2つの仮想マシンにUnity Connectionクラスタをインストールするか、1つの仮想マシンと
1つの物理マシンにクラスタをインストールできます。

• 2つの仮想マシンに Unity Connectionクラスタをインストールする場合、これらの仮想マ
シンを同じブレードに置くことはできません。理想的には、仮想マシンは別のシャシー上

にあります。
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• 1つの仮想マシンと 1つの物理マシンに Unity Connectionクラスタをインストールする場
合、物理サーバのCPU、メモリ、ディスクスペースの仕様と一致するように仮想マシンを
構成する必要があります。物理サーバーと仮想マシンのディスクスペースが一致しない場

合、メッセージが保存されているディスクが最大容量に達したときに、Unity Connection
は小さい方のディスクサイズを使用して判断します。

•物理ホストおよび仮想マシンへの Unity Connectionのインストールについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/install_upgrade/guide/b_
14cuciumg.htmlにある「Cisco Unity Connectionインストール、アップグレード、およびメ

ンテナンスガイド、リリース 14』の「Cisco Unity Connectionをインストールする」の章を
参照してください。

物理サーバから仮想マシンへの Unity Connectionの移行
物理サーバから仮想マシンへの Unity Connectionの移行については、次の点に注意してくださ
い。

•物理環境での使用がサポートされている物理ホストと仮想環境でサポートされている物理
ホストは、相互に排他的です。現在、物理環境で Unity Connectionを実行している場合、
サーバを置き換える必要があります。仮想環境でサポートされている物理ホストについて

の情報は、 Cisco Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリストを
参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_
platforms/b_14cucspl.html。

•物理サーバから仮想マシンへの移行に関する情報は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/install_upgrade/guide/b_14cuciumg.htmlにある『Cisco Unity

Connectionインストール、アップグレード、およびメンテナンスガイド、リリース14』の
「「Cisco Unity Connectionサーバーを維持管理する」の章の「物理サーバを仮想マシンに
移行する」の項を参照してください。
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第 5 章

ネットワーク

• HTTPSネットワーク（43ページ）
•レガシーネットワーク（45ページ）
• VPIMネットワーキング（50ページ）
•サバイバブルリモートサイトボイスメール（52ページ）

HTTPSネットワーク
Unity ConnectionはHTTPSネットワークをサポートします。これにより、単一のサイトネット
ワークで異なる Unity Connectionサーバとクラスターを接続することができます。 HTTPネッ
トワーキングは、レガシーネットワーキングと比較して、よりスケーラブルなUnity Connection
展開を提供します。 HTTPSネットワーキングのアーキテクチャは、Unity Connectionロケー
ションの数と合計ディレクトリサイズの両方の点でスケーラブルです。 HTTPSプロトコルは
ネットワーク内のディレクトリ同期に使用されます。

HTTPSネットワーキングに加えて、Unity Connectionはネットワーク内の複数のUnity Connection
サーバを接続するレガシーネットワーキングもサポートしています。ただし、HTTPSネット
ワーキングに従って新しいネットワークを展開する必要があります。レガシーネットワークに

は、サイト内 (デジタル)およびサイト間ネットワークの両方が含まれます。レガシーネット
ワークと HTTPSネットワーキングは、同じネットワークで同時にはサポートされません。 2
つの異なるサイトをリンクする場合、レガシーネットワークでは、SMTPがサイト内で使用さ
れる方法であり、HTTPSがサイト間ネットワークで使用されます。

HTTPSを使用して Unity Connectionネットワークを設計する
組織のメッセージングで複数の Unity Connectionサーバまたはクラスターが必要な場合、複数
の Unity Connectionディレクトリを組み合わせるか、接続されたサーバが相互に通信できるこ
とを確認する方法が必要です。ネットワークの概念である HTTPSネットワークは、ネット
ワーク内の異なる Unity Connectionサーバとクラスターを接続するために導入されました。
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レガシー (SMTP)と新しい HTTPSネットワークは、同じネットワークで同時にサポートされ
ていません。

（注）

ハブスポークトポロジでは、スポーク間のすべてのディレクトリ情報は、スポークを接続する

ハブを通じて共有されます。たとえば、上の図で、スポーク Aがスポーク Eとディレクトリ
情報を同期する必要がある場合、ディレクトリ情報はスポーク Aからハブ B、ハブ Bからハ
ブ C、ハブ Cからハブ D、そしてハブ Dからスポーク Eへ流れます。

各 Unity Connectionサーバ (またはクラスター)は、ネットワーク内で単一の Unity Connection
ロケーションとして表されます。これは、インストール中にローカルに作成され、サーバ自体

から削除することはできません。ネットワーク内の既存のロケーションにサーバ (またはクラ
スター)を参加させると、サーバ (またはクラスター)の Unity Connectionロケーションが自動
的に作成されます。

Unity Connection Release 14SU3以降では、ユーザーのディレクトリサイズ制限が 160kに増加
しました。詳細については、 HTTPSネットワークガイド (Cisco Unity Connectionリリース 14)
を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/https_
networking/guide/b_14cuchttpsnet.html。

（注）

HTTPSネットワークは、シングルサイトネットワークのみをサポートします。複数の HTTPS
ネットワークまたは単一サイトネットワークを接続して、より大きなネットワークを形成する

ことはできません。HTTPSネットワークで接続できるUnity Connectionロケーションの最大数
は 25です。HTTPSネットワークでは、ハブノードとスポークノード間の往復遅延が 250 ms
を超えてはなりません。

（注）

OVAの選択と HTTPS
展開する OVAテンプレートを決定する場合、HTTPSネットワーキングに関連する環境内の
サーバの役割を決定することが重要です。たとえば、150,000人の VPIMユーザーをサポート
する VPIMサーバーを構築している場合、最大の OVAテンプレートを使用し、サーバーには
VPIMアカウントのみが含まれ、サブスクライバは含まれません。

小さい OVAテンプレートには制限があるため、OVAを選択する際には、成長、およびノード
がネットワーク内でハブであるかスポークであるかを慎重に考慮する必要があります。選択し

た OVAのディレクトリサイズ制限を超えてネットワークサイズが大きくなった場合、大きな
ディレクトリサイズに対応するために、サーバーを再構築するか、より大きな Novaと交換す
る必要があります。このような理由から、必要以上に大きなテンプレートを選択することをお

勧めします。最小の OVAテンプレートは、ほとんどの場合、ネットワークのスポークサーバ
にのみ使用します。
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Unity Connectionサイトでサポートされるロケーションおよびその他のディレクトリオブジェ
クトの最大数については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』
の「ディレクトリオブジェクトの制限」の項を参照してください。

レガシー (SMTP)ネットワークから HTTPSネットワークへの移行
現在、レガシーネットワークから HTTPSネットワークに移行する唯一のサポートされている
方法は、手動の方法です。将来的には、このプロセスを容易にする移行ツールが利用できるよ

うになります。移行方法は、 HTTPSネットワークガイド (Cisco Unity Connectionリリース 14)

で説明されています。

移行方法の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
https_networking/guide/b_14cuchttpsnet.htmlにある『Cisco Unity Connection HTTPSネットワーク

ガイド、リリース 14』の「レガシーネットワークから HTTPSネットワークへ移行する」の章
を参照してください。

レガシーネットワーク

サイト内ネットワーキング

組織に、単一のConnectionサーバーまたはクラスタのペアがサポートできるよりも多くのユー
ザーがいる場合、2つ以上の Connectionサーバーまたはクラスタ（最大で 10まで）に参加し
て、Connectionサイトと呼ばれる、適切に接続されたネットワークを形成できます。サイトに
参加しているサーバはロケーションと呼ばれます。 (Connectionクラスタが設定されている場
合、このクラスタはサイト内の 1つのロケーションとしてカウントされます。)各ロケーショ
ンは、サイト内リンクを介してサイト内の他のすべてのロケーションにリンクされています。

図 5-2は、サイト内リンクで結合された 5つの Connectionロケーションからなるサイトを示し
ています。

サイト内ネットワークは Cisco Business Edition 6000/7000でのみサポートされています。
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図 1 :ロケーション間のサイト内リンクにより結合された Cisco Unity Connectionサイト

サイト内では、Unity Connectionロケーションはディレクトリ情報を自動的に交換するため、
あるロケーションのユーザーは別のシステム上のユーザーに名前や内線番号を使ってダイヤル

アウトしたり、メッセージの宛先を指定することができます。ただし、ターゲットユーザーが

発信ユーザーの検索範囲内にある場合に限ります。ネットワークシステムは、あたかも単一の

ディレクトリを共有しているかのように機能します。ユーザーは別のユーザーの居場所を知る

必要がありません。名前または内線番号だけを必要とするため、ディレクトリ内の任意のユー

ザーまたはシステムの配信リストにメッセージを送信できます。

サイト内リンクはディレクトリの複製とメッセージの転送の両方に SMTP転送を使用するた
め、サイト内の Unity Connectionロケーションは地理的な境界を越えて展開できます。サイト
に参加している各サーバは、TCP/IPポート 25を通じてサイト内の他のすべてのサーバに直接
アクセスできる必要があります。または、SMTPメッセージは SMTPスマートホストを通じて
サーバ間でルーティングできる必要があります。

サイトに Unity Connectionクラスタが含まれる場合、メッセージトラフィックがパブリッシャ
サーバーが停止したイベント内のクラスタサブスクライバサーバーに到達するために、パブ

リッシャサーバーとサブスクライバサーバーの両方でクラスタのSMTPドメインを解決するた
めに利用できるスマートホストが必要です。

サイトでは、各Unity Connectionオブジェクトが作成され、単一のUnity Connectionロケーショ
ンをホームとします。オブジェクトは、それが作成されたロケーションでのみ変更または削除

できます。各ロケーションには、ユーザーと他のオブジェクトの独自のディレクトリがあり、

これらのオブジェクトのサブセットとそのプロパティを他のロケーションに複製します。

以下のオブジェクトが Unity Connectionサイトで複製されます。

• Users

•管理者定義の連絡先 (VPIMロケーションに関連付けられた連絡先を含む)

•システム配信リスト (メンバーシップを含む)

•ロケーション (Unity Connectionおよび VPIM)

•パーティション
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•サーチスペース

•記録された音声名

Unity Connectionサイトでサポートされるロケーションおよびその他のディレクトリオブジェ
クトの最大数については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』
の「ディレクトリオブジェクトの制限」の項を参照してください。

オプションで、サイト内のロケーション間に追加のクロスサーバ機能を展開することもできま

す。クロスサーバログインを使用すると、ホームする Unity Connectionサーバに関係なく、す
べてのユーザーが組織の外部から発信するときに同じ番号をダイヤルして Unity Connectionに
ログインできます。クロスサーバ転送を使用すると、ある Unity Connectionロケーションの自
動アテンダントからの着信を、着信側ユーザーの着信転送およびスクリーニング設定に従っ

て、ネットワーク上の別のロケーションにあるユーザーに転送できます。クロスサーバー転送

を有効にすると、クロスサーバー Live返信も有効になり、他のネットワーク Unity Connection
ロケーション上のユーザーであるメッセージ送信者に対して、着信ユーザーの着信転送とスク

リーニングの設定に従って通話を戻すことができます。

Unity Connectionサイトのコンセプトは、リリース 7.xではデジタルネットワークと呼ばれて
いました。同じ Unity Connectionサイト内の 7.x、8.x、9.x、10.x、11.x、12.xのロケーション
に参加できます、ただし、そのサイトを他のサイトにリンクしない限りです。

サイト内ネットワーキングの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/networking/guide/b_14cucnetx.htmlにある『Cisco Unity Connectionネットワー

キングガイド、リリース 14』の「ネットワークの概念の概要」の章を参照してください。

2つの Unity Connectionサイト間のサイト間ネットワーク
サイト間リンクを使用して、1つのUnity Connectionサイトを別のUnity Connectionサイトに接
続することで、組織のロケーションを最大 10から最大 20に拡大することができます。リンク
されたサイトは Ciscoボイスメール組織と呼ばれます。

サイト間リンクを作成するには、各サイトから1つのロケーションを選択して、他のサイトへ
のゲートウェイとして機能させます。すべてのディレクトリ同期通信と音声メッセージは2つ
のサイトゲートウェイ間で受け渡されるため、接続要件と帯域幅の使用がこれら2つのサイト
ゲートウェイ間のリンクに制限されます。ゲートウェイはHTTPsプロトコルを使用して、ディ
レクトリ同期の更新を交換します。サイト間音声メッセージはSMTP経由で送受信されます。

図 5-3は、2つの Connectionサイトを接続する際のサイトゲートウェイとサイト間リンクの役
割を示しています。
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図 2 :サイト間リンクでリンクされた 2つの Unityサイトで構成される Ciscoボイスメールの組織化

サイトごとにサポートされているサイト間リンクは1つだけです。（この制限はすべてのタイ
プのサイト間リンクに適用されます。そのため、Unityサイトを別の Unityサイトおよび Cisco
Unityサイトにリンクすることはできません。）Unityサイトを別のサイトにリンクするには、
サイト内のすべての Unityロケーションで Unityリリース 8.0以降が実行されている必要があ
ります。サイト間ネットワークは Cisco Business Editionでの使用をサポートしていません。

サイト内ネットワークの場合と同様に、ユーザー、システム配布リスト、パーティション、

サーチスペース、および Unity Connectionロケーションはサイト間で複製されます。（システ
ム配布リストの複製はオプションです。）ただし、連絡先、システム配布リストのメンバー

シップ、およびVPIMロケーションはサイト間で複製されません。また、サイトゲートウェイ
はVPIMメッセージを他のサイトにリレーしません。そのため、組織全体にVPIMを展開する
には、各サイトで VPIMを個別に設定する必要があります。

Unity Connectionサイト内で利用できるオプションのクロスサーバー機能（クロスサーバーサ
インイン、クロスサーバー転送、クロスサーバーライブリプライ）はすべてサイト間でも利用

できます。

Unity Connectionクラスタをサイトゲートウェイとして使用する場合、クラスタ内のパブリッ
シャサーバだけがサイト間リンク上のディレクトリ同期に参加します。しかし、パブリッシャ

サーバがダウンした場合でも、サブスクライバサーバは、サイト間リンクを介したメッセージ

交換を継続することができます。この構成では、パブリッシャサーバがダウンした場合にメッ

セージトラフィックがクラスタのサブスクライバサーバに到達できるように、パブリッシャと

サブスクライバの両方のサーバにクラスタのSMTPドメインを解決するためのスマートホスト
が利用可能である必要があることに注意してください。

サイト間ネットワーキングの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/networking/guide/b_14cucnetx.htmlにある『Cisco Unity Connectionネットワー

キングガイド、リリース 14』の「ネットワークの概念の概要」の章を参照してください。
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サイト内およびサイト間リンクを持つUnityConnectionネットワークの
設計

リリース 7.x、8.x、9.x、10.x、11.x、および 12.xを実行している Unity Connectionサーバーを
混在させる要件がある場合、設計は比較的簡単です。リリースバージョンを混在させる場合

は、サイト内リンクのみを使用します。また、ネットワークに 10を超えるロケーションがあ
る場合は、サイト内リンクとサイト間リンクを組み合わせて使用します。ただし、最大 10の
Unity Connectionロケーションがあり、そのすべてでバージョン 10.xを実行できる柔軟性があ
る場合、同じ Connectionサイトのすべてのロケーションをリンクするか、2つのサイトを作成
してそれらをリンクするかを選択できます。

表 2では、各リンクタイプの利点と欠点を比較対照しています。

表 2 :サイト内ネットワークとサイト間ネットワークの比較

サイト間ネットワークサイト内ネットワーキング

•最大20のロケーションをサポートします (サイト内
ネットワークとの組み合わせで)。

•特に、リンクの両側に多くのロケーションがある場
合、サイト間リンク上のレプリケーショントラ

フィックに必要な帯域幅はサイト内ネットワークよ

り少なくなります。

•データは、ネットワーク内のすべてのノードに
直接複製されるのではなく、リンク上のゲート

ウェイ間で一度複製されます。

•システム配信リストのメンバーシップはリンク
経由でレプリケートされません。

•レプリケーションは、営業時間外にのみ発生す
るようにスケジュールすることができます。

•サイト間リンクは、SMTPよりも帯域幅効率が
高い同期プロトコルを使用します。

•管理が容易：

•システム配信リストのメンバーシップ
はサイト全体で複製されるため、リス

トをホームにするサイトを決める必要

はありません。

• VPIM経由で接続するリモートメッセー
ジングサーバごとに、VPIMロケーショ
ンの詳細を 1回設定するだけで済みま
す。

•メッセージの取り消し機能は、サイト内の
すべての場所で機能します。

• Unity Connectionリリース 7.x、8.x、9.x、
10.x、11.x、および 12.xサーバを混在させ
ることができます。

• Cisco Unityデジタルネットワークまたは将
来、別の Unity Connectionサイトへのサイ
ト間リンクを柔軟に追加できます。

メリット
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サイト間ネットワークサイト内ネットワーキング

•両方のサイトでVPIMロケーションを設定する必要
がある場合は特に、より多くの管理オーバーヘッド

が必要になります。

•メッセージの取り消しはサイト間では機能しませ
ん。

•すべてのロケーションで Unity Connectionリリース
12.xが実行されている必要があります。

• Cisco Unity Digital Networkへのリンクは許可してい
ません。

•レプリケーションにはサイト間ネットワー
クよりも高い帯域幅が必要です。

•最大 10か所のロケーションのみをサポー
トします。

欠点

ディスパッチメッセージは、同じサイト内または複数のサイトのロケーション間では機能しま

せん。 VPIMネットワーキング
（注）

VPIMネットワーキング
Cisco Unity Connection 10.xは、インターネットメール用音声プロファイル (VPIM)プロトコル
をサポートしています。これは、異なるボイスメッセージシステムがインターネットまたは

TCP/IPネットワーク上で音声およびテキストメッセージを交換するための業界標準です。VPIM
は、Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)およびMulti-Purpose Internet MailExtension (MIME)プ
ロトコルに基づいています。

Cisco Unity Connectionは、インターネットRFC 3801で定義されているとおり、VPIMバージョ
ン 2プロトコルをサポートする音声メッセージシステムとのインターネットワーキングをサ
ポートします。VPIMネットワーキング用の Cisco Unity Connectionでサポートされているメッ
セージシステムのリストについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リ
リース 14』の「VPIMネットワーキングの要件」の項を参照してください。

各 Unity Connectionサーバ、クラスタペア、またはサイトには、サポートできる VPIMロケー
ションおよびVPIM連絡先の最大数があります。制限の情報については、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity
Connectionシステム要件、リリース14』の「Unity Connectionのディレクトリオブジェクトの制
限」の項を参照してください。サイト内ネットワークが設定されると、VPIMのロケーション
と連絡先情報がサイト内のすべてのロケーションに複製されます。 VPIMとサイト内ネット
ワークの両方を展開する場合、サイト内の単一の Unity Connectionロケーションを、ブリッジ
ヘッドとして指定し、VPIMロケーションと連絡先の構成を処理する必要があります。これら
のオブジェクトを単一の場所から管理することで、メンテナンスタスクが簡素化され、ユー

ザーがメッセージの宛先を指定しようとするときに混乱を招く可能性がある連絡先情報の潜在

的な重複を回避できます。VPIMのロケーションおよび連絡先はサイト間リンクでは複製され
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ず、サイトゲートウェイはVPIMメッセージを他のサイトにリレーしません。そのため、2つ
の Unity Connectionサイト、または Unity Connectionサイトと Cisco Unityサイトで構成される
Ciscoボイスメール組織に VPIMを展開する場合、各サイトで VPIMを個別に設定する必要が
あります。

サーバ、クラスタ、またはサイトがサポートできる数を超えるVPIMロケーションとインター
ネットワークを行うには、Cisco Unified Messaging Gateway (Cisco UMG)を使用します。 Cisco
UMGはUnity Connectionの単一のVPIMロケーションとして設定され、メッセージのルーティ
ングと他のシステム（Cisco Unity、Cisco Unity Connection、Cisco Unity Express、または Avaya
メッセージネットワークソリューション/Interchange）への配信を処理する中央ハブとして機
能します。

VPIMネットワークの詳細、設計上の考慮事項、構成の詳細については、次の場所で『Cisco
Unity Connectionリリース 14ネットワーキングガイド』の「VPIMネットワーク」の章を参照
してください。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/networking/guide/
b_14cucnetx.html

Unity Connectionと Avaya Message Networking Solutionまたは Avaya
Interchangeの間で VPIMを使用する

Avaya Message Networkingソリューション（または Avayaインターチェンジ）は、ハブアンド
スポークトポロジを使用して、多くのプロトコルを使用するシステム間での音声メッセージン

グを可能にします。これにより、Cisco Unity Connectionなどの音声メッセージシステムは、
ネットワーク内の他のシステムとネットワーク音声メッセージを送受信できます。 Unity
Connectionは VPIMプロトコルを使用して交換と通信し、交換は適切なプロトコルを使用して
ネットワーク上の他のシステムとの間で送受信されるメッセージのルーティングを処理しま

す。図 5-5はトポロジの例を示しています。
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図 3 : Cisco Unity Connectionは Avaya Message Networkソリューションと通信します

サバイバブルリモートサイトボイスメール
Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail Unity Connection SRSVは、WAN障害時
にブランチにボイスメールサービスを提供するために、Cisco Unified Survivable Remote Site
Telephony SRSTと連携して動作するバックアップボイスメールソリューションです。

Unity Connection SRSVは、複数のブランチオフィスや小規模サイトを持つ集中型Cisco Unified
Communications Managerおよび Cisco Unity Connection環境で使用されます。限定的なボイス
メールと自動アテンダント機能を提供します。これらの機能は、中央の Unity Connectionボイ
スメールサービスと同期されます。そのため、WANの停止または障害が発生した場合、Unity
Connection SRSVソリューションは、ブランチのサブスクライバにボイスメールサービスを提
供できます。ただし、ネットワークが復元されるとすぐに、ブランチのサブスクライバが受信

したすべてのボイスメールは自動的に中央のUnity Connectionボイスメールサーバにアップロー
ドされます。

ブランチロケーションのUnity ConnectionでUnity Connection SRSVを設定する方法の詳細につ
いては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/srsv/guide/b_
14cucsrsvx.htmlにあるガイドを参照してください。
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第 6 章

シングルインボックス

•単一受信箱について（53ページ）
•ユニファイドメッセージングサービスおよびユニファイドメッセージングアカウント（54
ページ）

• Exchange/Office 365メールアドレスをユーザーに関連付ける（56ページ）
•単一の受信箱を展開する（57ページ）
•スケーラビリティに影響するシングルインボックス（58ページ）
•単一受信箱に関するネットワークの考慮事項（58ページ）
•単一受信箱に関するMicrosoft Exchangeの考慮事項（62ページ）
•単一受信箱に関する Google Workspaceの考慮事項（65ページ）
•単一受信箱に関する Active Directoryの考慮事項（66ページ）
•シングルインボックスで安全なメッセージングを使用する（68ページ）
• Exchangeメールボックスのボイスメッセージへのクライアントアクセス（68ページ）
• Google Workspaceのボイスメッセージへのクライアントアクセス（71ページ）
• Gmail用 Ciscoボイスメール（72ページ）

単一受信箱について
シングル受信箱はUnityConnectionのユニファイドメッセージング機能の1つで、UnityConnection
のボイスメッセージとサポートされているメールサーバのメールボックスを同期します。

以下は、ユニファイドメッセージングを有効にするために Unity Connectionを統合できる、サ
ポートされているメールサーバです。

• Microsoft Exchange Servers

• Microsoft Office 365

• Gmailサーバー

ユーザーのシングルインボックスが有効になっている場合、ユーザーに送信されるすべての

Unity Connection音声メッセージ（Microsoft Outlook版 Cisco Unity Connection ViewMailから送
信されたものを含む）は、まず Unity Connectionに保存され、すぐにユーザーの対応する
Exchange/O365メールボックスに複製されます。
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Unity Connection 14以降では、Gmailアカウントでボイスメッセージにアクセスするための新
しい方法を提供しています。このためには、 Google Workspaceとのユニファイドメッセージ
ングを構成して、Unity Connectionと Gmailサーバ間でボイスメッセージを同期する必要があ
ります。

Google Workspaceで単一の受信箱を構成している場合、ユーザーに送信されるすべての Unity
Connectionボイスメッセージは、まず Unity Connectionに保存され、次にユーザーの Gmailア
カウントと同期されます。

シングル受信箱の詳細な説明と設定については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユ

ニファイドメッセージガイド、リリース 14』の「統合メッセージングの設定」の章を参照し
てください。

シングルインボックスのUnity Connectionシステム要件については、https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity

Connectionシステム要件、リリース 14』の「統合メッセージング要件：Unity Connectionと
Exchangeメールボックスを同期する（シングルインボックス）」の項を参照してください。

Unity Connectionとメールサーバ (単一受信箱)のボイスメッセージの同期は、IPv4と IPv6アド
レスの両方をサポートします。ただし、IPv6アドレスは、Unity Connectionプラットフォーム
がデュアル（IPv4/IPv6）モードで構成されている場合にのみ機能します。

ユニファイドメッセージングサービスおよびユニファイ

ドメッセージングアカウント
シングル受信箱を含むユニファイドメッセージングを設定する場合、各 Unity Connectionサー
バに 1つまたは複数のユニファイドメッセージングサービスを追加します。各ユニファイド
メッセージングサービスには、次の項目が指定されています。

•アクセスしたいサポート対象のメールサーバー

•有効にしたいユニファイドメッセージング機能

Exchange/Office 365 Serverの場合

Exchange/Office 365でユニファイドメッセージングサービスを追加する場合、以下の点を考
慮してください。

•ユニファイドメッセージングサービスの設定により、特定の Exchangeサーバと通信する
ようにUnity Connectionを構成したり、Exchangeサーバを検索するようにUnity Connection
を構成したりできます。 Exchangeサーバの数が多い場合は、Exchangeサーバの検索オプ
ションを使用する必要があります。特定の Exchangeサーバと通信するように Unity
Connectionを設定する場合、以下を実行する必要があります。

•別の Exchangeサーバを追加する場合は常に、別のユニファイドメッセージングサー
ビスを追加してください。
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• Exchangeメールボックスをある Exchangeサーバから別のサーバに移動するときは常
に、Unity Connectionユーザー設定を変更してください。

•作成できるユニファイドメッセージングサービスの数に制限はありませんが、数十を超
えるサービスを作成すると、メンテナンスに時間がかかります。

• Unity Connectionユーザーに対してユニファイドメッセージング機能を有効にするには、
各ユーザーに1つまたは複数のユニファイドメッセージングアカウントを追加します。各
ユニファイドメッセージングアカウントに対して、ユニファイドメッセージングサービス

を指定します。これにより、ユーザーが使用できるユニファイドメッセージング機能が決

まります。

•すべてのユーザーにすべてのユニファイドメッセージング機能へのアクセス権を付与しな
い場合は、異なる機能または機能の異なる組み合わせを有効にする複数のユニファイド

メッセージングサービスを作成できます。たとえば、1つのユニファイドメッセージング
サービスでテキスト読み上げ (TTS)を有効にし、別のサービスで Exchangeのカレンダー
と連絡先へのアクセスを有効にし、さらに別のサービスでシングル受信箱を有効にするな

どです。この設計では、ユーザーに 3つの機能すべてへのアクセス権を付与する場合、3
つのユニファイドメッセージングサービスのそれぞれに対して1つずつ、ユーザーに対し
て 3つのユニファイドメッセージングアカウントを作成します。

同じユーザーに対して同じ機能を有効にする2つのユニファイドメッセージングアカウントを
作成することはできません。たとえば、次の2つのユニファイドメッセージングサービスを追
加するとします:

• 1つは TTSを可能にし、Exchangeカレンダーと連絡先へのアクセスを可能にします。

•もう 1つは TTSとシングルインボックスを可能にします。

ユーザーに 3つの機能すべてへのアクセスを与える目的で、ユーザーに 2つのユニファイド
メッセージングアカウントを作成する場合、ユニファイドメッセージングアカウントのいずれ

かで TTSを無効にする必要があります。

Google Workspaceまたは Gmailサーバ

Google Workspaceでユニファイドメッセージングサービスを追加する場合、次の点を考慮し
ます。

•ユニファイドメッセージングサービス設定により、管理者はUnity ConnectionがGmailサー
バと通信するように設定できます。

•作成できるユニファイドメッセージングサービスの数に制限はありませんが、数十を超
えるサービスを作成すると、メンテナンスに時間がかかります。

• Unity Connectionユーザーに対してユニファイドメッセージング機能を有効にするには、
各ユーザーに1つまたは複数のユニファイドメッセージングアカウントを追加します。各
ユニファイドメッセージングアカウントに対して、ユニファイドメッセージングサービス

を指定します。これにより、ユーザーが使用できるユニファイドメッセージング機能が決

まります。
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Google Workspaceでは、ユニファイドメッセージングサービスで
1400のユニファイドメッセージングアカウントをサポートして
います。

（注）

•すべてのユーザーにすべてのユニファイドメッセージング機能へのアクセス権を付与しな
い場合は、異なる機能または機能の異なる組み合わせを有効にする複数のユニファイド

メッセージングサービスを作成できます。

同じユーザーに対して同じ機能を有効にする2つのユニファイドメッセージングアカウン
トを作成することはできません。

Exchange/Office 365メールアドレスをユーザーに関連付け
る

Unity Connectionは、Outlook版 ViewMailを使用して送信された Unity Connectionボイスメッ
セージの送信者と受信者を次の方法で特定します。

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookバージョン 11.5以降をインストール
するときに、ユーザーのUnity Connectionメールボックスが保存されているUnity Connection
サーバーを指定します。 ViewMail for Outlookは常に新しい音声メッセージを送信し、そ
の Unity Connectionサーバーに転送し、返信します。

•ユーザーに単一受信箱を設定する場合、以下を指定します。

•ユーザーの Exchangeメールアドレス。これにより Unity Connectionがどの
Exchange/Office 365メールボックスと同期するかを知ることができます。 Unity
Connection管理の [企業メールアドレス]フィールドを使用して、Unity Connectionが
ユーザーの SMTPプロキシアドレスを自動的に作成することを選択できます。

•ユーザーの SMTPプロキシアドレス。通常はユーザーの Exchangeメールアドレスで
す。ユーザーが ViewMail for Outlookを使用してボイスメッセージを送信する場合、
送信者の Exchangeメールアドレスが送信元アドレスに、受信者の Exchangeメールア
ドレスが送信先アドレスに設定されます。Unity Connectionは SMTPプロキシアドレ
スを使用して、送信元アドレスをメッセージを送信した Unity Connectionユーザーに
関連付け、宛先アドレスを目的の受信者である Unity Connectionユーザーに関連付け
ます。

Unity Connectionを Active Directoryと統合することで、Exchangeメールアドレスでの Unity
Connectionユーザーデータの入力を簡素化できます。詳細については、単一受信箱に関する
Active Directoryの考慮事項（66ページ）を参照してください。
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単一の受信箱を展開する
シングルインボックスの展開方法は、Cisco Unity Connectionの設定によって異なります。該当
するセクションを参照してください。

1つのUnity Connectionサーバーのためのシングルインボックスを展開
する

1つの Unity Connectionサーバを含む展開では、サーバは 1つまたはいくつかのメールサーバ
に接続します。たとえば、Exchange 2016およびExchange Server 2019サーバ上のメールボック
スにアクセスするように Unity Connectionサーバを設定できます。

Unity Connectionクラスタの単一受信箱の展開
Unity Connectionクラスタは、Unity Connectionサーバを展開するのとほぼ同じ方法で展開しま
す。構成データはクラスター内の2つのサーバ間で複製されるため、どちらかのサーバで構成
設定を変更できます。

Exchange/Office 365の場合、単一の受信箱が機能するために必要なUnity Connectionメールボッ
クス同期サービスは、アクティブなサーバでのみ実行され、重要なサービスと見なされます。

このサービスを停止すると、アクティブサーバがセカンダリサーバにフェールオーバーし、

Unity Connectionメールボックス同期サービスが新しいプライマリサーバ代理サーバで実行を
開始します。

Google Workspaceの場合、単一受信箱が機能するためには Unity Connection Google Workspace
Syncサービスが必要です。アクティブなサーバでのみ実行され、重要なサービスと見なされ
ます。このサービスを停止すると、アクティブなサーバーがセカンダリサーバーにフェイル

オーバーし、Unity Connection Google Workspace Syncサービスが新しい主要なサーバーで実行
を開始します。

ファイアウォールなど、ネットワークに IP制限がある場合は、サポートされているメールサー
バへの両方の Unity Connectionサーバの接続性を考慮します。

UnityConnectionサイト内ネットワークのシングルインボックスを展開
する

ユニファイドメッセージングサービスはサイト内ネットワーク内の Unity Connectionサーバ間
で複製されないため、ネットワーク内の各サーバで別々に設定する必要があります。
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スケーラビリティに影響するシングルインボックス
単一受信箱は Unity Connectionサーバをホームとするユーザーアカウントの数には影響しませ
ん。

2 GBを超えるUnity ConnectionまたはExchangeメールボックスを許可すると、Unity Connection
および Exchangeのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

単一受信箱に関するネットワークの考慮事項

firewall
Unity Connectionサーバがファイアウォールによって Exchangeサーバから分離されている場
合、ファイアウォールの適切なポートを開く必要があります。 Unity Connectionクラスタが構
成されている場合、両方の Unity Connectionサーバのファイアウォールで同じポートを開く必
要があります。詳細については、次の場所で『Securityガイド for Cisco Unity Connection,リリー
ス 14』の「Cisco Unity Connectionで必要な IP通信」の章を参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx.html

帯域幅

シングル受信箱の帯域幅要件については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リ
リース 14』の「ユニファイドメッセージング要件：Unity Connectionと Exchangeメールボック
スを同期する」の項を参照してください。

遅延（Latency）
遅延は、Unity Connectionが Unity Connectionと Exchangeメールボックスを同期するために使
用する接続数 (同期スレッドまたはスレッドとも呼ばれます)と密接に絡み合っています。低
遅延環境では、必要な接続数が少なくなります。逆に、高遅延環境では、Exchangeと同期する
必要がある操作の数についていくために、より多くの接続が必要になります。

十分な接続がない場合、メッセージの同期、および Unity Connectionと Exchange間でのメッ
セージ変更の同期で遅延が発生します。たとえば、最後のボイスメッセージが聞き終わった

ら、メッセージ待機インジケータをオフにするなどです。ただし、設定する接続数が多ければ

多いほど良いというわけではありません。低遅延環境では、Exchangeへの多数の接続を持ち、
ビジー状態の Unity Connectionサーバがあると、Exchangeサーバのプロセッサの負荷が大幅に
増加する可能性があります。
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ユーザーエクスペリエンスを向上させるために、Unity Connectionと Office 365サーバ間の往
復遅延は 250 msを超えないようにする必要があります。

（注）

必要な接続数の計算については、以下のセクションを参照してください。

1つの Unity Connectionサーバーの接続数を計算する

2,000以下のユーザーを持つ 1つのUnity Connectionサーバがあり、Unity ConnectionとExchange
サーバ間の往復遅延が 80ミリ秒以下である場合、同期の遅延が発生しない限り、接続数を変
更しないでください。ほとんどの環境では、デフォルト設定の4つの接続で十分で、シングル
インボックスの同期パフォーマンスを確保します。

1つの Unity Connectionサーバーで 2,000を超えるユーザーおよび 80ミリ秒を超える往復遅延
がある場合、この式を使用して接続数を計算します。

接続数 = (Unity Connectionシングル受信箱ユーザー数 * (ミリ秒単位の遅延 + 15) ) / 50,000

複数の Exchangeメールボックスサーバがある場合、Unity Connectionシングル受信箱ユーザー
数は、1つのメールボックスサーバに割り当てられるシングル受信箱ユーザーの最大数になり
ます。たとえば、Unity Connectionサーバに 4,000人のユーザーがいて、全員がシングル受信
箱ユーザーであるとします。 3つの Exchangeメールボックスサーバーがあり、1つのメール
ボックス差バーに 2,000人のユーザーがあり、他の 2つのメールボックスサーバーにそれぞれ
1,000人のユーザーがいるとします。この計算では、Unity Connectionシングル受信箱のユー
ザー数は 2,000です。

接続の最大数は 64です。接続の数を 4以下に減らさないでください。（注）

たとえば、Unity Connectionサーバに 2,000ユーザーがいて、10ミリ秒の遅延があり、すべて
のメールボックスが 1つの Exchangeサーバをホームとする場合、接続数を変更することはで
きません。

接続数 = (2,000 * (10 + 15)) / 50,000 = 50,000 / 50,000 = 1接続（デフォルト値の 4接続からの変
更はありません）

Unity Connectionサーバに 2,000の Office 365シングル受信箱ユーザーがあり、185ミリ秒の遅
延がある場合、接続数を 8に増やす必要があります。

接続数 = (2,000 * (185 + 15)) / 50,000 = 400,000 / 50,000 = 8接続

この式は、ユーザーアクティビティ、Unity Connectionおよび Exchangeまたは Office 365のパ
フォーマンスに関する控えめな想定に基づいていますが、想定はすべての環境で当てはまるわ

けではありません。例えば、接続数を計算された値に設定した後で、単一受信箱の同期の遅延

が発生し、Exchangeサーバに利用可能な CPUがある場合、計算された値を超えて接続数を増
やすことができます。

（注）
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Unity Connectionクラスタの接続数を計算する

クラスター内の両方の Unity Connectionサーバが同じ場所にあり、Exchangeまたは Office 365
と同期するときの遅延が同じである場合、1つの Unity Connectionサーバの場合と同じ方法で
接続数を計算できます。

クラスター内の 1台のサーバが ExchangeまたはOffice 365サーバと同じ場所にあり、もう 1台
がリモートの場所にある場合:

• ExchangeまたはOffice 365がある場所にパブリッシャサーバをインストールします。パブ
リッシャサーバは、メンテナンスのためにオフラインであるか、その他の理由で利用でき

ない場合を除き、常にプライマリサーバである必要があります。

•パブリッシャサーバ、つまり Unity Connectionサーバの遅延が低い方の接続数を計算しま
す。待機時間の長いサーバを想定して計算すると、使用率のピーク時、同期によって

ExchangeまたはOffice 365のプロセッサの負荷が許容できないレベルにまで上昇する可能
性があります。

Unity Connectionのアップグレードなどでリモートサーバがアクティブサーバになった場合、
大幅な同期の遅延が発生する可能性があります。 Exchangeと共存する Unity Connectionサー
バーの接続数を計算するとき、遅延の小さいサーバーに最適化しています。この接続数は、

ExchangeまたはOffice 365に同期する必要がある操作数についていくことができない場合があ
ります。サブスクライバサーバーのアクティベーションを必要とするメンテナンス操作は、勤

務時間外に実行する必要があり、サブスクライバサーバーがアクティブなサーバーである時間

を制限する必要があります。

Exchange CASアレイと同期している Unity Connectionサーバーの接続数を計算する

Unity Connectionは、大きな CASアレイに接続する場合、Exchangeまたは Office 365との多数
の接続を必要とする可能性が高いです。たとえば、Unity Connectionサーバに 12,000人のシン
グル受信箱ユーザーがいて、遅延が 10ミリ秒の場合、接続数を 6に増やします。

接続数 = (12,000 * (10 + 15)) / 50,000 = 300,000 / 50,000 = 6接続

Exchange環境には、大きな CASアレイと、アレイに含まれていない 1つ以上の Exchangeまた
はOffice 365サーバーが含まれています。CASアレイの計算された接続数が、個々のExchange
または Office 365サーバーの接続数と大幅に異なる場合、別の Exchangeまたは Office 365サー
バー専用の Unity Connectionサーバーを追加することを検討してください。スタンドアロン
ExchangeまたはOffice 365サーバーの接続数を低い値に設定すると、CASアレイの同期の遅延
が発生します。CASアレイの接続数を高い値に設定すると、スタンドアロン Exchangeまたは
Office 365サーバーのプロセッサの負荷が高くなります。

接続数を増やす

Unity Connectionサーバに 2000を超えるユーザーがいる場合、または 80ミリ秒を超える遅延
がある場合、接続数をデフォルト値の4から増やすことができます。次の点に注意してくださ
い。

•最大接続数は 64です。
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•接続数を 4未満に減らしてはいけません。

•接続の数を変更した後、変更を有効にするために、Cisco Unity Connection Serviceabilityで
Unity Connection Mailbox Syncサービスを再起動する必要があります。

• Unity Connectionは今後のバージョンで最適化されるため、特定の環境に対する最適な接
続数は変更される可能性があります。

•同じ Exchangeサーバーまたは CASアレイと同期している Unity Connectionサーバーが複
数ある場合、Exchange CASサーバーのプロセッサの負荷が許容できないレベルにまで上
昇する可能性があります。

各 Exchangeサーバーとの同期のためにUnity Connectionが使用する接続の数を増やすには、次
の CLIコマンドを実行します（Unity Connectionクラスタが設定されている場合、コマンドは
どちらのサーバーでも実行できます）。

run cuc dbquery unitydirdb EXECUTE PROCEDURE csp_ConfigurationModifyLong
(pFullName='System.Messaging.MbxSynch.MbxSynchThreadCountPerUMServer', pValue=<value>)

ここで、value>は Unity Connectionで使用する接続の数です。

Unity Connectionが使用するように構成されている現在の接続数を確認するには、次の CLIコ
マンドを実行します。

run cuc dbquery unitydirdb select fullname, value from vw_configuration where fullname =
'System.Messaging.MbxSynch.MbxSynchThreadCountPerUMServer'

Load Balancing
デフォルトでは、Unity Connectionメールボックス同期サービスは、Unity Connectionが同期す
るように構成された CASサーバまたは CASアレイごとに 4つのスレッド (4つのHTTPまたは
HTTPS接続)を使用します。次の点に注意してください。

•スレッドは破棄され、60秒ごとに再作成されます。

•すべての要求が同じ IPアドレスから送信されます。CASアレイ中の同じ IPアドレスから
複数のサーバに負荷を分散するようにロードバランサーを構成します。

• Unity Connectionは要求と要求の間でセッションクッキーを維持しません。

•既存の CASアレイのロードバランサが、Unity Connectionメールボックス同期サービスが
配置するロードプロファイルで望ましい結果をもたらさない場合、専用の CASサーバま
たは CASアレイをセットアップして、Unity Connectionの負荷を処理できます。

Cisco Unity Connectionは外部のサードパーティソフトウェアであ
るため、ロードバランサの問題のトラブルシューティングには責

任を負いません。サポートが必要な場合は、ロードバランサのサ

ポートチームに連絡してください。

（注）

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
61

シングルインボックス

Load Balancing



単一受信箱に関するMicrosoft Exchangeの考慮事項

ユニファイドメッセージングサービスアカウントによる Exchange
メールボックスへのアクセス

シングル受信箱およびその他のユニファイドメッセージング機能を使用するには、Active
Directoryアカウント (Unity Connectionのドキュメントを通じてユニファイドメッセージング
サービスアカウントと呼びます)を作成し、Unity Connectionがユーザーに代わって操作を実行
するために必要な権限をアカウントに付与する必要があります。ユーザーの資格情報は Unity
Connectionデータベースに保存されません。これはUnity Connection 8.0からの変更で、Exchange
メールへの TTSアクセスや Exchangeのカレンダーや連絡先へのアクセスには、各ユーザーの
Active Directoryエイリアスとパスワードを入力する必要がありました。

ユニファイドメッセージングサービスアカウントを使用してExchangeメールボックスにアク
セスすると、管理が簡素化されます。ただし、Exchangeメールボックスへの不正アクセスを
防ぐために、アカウントを保護する必要があります。

アカウントが実行する操作、およびアカウントに必要な権限の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_
14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリー

ス 14』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の章に文書化されています。

Exchange Serverの展開
標準的な Exchange展開方法を使用して、Exchangeでシングル受信箱をテストしました。これ
については、Microsoftのウェブサイトに詳細に記載されています。MicrosoftのActive Directory
および Exchange展開ガイドラインに従っていない場合は、小規模なグループのユーザーに対
して徐々にシングル受信箱を有効にし、シングル受信箱ユーザーを追加するにつれて、Active
Directoryと Exchangeのパフォーマンスを綿密に監視する必要があります。

メールボックスサイズの割り当てとメッセージエイジング

デフォルトでは、ユーザーが Unity Connectionでボイスメッセージを削除すると、メッセージ
は Unity Connectionの削除済みアイテムフォルダーに送信され、Outlookの削除済みアイテム
フォルダーと同期されます。メッセージが Unity Connectionの削除済みアイテムフォルダから
削除されると（ユーザーが手動で行うか、メッセージエージングを自動的に設定することがで

きます）、Outlookの削除済みアイテムフォルダからも削除されます。

シングルインボックス機能を既存のシステムに追加し、削除済みアイテムフォルダに保存せず

にメッセージを永久的に削除するように Unity Connectionを設定している場合、ユーザーが
Web InboxまたはUnity Connectionの電話インターフェイスを使用して削除したメッセージは、
完全に削除されます。ただし、ユーザーが Outlookを使用して削除するメッセージは Unity
Connectionの削除済みアイテムフォルダに移動されるだけで、完全に削除されることはありま
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せん。これは、ユーザーがメッセージを削除するときに、メッセージがどのOutlookフォルダ
にあった場合でも同様です。ユーザーがOutlookの [削除済みアイテム]フォルダから音声メッ
セージを削除した場合でも、メッセージは Unity Connectionの削除済みアイテムフォルダにの
み移動されます。

Unity Connectionサーバのハードディスクが削除されたメッセージで一杯になるのを防ぐため
に、次のいずれかまたは両方を実行する必要があります。

•メールボックスサイズの割り当てを設定することで、ユーザーのメールボックスが指定の
サイズに近づいた場合に、ユーザーにメッセージの削除を促すメッセージがUnityConnection
で表示されるようにします。

•メッセージエージングを設定して、Unity Connection [削除済みアイテム（Deleted Items）]
フォルダ内のメッセージを完全に削除します。

Cisco Unity Connection 10.0 (1)以降のリリースから、ユーザーの
メールボックスサイズが Unity Connectionで指定されたしきい値
制限に達し始めると、ユーザーは割り当て通知メッセージを受け

取ります。メールボックス割り当てのアラートテキストの詳細に

ついては、『Cisco Unity Connectionのシステム管理ガイド』の
「メッセージストレージ」の章の「メールボックスのサイズの制

御」セクションを参照してください。リリース 14
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.html

（注）

Unity Connectionと Exchangeでのメールボックスサイズの割り当てと
メッセージエージング設定の調整

Unity Connectionの場合と同様に、Exchangeでメールボックスサイズの割り当てとメッセージ
エイジングを設定できます。シングルインボックスを設定する場合、2つのアプリケーション
のメールボックスサイズの割り当てとメッセージエージングが競合しないことを確認してくだ

さい。たとえば、14日以上経過したボイスメッセージを削除するようにUnity Connectionを設
定し、30日以上経過したメッセージを削除するように Exchangeを設定するとします。 3週間
の休暇から戻ったユーザーは、Outlookの受信箱で全期間のメールを見つけますが、音声メッ
セージは過去 2週間分しか見つけられません。

Unity Connectionの単一受信箱を設定する場合、対応する Exchangeメールボックスのメール
ボックスサイズの割り当てを増やす必要があります。 Unity Connectionメールボックスの割り
当てのサイズだけ、Exchangeメールボックスの割り当てを増やす必要があります。
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デフォルトでは、Unity Connectionは受信者のメールボックスのメールボックスサイズ割り当
てに関係なく、外部の発信者が音声メッセージを残すことを許可します。この設定は、システ

ム全体の割り当て設定を行う際に変更できます。

（注）

Exchangeは、完全に削除されたメッセージを廃棄または保持するように構成できます。単一の
受信箱が設定されている場合、これには Exchangeメールボックスの Unity Connectionボイス
メッセージも含まれます。エンタープライズポリシーに基づき、音声メッセージでこれが望ま

しい結果であることを確認してください。

Exchangeメールボックスの移動
特定の Exchangeサーバーにアクセスするためにユニファイドメッセージングサービスを設定
すると、Unity Connectionは一部のバージョンの Exchangeの Exchangeサーバー間でのメール
ボックスの移動しか検出できません。 Unity Connectionがメールボックスの移動を検出できな
い構成では、Exchangeサーバー間で Exchangeメールボックスを移動するときに、影響を受け
るユーザーに新しいユニファイドメッセージングアカウントを追加し、古いユニファイドメッ

セージングアカウントを削除する必要があります。

影響を受けるバージョンの Exchangeで、負荷分散のために Exchangeサーバ間でメールボック
スを頻繁に移動する場合、ユニファイドメッセージングサービスが Exchangeサーバを検索す
るように設定する必要があります。これにより、Unity Connectionは移動されたメールボック
スの新しいロケーションを自動的に検出できます。

影響を受ける Exchangeのバージョンの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity
Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリース 14』の「Exchangeメールボックス
を移動、復元する」の章を参照してください。

Exchangeクラスタリング
Unity Connectionは、DAGがMicrosoftの推奨に従って展開されている場合、高可用性のために
Exchange 2016または Exchange 2019データベース可用性グループ (DAG)の単一受信箱の使用
をサポートします。Unity Connectionは、可用性の高いCASアレイへの接続もサポートしてい
ます。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/
b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』の「ユニファ
イドメッセージング要件：Unity Connectionと Exchangeメールボックスを同期する」の項を参
照してください。

単一の受信箱が Exchangeのパフォーマンスに与える影響
単一の受信箱は、ユーザー数と直接の関係で、Exchangeのパフォーマンスに軽微な影響を与え
ます。詳細については、ホワイトペーパー (
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http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6789/ps5745/ps6509/solution_overview_c22-713352.html)
を参照してください。

Exchange自動検出サービス
Exchangeサーバーを検索するようにユニファイドメッセージングサービスを設定する場合、
Exchange自動検出サービスを無効にしないでください。そうしないと、Unity Connectionは
Exchangeサーバーを見つけられず、ユニファイドメッセージング機能は機能しません。 (自動
検出サービスは既定で有効になっています。)

Exchange Server 2016および Exchange Server 2019
シングルインボックスが設定されている場合の Exchange Server 2016および 2019の要件につい
ては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_
14cucsysreqs.htmlにある『ユニファイドメッセージング要件：Unity ConnectionとExchangeメー
ルボックスを同期する』を参照してください。

Exchange 2016または Exchange 2019を使用している場合、次の作業を行う必要があります。

•アプリケーション偽装管理ロールをユニファイドメッセージングサービスアカウントに
割り当てる必要があります。

•ユニファイドメッセージングユーザーの EWS制限を設定する必要があります。

単一受信箱に関する Google Workspaceの考慮事項
ユニファイドメッセージングサービスアカウントが Gmailサーバにアクセスする

シングルインボックスおよびその他のユニファイドメッセージング機能を使用するには、Active
Directoryアカウント（ユニファイドメッセージングサービスアカウントと呼ばれます）を作
成し、Unity Connectionがユーザーに代わって操作を実行するために必要な権限をアカウント
に付与する必要があります。ユーザー資格情報は Unity Connectionデータベースに保存されま
せん

ユニファイドメッセージングサービスアカウントを使用してGmailサーバにアクセスすると、
管理が簡素化されます。ただし、Gmailサーバへの不正アクセスを防ぐため、アカウントを保
護する必要があります。

アカウントが実行する操作、およびアカウントに必要な権限の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_
14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージングガイド、リリー

ス 14』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の章を参照してください。

Google Workspaceの展開

Unity Connectionで Google Workspaceを展開するために、Google Cloud Platform（GCP）コン
ソールでいくつかのステップを実行する必要があります。
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Google Workspaceの展開手順の詳細は、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファ

イドメッセージングガイド、リリース 14』の「ユニファイドメッセージングを設定する」の
章を参照してください。

メールボックスサイズの割り当てとメッセージエイジング

削除されたメッセージで Unity Connectionサーバーのハードディスクが一杯になるのを防ぐに
は、次のことを行う必要があります。

•メールボックスサイズの割り当てを設定することで、ユーザーのメールボックスが指定の
サイズに近づいた場合に、ユーザーにメッセージの削除を促すメッセージがUnityConnection
で表示されるようにします。

•メッセージエージングを設定して、Unity Connection [削除済みアイテム（Deleted Items）]
フォルダ内のメッセージを完全に削除します。

Unity Connectionで設定するのとまったく同じように、Gmailサーバでメールボックスサイズの
割り当てとメッセージエージングを構成することもできます。 Unity Connectionの単一受信箱
を設定する場合、対応するGmailサーバのメールボックスサイズの割り当てを増やす必要があ
ります。 Unity Connectionメールボックスの割り当てのサイズだけ、Gmailサーバの割り当て
を増やす必要があります。

単一受信箱に関する Active Directoryの考慮事項

Exchange/Office 365の場合
Exchange/Office 365に関する次の Active Directoryの考慮事項に注意してください。

• Unity Connectionでは、単一受信箱の Active Directoryスキーマを拡張する必要はありませ
ん。

• Active Directoryフォレストに 10個を超えるドメインコントローラが含まれており、さら
にExchangeサーバを検索するようにUnity Connectionを設定している場合、Microsoftのサ
イトとサービスにサイトを展開し、ドメインコントローラとグローバルカタログサーバの

地理空間的分離に関するMicrosoftのガイドラインに従う必要があります。

• Unity Connectionサーバは複数のフォレストの Exchangeサーバにアクセスできます。各
フォレストに 1つ以上のユニファイドメッセージングサービスを作成する必要がありま
す。

•データ同期と認証のために、Active Directoryとの LDAP統合を設定することができます
が、単一の受信トレイや他の統合メッセージング機能には必要ではありません。

LDAP連携をすでに設定している場合は、LDAP連携を変更して単一受信箱を使用する必要は
ありません。しかし、Cisco Unified Communications Managerメール IDフィールドをLDAPメー
ルフィールドの代わりに LDAP sAMAccountNameと同期した場合、LDAP連携を変更すること
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を検討するかもしれません。連携プロセス中、これにより LDAPメールフィールドの値が
Unity Connectionの [企業メールアドレス]フィールドに表示されます。

ユニファイドメッセージングでは、各Unity Connectionユーザーの Exchangeメールアドレスを
入力する必要があります。 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、各ユーザー
は次のいずれかの値を使用するように構成できます。

• [ユーザー基本（User Basics）]ページで指定されている会社のメールアドレス

• [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで指定された電子メールアドレス

LDAPメールフィールドの値で法人メールアドレスフィールドを自動的に入力する方が、[ユニ
ファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Account）]ページのメールアドレス
フィールドにUnity Connection Adinistrationまたは一括管理ツールを使用して入力するより簡単
です。 [企業メールアドレス]フィールドの値を使用して、単一の受信箱に必要な SMTPプロ
キシアドレスを簡単に追加することもできます。「Exchangeメールアドレスとユーザーを関
連付ける」 セクションを参照してください。

LDAPディレクトリ設定の変更方法については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム
管理ガイド、リリース 14』の「LDAP」の章を参照してください。

Google Workspaceの場合
Google Workspaceに関する次の Active Directoryの考慮事項に注意してください。

• Unity Connectionでは、単一受信箱の Active Directoryスキーマを拡張する必要はありませ
ん。

•データ同期と認証のために、Active Directoryとの LDAP統合を設定することができます
が、単一の受信トレイや他の統合メッセージング機能には必要ではありません。

LDAP連携をすでに設定している場合は、LDAP連携を変更して単一受信箱を使用する必要は
ありません。しかし、Cisco Unified Communications Managerメール IDフィールドをLDAPメー
ルフィールドの代わりに LDAP sAMAccountNameと同期した場合、LDAP連携を変更すること
を検討するかもしれません。連携プロセス中、これにより LDAPメールフィールドの値が
Unity Connectionの [企業メールアドレス]フィールドに表示されます。

ユニファイドメッセージングでは、各 Unity Connectionユーザーの Gmailアカウントアドレス
を入力する必要があります。 [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで、各ユーザー
は次のいずれかの値を使用するように構成できます。

• [ユーザー基本（User Basics）]ページで指定されている会社のメールアドレス

• [ユニファイドメッセージングアカウント]ページで指定された電子メールアドレス

LDAPメールフィールドの値で法人メールアドレスフィールドを自動的に入力する方が、[ユニ
ファイドメッセージングアカウント（Unified Messaging Account）]ページのメールアドレス
フィールドにUnity Connection Adinistrationまたは一括管理ツールを使用して入力するより簡単
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です。[企業メールアドレス]フィールドに値を入力することで、シングル受信箱に必要なSMTP
プロキシアドレスを簡単に追加することもできます。

LDAPの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレー
ションガイド、リリース 14』の「LDAP」の章を参照してください。

シングルインボックスで安全なメッセージングを使用す

る
Unity Connectionボイスメッセージをサポート対象のメールサーバに保存したり、検出やコン
プライアンス上の理由からアーカイブしたりしたくないが、シングル受信箱機能は必要な場合

は、セキュアなメッセージングを設定できます。 Unity Connectionサーバで選択したユーザー
またはすべてのユーザーに対してセキュアなメッセージングを有効にすると、ボイスメッセー

ジの録音された部分が、これらのユーザーに設定されたメールサーバと同期されなくなりま

す。

Exchange/Office 365によるセキュアなメッセージング
Exchange/Office 365の場合、Unityコネクションは音声メッセージがあることを知らせるおと
りメッセージを送信します。Microsoft Outlook用の Cisco Unity Connection ViewMailがインス
トールされている場合、メッセージは Unity Connectionから直接ストリーミングされます。
ViewMail for Outlookがインストールされていない場合、ダミーメッセージにはメッセージがセ
キュアであるという説明だけが含まれます。

Google Workspaceでセキュアなメッセージング
Google Workspaceでは、セキュアメッセージはGmailサーバーと同期されません。代わりに、
Unity Connectionはユーザーの Gmailアカウントにテキストメッセージを送信します。このテ
キストメッセージは、ユーザーが Unity Connectionのテレフォニーユーザーインターフェイス
(TUI)から安全なメッセージにアクセスできることを示します。

ユーザーは、「このメッセージは安全とマークされています。電話で Unity Connectionにログ
インしてメッセージを取得してください」というテキストメッセージがGmailアカウントに表
示されます。

Exchangeメールボックスのボイスメッセージへのクライ
アントアクセス

以下のクライアントアプリケーションを使用して、ExchangeメールボックスのUnity Connection
ボイスメッセージにアクセスできます。
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Microsoft Outlook版 Cisco Unity Connection ViewMail
シングル受信箱が設定されている場合、ユーザーがメールアプリケーションにMicrosoftOutlook
を使用しているとき、さらに Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookバージョン
8.5以降がインストールされている場合、最高のエクスペリエンスが得られます。ViewMail for
Outlookは、Microsoft Outlook 2016からボイスメッセージの再生と作成を行うためのアドイン
です。

8.5以前の ViewMail for Outlookのバージョンは、単一受信箱機能によって Exchangeに同期さ
れたボイスメッセージにアクセスできません。

MSIパッケージを使用する大量展開テクノロジを使用すると、ViewMail for Outlookの展開を
簡素化できます。 ViewMail for Outlook固有の設定のカスタマイズに関する情報は、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-release-notes-list.html
にある『Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook、リリース 8.5(3)』以降のリリー
スノートの「ViewMail for Outlookのカスタマイズ」の項を参照してください。

ユニファイドメッセージングサービスを使用してシングル受信箱 (SIB)を有効にすると、Outlook
の [送信箱]フォルダーの下に新しい [ボイス送信箱]フォルダーが表示されます。UnityConnection
は Exchangeにこのフォルダを作成し、それを使用して、ボイスメッセージを Unity Connection
に配信します。これにより、Unity Connectionと Outlook用 ViewMailがボイスメッセージの配
信について別のフォルダを監視できるようになります。

Outlookフォルダから [ボイスメールの送信箱]フォルダにメールメッセージを移動すると、そ
のメールメッセージは [削除済みアイテム]フォルダに移動します。ユーザーは [削除済みアイ
テム]フォルダーから削除されたメールメッセージを取得できます。

（注）

ViewMail for Outlookの詳細については、次を参照してください。

•それ以降の ViewMailバージョンについては、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/vmo/quick_start/guide/85xcucqsgvmo.html
にある『Cisco ViewMail for Microsoft Outlookクイックスタートガイド（リリース 8.5以

降）』を参照してください。

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookリリース 8.5(3)以降のリリースノート
は
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-release-notes-list.html
を参照してください。

Web Inbox
Unity Connectionウェブ受信箱は、ユーザーがUnity Connectionへのインターネットアクセスが
ある任意のコンピュータまたはデバイスから Unity Connectionボイスメッセージを聞いたり作
成したりできるウェブアプリケーションです。次の点に注意してください。

•ウェブ受信箱は、ガジェットとして他のアプリケーションに埋め込むことができます。
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•再生については、.wav再生が利用可能な場合、ウェブ受信箱はHTML 5音声再生を使用し
ます。そうでない場合は、QuickTimeを使用します。

• Cisco Unity Connectionはウェブリアルタイムコミュニケーション（Web RTC）を使用し
て HTML5で音声メッセージの録音をWeb Inboxで行います。ウェブ RTCは、ウェブブ
ラウザおよびモバイルアプリケーションに、シンプルなアプリケーションプログラミング

インタフェース (API)を介したリアルタイム通信 (RTC)を提供します。

• TRaP、またはテレフォニー統合機能を備えた電話からの再生や録音が可能です。

•新しいメッセージ通知またはイベントは Unity Connection経由で届きます。

•ウェブ受信箱は Unity Connectionの Tomcatアプリケーションでホストされます。

•デフォルトでは、Web Inboxセッションのアイドル状態が 30分を超えた場合、Cisco Unity
ConnectionはWeb Inboxセッションを切断します。セッションタイムアウト設定を構成す
るには、次の手順を実行します。

1. Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）]を展開し、
[詳細（Advanced）]を選択します。

2. [詳細設定（Advanced Settings）]で [PCA]を選択します。Cisco PCAセッションタイム
アウトを適切な値に設定し、[保存（Save）]を選択します。

•

ウェブの受信箱は、IPv4と IPv6の両方のアドレスをサポートし
ています。ただし、IPv6アドレスは、Connectionプラットフォー
ムがデュアル IPv4/IPv6モードで設定されている場合にのみ機能
します。

（注）

Web Inboxの詳細は、 Cisco Unity Connection Web Inboxクイックスタートガイドを参照してく
ださい https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/quick_start/guide/b_
14cucqsginbox.html.。

Blackberryおよびその他のモバイルアプリケーション
モバイルクライアントを使用して Unity Connectionボイスメッセージにアクセスする場合は、
次の点に注意してください。

• Blackberryデバイスなどのモバイルクライアントは、シングル受信箱でサポートされてい
ます。

• Active Syncテクノロジを使用し、エンコードされた .wavファイルを再生できるクライア
ントは、シングル受信箱でサポートされます。一部のコーデックはすべてのモバイルデバ

イスでサポートされていないため、エンコーディングを知る必要があります。
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• Cisco Mobilityアプリケーションは、以前のリリースと同様に Unity Connectionで直接ボイ
スメールをチェックするために使用できます。ただし、現在これらのアプリケーションは

シングル受信箱に対応していません。

•モバイルユーザーは、Cisco Mobilityアプリケーションを持っているか、Unity Connection
サーバを呼び出す場合にのみ、ボイスメッセージを作成できます。

IMAPメールクライアントとその他のメールクライアント
ユーザーが IMAPメールクライアントまたは他のメールクライアントを使用して、シングル
受信箱機能によって Exchangeと同期されたUnity Connectionボイスメッセージにアクセスする
場合、次のことに注意してください。

• Unity Connectionボイスメッセージは、.wavファイルが添付されたメールとして受信箱に
表示されます。

•ボイスメッセージを作成するには、Unity Connectionを呼び出すか、録音デバイスと .wav
ファイルを生成できるアプリケーションを使用する必要があります。

•ボイスメッセージへの返信は、受信者の Exchangeメールボックスに同期されません。

シングルインボックスを持つ Exchangeメールボックスを復元する
1つまたは複数のExchangeメールボックスを復元する必要がある場合、復元されるメールボッ
クスを持つ Unity Connectionユーザーの単一受信箱を無効にする必要があります。

Exchangeメールボックスが復元されている Unity Connectionユーザーのシングル受信箱を無効
にしなかった場合、Unity Connectionは、復元しているバックアップが作成されてから復元が
完了するまでの間に受信したボイスメッセージを再同期しません。

注意

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_
messaging/guide/b_14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージング
ガイド、リリース 14』の「Exchangeメールボックスを移動、復元する」の章を参照してくだ
さい。

Google Workspaceのボイスメッセージへのクライアント
アクセス

Google Workspaceでユニファイドメッセージングを構成している場合、ユーザーは Gmailアカ
ウントでボイスメッセージにアクセスできます。ユーザーに送信されるすべてのUnityConnection
ボイスメッセージは、まず Unity Connectionに保存され、次に VoiceMessagesというラベルで
Gmailサーバに同期されます。これは、ユーザーのGmailアカウントに「VoiceMessages」フォ
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ルダを作成します。ユーザーに送信されるすべての音声メッセージはVoiceMessagesフォルダ
に保存されます。

サーバ接続がダウンした場合、または一時的なエラーが発生した場合、メッセージの送信を 2
回再試行できます。これは複数の受信者にも適用できます (複数の宛先、複数の CCおよび複
数の BCC)。

Gmail用 Ciscoボイスメール
Gmail用 Ciscoボイスメールは視覚的なインターフェイスを提供し、Gmailのボイスメールで
豊かな体験を提供します。この拡張機能を使用すると、ユーザーは次のことを実行できます。

• Gmail内からボイスメールを作成します。

•外部プレーヤーを必要とせずに、受信したボイスメールを再生します。

•受信したメッセージの返信としてボイスメールを作成します。

•受信メッセージを転送する際にボイスメールを作成します。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_
messaging/guide/b_14cucumgx.htmlにある『Cisco Unity Connectionユニファイドメッセージング

ガイド、リリース 14』の「ユニファイドメッセージングの紹介」の章の「Gmail用 Ciscoボイ
スメール」の項を参照してください。
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第 7 章

テナントのパーティショニング

Unity Connectionサーバがボイスメールサービスの N (N=2, 3, 4....)のテナントによって共有さ
れている場合、各テナントは、同じサーバでホストされている他のテナントから効果的に隔離

された個別の「テナント」としてセットアップできます。したがって、テナントエンティティ

は、単一の会社に割り当てられた Unity Connection内のリソースの論理グループを指し、各テ
ナントには1つのパーティション、サーチスペース、電話システムのみが割り当てられます。

テナントのパーティショニングは、会社のメールアドレスをエイリアスとして使用するという

概念も導入し、テナント全体でエイリアスの一意性を可能にします。さらに、個別の Unity
Connection SMTPドメインが各テナントに提供されます。

•サポート対象のテナントパーティション分割トポロジ（73ページ）
•ライセンス（74ページ）
•拡張性（74ページ）
•テナントのパーティショニングの制限（75ページ）

サポート対象のテナントパーティション分割トポロジ
図 7-1サンプル展開シナリオは、テナントのパーティショニングに従う高レベルのトポロジま
たは展開シナリオを示しています。ここで、テナント 1とテナント 2には、着信および発信の
ボイスメールトラフィックを識別する固有の電話システムがあります。各テナントには、専

用の Cisco Unified Communication Managerがあります。
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図 4 :サンプル導入

各テナントには、独自のパーティション、スケジュールセット、スケジュール、スケジュール

の詳細、Search Space、Search Spaceメンバー、電話システム、サービスクラス、ユーザーテン
プレート、配信リスト、配信リストメンバーシップ、ユーザーオペレータ、コールハンドラテ

ンプレート、ディレクトリハンドラ、コールハンドラ（オペレータ、開始の挨拶、さような

ら）、およびルーティングルールを指定します。

テナントパーティショニングが設定されている Unity Connection 10.0 (1)を上位のリリースに
アップグレードする場合、テナントパーティショニング機能はアップグレードされたシステム

でも有効なままになります。

（注）

ライセンス
テナントパーティションの実装では、追加のライセンスは必要ありません。

拡張性
テナントパーティショニングは、Cisco Unity Connection 7vCPU OVAで各テナントが最大 100
人のユーザーを持つことができる最大 60のテナントにボイスメッセージソリューションを提
供する機能です。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
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14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 14でサポートされている
プラットフォームのリスト』の「現在出荷されている Unity Connectionサーバーの仮想プラッ
トフォームオーバーレイの仕様」の項を参照してください。

テナントのパーティショニングの制限
以下は、テナントパーティショニングの制限のリストです。

•各テナントは、1つの電話システムと Cisco Unified Communications Managerのみに関連付
けられます。

• Diginetや VPIMなどの他の種類のネットワークはサポートされていません。

•複数のテナント間でポートを共有する方法はありません。各テナントにはポートの専用
プールがあります。

•テナント内の重複する内線はサポートされていません。

•システムレベルでの任意の設定はサポートされていません。

•各テナントの少なくとも 1人のユーザーは、テナントが挨拶をカスタマイズできるよう
に、挨拶管理者のロールを割り当てる必要があります。

•テナントは、テナント全体でエイリアスの一意性を維持するために、ユーザーに会社の
メールアドレスとしてエイリアスを提供する必要があります。

• Unity Connection 10.0 (1)以降のリリースの SAML SSO (セキュリティアサーションマーク
アップ言語シングルサインオン)アクセス機能は、テナントのパーティショニングではサ
ポートされていません。

•非テナントユーザーがいる場合、マルチテナントモードはオンになりません。

•テナントの各オブジェクト（例えばコールハンドラーやディレクトリハンドラーなど）
は、そのテナントにのみ関連するオブジェクトにマッピングする必要があります。

•カスタムキーパッドマッピングはすべてのテナント間で共有されます。
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第 8 章

他の音声メッセージングシステムから

Cisco Unity Connectionへの移行

•他の音声メッセージングシステムから Cisco Unity Connectionへの移行（77ページ）

他の音声メッセージングシステムから Cisco Unity
Connectionへの移行

顧客が別のボイスメッセージシステムをUnity Connectionに置き換える場合、次の問題を考慮
してください。

•ユーザーは各システムとどのように対話しますか?たとえば、Unity Connectionの標準カン
バセーション (電話ユーザーインターフェイスまたはTUI)で提供されるオプションや、タ
スクを実行するために使用されるキー操作は、ユーザーが使い慣れているものとは異なる

場合があります。一部の顧客は、標準的な会話の代わりに、オプションの会話 1（Unity
Connectionで利用できる ARIAのような会話）を有効にしたいと思う場合があり、これに
よりユーザーは自分が慣れ親しんだ選択肢により近いメッセージ取得メニューを聞くこと

ができます。ただし、外部の発信者と Unity Connectionユーザーがメッセージの送信と管
理に使用する他のメニュー、およびユーザーが Unity Connection設定を変更するために使
用するメニューは、標準のカンバセーションのメニューと同じです。

•顧客が、置き換えられる音声メッセージシステムとは異なる Unity Connectionの動作を理
解していることを確認してください。たとえば、顧客が現在自動アテンダント機能を使用

しておらず、Unity Connectionも同じように設定したいと考えている場合、インストーラー
が Unity Connectionを正しく設定できるよう、この点に注意する必要があります。オープ
ニンググリーティングの動作を変更したり、パーソナルグリーティング中のオペレータ

オプションをゼロにするなど、変更を加える必要がある場合は、カットオーバー日前にこ

れらの変更を行い、テストする必要があります。

• Unity Connectionユーザーの作成方法を計画する。それらが LDAPディレクトリからイン
ポートされるのか、Cisco Unified Communications Managerからインポートされるのか、CSV
ファイルからインポートされるのか、それともCisco Unity Connection管理を使用して追加
されるのでしょうか。CSVファイルからインポートした場合、またはUnity Connectionの
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管理を使用して追加した場合、その情報はどこから取得されますか。ユーザーアカウント

を作成するには、カットオーバーの前に計画とテストが必要です。

•インストール済み環境またはサーバの数が多いほど、カットオーバー日前にユーザー登録
タスクを実行する必要性が大きくなります。多すぎるユーザーが同時に登録しようとする

場合、一部のユーザーは（使用可能なvoice-portの数までの）Unity Connectionサーバへの
アクセスと登録に成功しますが、残りのユーザーはビジー信号を受信します。

このようなユーザーエクスペリエンスの低下を防ぐには、小規模なグループのユーザーに対

し、パイロット番号に発信し、システムが稼働を開始する前に Unity Connectionに登録する方
法を数日前に知らせる必要があります。

•顧客が既存のボイスメッセージシステムに特別な音声テキストアプリケーションをセッ
トアップしている場合、Unity Connectionに相当するアプリケーションを計画し、カット
オーバーの前にセットアップする必要があります。 Unity Connectionは、音声テキストア
プリケーションをサポートし、それらを設計および構成するためのツールを提供します。

• Unity Connectionはグループメールボックスをサポートしていませんが、グリーティング
の発信者に「Patは 1を、Chrisは 2を押してください」というプロンプトを表示するコー
ルハンドラをセットアップすることで、同じ機能を利用可能にすることができます。ディ

スパッチメッセージは、グループメールボックスのサポートに必要な機能も提供する場合

があります。（ディスパッチメッセージの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity
Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「メッセージ」の
章の「メッセージのディスパッチ」の項を参照してください。

• Unity Connectionの設計が完成し、ラボの適格性確認によって確認されたら、カットオー
バー前にシミュレートされた負荷テストを実行し、アプリケーションテスト計画を実行す

ることによって、Unity Connectionの機能もテストする必要があります。
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第 9 章

LDAPディレクトリとCisco Unity Connection
の統合

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)は、Cisco Unity Connectionのようなアプリケーショ
ンに対し、社内ディレクトリに保存されているユーザー情報にアクセスするための標準的な方

法を提供します。すべてのユーザー情報を複数のアプリケーションで利用可能な単一のリポジ

トリに集中管理することで、冗長な追加、移動、変更を排除することでメンテナンスコストを

削減できます。

•ユーザーの作成—Unity Connectionユーザーは LDAPディレクトリからデータをインポー
トすることで作成できます。

•データ同期—Unity ConnectionデータベースのユーザーデータをLDAPディレクトリのデー
タと自動的に同期するように Unity Connectionを設定できます。

•シングルサインオン—オプションとして、LDAPディレクトリに対して Unity Connection
ウェブアプリケーションのユーザー名とパスワードを認証するように Unity Connectionを
設定できます。これにより、ユーザーは複数のアプリケーションパスワードを管理する必

要がなくなります。電話パスワードは Unity Connectionデータベースで維持されます。

Unity Connectionは、LDAPディレクトリのデータにアクセスするために、標準 LDAPv3を使
用します。 Unity Connectionによる同期用の LDAPディレクトリのリストについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.html
にある『Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14』の「LDAPディレクトリ統合の要
件」の項を参照してください。

• LDAP同期（79ページ）
• [LDAP認証(LDAP Authentication)]（87ページ）

LDAP同期
LDAP同期では、Ciscoディレクトリ同期（DirSync）と呼ばれる内部ツールを使用して、Cisco
Unity Connectionユーザーデータの小さなサブセット（名、姓、エイリアス、電話番号など）
を会社の LDAPディレクトリ内の対応するデータと同期します。 Unity Connectionデータベー
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スのユーザーデータを会社のLDAPディレクトリのユーザーデータと同期するには、次のタス
クを実行します。

1. LDAP同期を設定し、Unity ConnectionのデータとLDAPディレクトリのデータの関係を定
義します。 LDAP同期の設定（80ページ）のセクションを参照してください。

2. LDAPディレクトリからデータをインポートする、および/または既存の Unity Connection
ユーザーのデータをLDAPディレクトリのデータとリンクすることによって、新しいUnity
Connectionユーザーを作成します。Unity Connectionユーザーを作成する（84ページ）の
セクションを参照してください。

どのLDAPユーザーをUnity Connectionにインポートするかをさらにコントロールするために、
Unity Connectionユーザーを作成する前に、1つまたは複数のLDAPフィルタを作成できます。
「LDAPユーザーのフィルタリング」を参照してください。

LDAP同期の設定
LDAPディレクトリ同期を構成する場合、各Cisco Unity Connectionサーバまたはクラスターに
対して最大 20の LDAPディレクトリ構成を作成できます。各 LDAPディレクトリ構成は、1
つのドメインまたは 1つの組織単位 (OU)のみをサポートできます。5つのドメインまたはOU
からユーザーをインポートする場合は、5つの LDAPディレクトリ構成を作成する必要があり
ます。

Unity Connectionネットワーキングサイトは、サイトに参加している各Unity Connectionサーバ
またはクラスターについて、最大 20の LDAPディレクトリ構成もサポートします。例えば、
10個のサーバを持つサイトがある場合、最大200個のドメインからユーザーをインポートでき
ます。

LDAPディレクトリと 160,000ユーザーのデータを同期できます。

各 LDAPディレクトリ構成で、次のものを指定します。

•設定がアクセスするユーザー検索ベース：ユーザー検索ベースは、LDAPディレクトリツ
リー内で Unity Connectionがユーザーアカウントの検索を開始する位置です。 Unity
Connectionは、検索ベースで指定されたツリーまたはサブツリードメインまたは OU内の
すべてのユーザーをインポートします。 Unity Connectionサーバーまたはクラスタは、同
じ Active Directoryフォレストなど、同じディレクトリルートを持つサブツリーからのみ
LDAPデータをインポートできます。

Unity Connectionサーバーの LDAPディレクトリ設定で指定され
ているユーザー検索ベースには、合計 120,000名を超える LDAP
ユーザーを含めてはなりません。 Unity Connectionユーザーにな
らない多数のLDAPユーザーをインポートすると、メッセージに
利用できるディスクスペースの量が減少し、データベースのパ

フォーマンスが低下し、アップグレードに時間がかかります。

（注）
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Microsoft Active Directory以外の LDAPディレクトリを使用していて、ユーザー検索ベー
スとしてディレクトリのルートを指定する Unity Connection LDAPディレクトリ構成を作
成すると、Unity Connectionはディレクトリ内の各ユーザーのデータをインポートします。
ディレクトリのルートに Unity Connectionにアクセスさせたくないサブツリーが含まれる
場合（サービスアカウントのサブツリーなど）、次のいずれかを実行する必要がありま

す。

• 2つ以上の Unity Connection LDAPディレクトリ構成を作成し、Unity Connectionにア
クセスさせたくないユーザーを除外する検索ベースを指定します。

• 1つ以上のLDAP検索フィルターを作成します。詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある
『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の
「LDAP」の章の「LDAPユーザーのフィルタリング」の項を参照してください。

Active Directory以外のディレクトリについては、複数の構成を作成することを意味する場
合でも、同期を高速化するために、可能な最小数のユーザーを含むユーザー検索ベースを

指定する必要があります。

Active Directoryを使用していて、ドメインに子ドメインがある場合、各子ドメインにアク
セスするための個別の構成を作成する必要があります。Unity Connectionは、同期の間、
Active Directory照会に従いません。複数のツリーを含む Active Directoryフォレストにつ
いても同様です。各ツリーにアクセスするには、少なくとも1つの構成を作成する必要が
あります。この構成では、UserPrincipalName (UPN)属性を Unity Connectionエイリアス
フィールドにマッピングする必要があります。UPNは、フォレスト全体で一意であること
が Active Directoryによって保証されます。複数ツリーの ADシナリオでの UPN属性の使
用に関するその他の考慮事項については、認証とMicrosoft Active Directoryに関するその
他の考慮事項（89ページ）セクションを参照してください。

サイト内またはサイト間ネットワークを使用して、それぞれがLDAPディレクトリと統合
された 2つ以上の Unity Connectionサーバーをネットワーク接続する場合、一つの Unity
Connectionサーバーのユーザー検索ベースが別の Unity Connectionサーバーのユーザー検
索ベースと重複しないように指定してください。そうしないと、同じUnity Connectionユー
ザーのユーザーアカウントとメールボックスが複数の Unity Connectionサーバーに存在す
ることになります。

1つまたは複数の Unity Connectionサーバで LDAPフィルターを
作成することで、ユーザーが重複する可能性を排除できます。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connection
システムアドミニストレーションガイド』の「LDAP」の章の
「LDAPユーザーのフィルタリング」の項を参照してください。

（注）

• Unity Connectionがユーザー検索ベースで指定されたサブツリーにアクセスするために使
用する LDAPディレクトリの管理者アカウント。
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Connectionはディレクトリへのバインドを実行し、このアカウントを使用して認証を行い
ます。 Unity Connection専用のアカウントを使用し、検索ベース内のすべてのユーザーオ
ブジェクトを「読み取る」最低限の権限を持ち、パスワードが期限切れにならないように

設定します。 (管理者アカウントのパスワードが変更された場合は、新しいパスワードで
Unity Connectionを再設定する必要があります。)

複数の構成を作成する場合は、各構成に対して1つの管理者アカウントを作成し、そのア
カウントに、対応するサブツリー内のすべてのユーザーオブジェクトの読み取り権限のみ

を付与する必要があります。構成を作成するときに、管理者アカウントの完全識別名を入

力します。そのため、アカウントはLDAPディレクトリツリーのどこにでも置くことがで
きます。

• Unity Connectionが Unity Connectionデータベースを LDAPディレクトリと自動的に再同
期する頻度、もしそれが存在する場合。

次の再同期の日時、再同期を1回だけ行うかスケジュールに従うか、スケジュールする場
合は頻度を時間、日、週、月単位で指定できます（最小値は6時間）。複数の合意が同じ
LDAPサーバに同時にクエリしないように、同期スケジュールをずらしてください。勤務
時間外に同期をスケジュールします。

• Unity Connectionが LDAPデータへのアクセスに使用する LDAPサーバのポートです。

•オプションで、SSLを使用して LDAPサーバーと Unity Connectionサーバー間で転送さ
れるデータを暗号化するかどうかを決定します。

• 1つ以上の LDAPサーバ。

一部の LDAPディレクトリでは、同期を試みるときに Unity Connectionが使用する最大 3
つの LDAPディレクトリサーバを指定できます。 Unity Connectionは、指定された順番で
サーバーとの通信を試みます。どのディレクトリサーバも応答しない場合、同期は失敗し

ます。Unity Connectionは、次のスケジュールされた同期時刻に再試行します。ホスト名
の代わりに IPアドレスを使用して、ドメインネームシステム（DNS）の可用性への依存
を排除できます。

同期のために Unity Connectionがアクセスする LDAPディレクト
リサーバが利用できなくなった場合に備えて、すべての LDAP
ディレクトリがバックアップとして機能する追加のLDAPディレ
クトリサーバの指定をサポートしているわけではありません。

LDAPディレクトリが複数のディレクトリサーバの指定をサポー
トしているかどうかについては、『System Requirements for Cisco
Unity Connectionリリース 14』の「Requirements for an LDAP
Directory Configuration」を参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
requirements/b_14cucsysreqs.html。

（注）

•以下の表に記載されているように、LDAPディレクトリ属性からUnity Connectionフィー
ルドへのマッピング。
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Unity Connectionエイリアスフィールドへのマッピングは、すべての構成で同一でなけれ
ばならないことに注意してください。 Unity Connectionエイリアスフィールドにマッピン
グする LDAP属性を選択する場合、

• LDAPディレクトリから Unity Connectionにインポートするすべてのユーザーが、そ
の属性に固有の値を持っていることを確認します。

• Unity Connectionデータベースにすでにユーザーが存在する場合、ディレクトリから
インポートするユーザーの属性の値が、既存のUnity Connectionユーザーの [エイリア
ス]フィールドの値と一致していないことを確認します。

LDAPディレクトリから Unity Connectionにインポートする各ユーザーについて、LDAP
sn属性に値がなければならないことに注意してください。 Sn属性の値が空の LDAPユー
ザーは、Unity Connectionデータベースにインポートされません。

LDAPディレクトリ内のデータの整合性を保護するため、Unity Connectionツールを使用し
てインポートする値を変更することはできません。 Unity Connection固有のユーザーデー
タ (例えば、グリーティング、通知デバイス、会話基本設定)は、Unity Connectionによっ
て管理され、ローカルの Unity Connectionデータベースにのみ保存されます。

パスワードや PINは LDAPディレクトリから Unity Connectionデータベースにコピーされ
ないことに注意してください。 Unity Connectionユーザーに LDAPディレクトリに対して
認証させたい場合は、 [LDAP認証(LDAP Authentication)]（87ページ）

表 3 : LDAPディレクトリ属性の Cisco Unity Connectionユーザーフィールドへのマッピング

Cisco Unity ConnectionユーザーフィールドLDAPディレクトリ属性

Alias以下のいずれかです。

• samAccountName
•メールアドレス
• [employeeNumber]
• telephoneNumber
• userPrincipleName

名givenName

イニシャル以下のいずれかです。

• [middleName]
• [initials]

[姓（Last Name）]SN

マネージャ（Manager）マネージャー

部署名（Department）部門

会社電話以下のいずれかです。

• telephoneNumber
• [ipPhone]
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会社メールアドレス以下のいずれかです。

•メールアドレス
• samAccountName

タイトルタイトル

ホーム（インポートされましたが、現在は使用されておらず、

Unity Connection Administrationでは表示されません）
homePhone

モバイル（インポートされましたが、現在は使用されておら

ず、Unity Connection Administrationでは表示されません）
mobile

ポケットベル (インポートされますが、現在は使用されておら
ず、Unity Connectionの管理では表示されません)

ポケットベル

ディレクトリ URI以下のいずれかです。

• [msRTCSIP-primaryuseraddress]
•メールアドレス
•なし

表示名表示名

クラスタリング（アクティブ/アクティブ高可用性）が設定されている場合、LDAPディレクト
リからインポートされたデータを含むすべてのユーザーデータは、Unity Connectionパブリッ
シャサーバーからサブスクライバサーバーに自動的に複製されます。この構成では、Cisco
DirSyncサービスはパブリッシャサーバでのみ実行されます。

LDAP電話番号を変更しても内線フィールドが更新されない。その結果、まったく異なる番号
を指定するなど、必要に応じてLDAP電話番号を変更できます。次にConnectionがLDAPディ
レクトリとデータを同期するときに、内線は上書きされません。

（注）

Unity Connectionユーザーを作成する
LDAPディレクトリと統合されている Unity Connectionシステムでは、LDAPディレクトリか
らデータをインポートするか、既存の Unity Connectionユーザーを LDAPディレクトリと同期
するように変換することによって、あるいはその両方によって、Unity Connectionユーザーを
作成できます。次の点に注意してください。

• LDAPデータをインポートして Unity Connectionユーザーを作成すると、Unity Connection
は LDAPディレクトリから表 10-1で指定された値を取得し、指定されたUnity Connection
ユーザーテンプレートから残りの情報を入力します。

•既存のユーザーを変換すると、表 10-1のフィールドの既存の値が LDAPディレクトリの
値で置換されます。
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• LDAPディレクトリからインポートする任意のユーザーについて、Unity Connectionエイリ
アスフィールドにマッピングされるLDAP属性の値は、Unity Connectionオブジェクト（ス
タンドアロンユーザー、既に LDAPディレクトリからインポートされたユーザー、AXL
経由で Cisco Unified Communications Managerからインポートされたユーザー、連絡先、配
信リストなど）の Unity Connectionエイリアスフィールドの値と一致してはなりません。

• LDAPディレクトリと Unity Connectionを同期した後、LDAPディレクトリと統合されて
いないUnity Connectionユーザーを追加し続けることができます。AXLサーバ経由でCisco
Unified Communications Managerからユーザーをインポートすることで、引き続き Unity
Connectionユーザーを追加することもできます。

• Unity Connectionを LDAPディレクトリと同期した後、新しい LDAPディレクトリユー
ザーは Unity Connectionに自動的にインポートされませんが、手動でインポートする必要
があります。

•ユーザーが LDAPからインポートされると、Cisco Unity Connection管理のユーザーページ
はそのユーザーを「LDAPディレクトリからインポートされたアクティブユーザー」とし
て識別します。

•その後、社内ディレクトリのユーザーデータに変更が加えられると、LDAPディレクトリ
から入力された Unity Connectionフィールドは、次にスケジュールされている再同期の際
に新しい LDAP値で更新されます。

LDAPユーザーのフィルタリング
さまざまな理由から、どの LDAPユーザーを Cisco Unity Connectionにインポートするかをさ
らに細かくコントロールしたい場合があります。次に例を示します。

• LDAPディレクトリはフラットな構造になっているため、ユーザー検索ベースを指定する
だけでは十分に制御することはできません。

• LDAPユーザーアカウントのサブセットだけを Unity Connectionユーザーにしたいとしま
す。

• LDAPディレクトリ構造が、Unity Connectionにユーザーをインポートする方法と一致しま
せん。次に例を示します。

•組織単位が組織階層に従ってセットアップされていても、ユーザーが地理的な場所に
よって Unity Connectionにマッピングされている場合、2つの間に重複する部分はほ
とんどない可能性があります。

•ディレクトリ内のすべてのユーザーが1つのツリーまたはドメインに属しているが、
複数の Unity Connectionサーバをインストールしたい場合、ユーザーが複数の Unity
Connectionサーバ上にメールボックスを持つことを防ぐために、何らかの操作を行う
必要があります。

このような場合、ユーザーの検索ベースに対する追加のコントロールを提供するために、フィ

ルター作成を使用することができます。次の点に注意してください。
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• LDAPフィルタは必要な数だけ作成できますが、Unity Connectionディレクトリ設定ごとに
アクティブにできるフィルタは1つだけで、サーバーまたはクラスタごとに最大20個まで
です。

• Unity ConnectionでLDAPディレクトリ設定を作成する場合、ユーザー検索ベースとLDAP
フィルタの両方を指定します。該当する場合、作成できる最大 20の LDAPディレクトリ
設定に対して指定するユーザー検索ベースを統合するフィルタを作成します。

•各フィルタは、RFC 4515「Lightweight Directory Access Protocol (LDAP):String presentation
of Search filters」で指定されている LDAPフィルタ構文に従う必要があります。

•フィルタ構文は、フィルタ作成時には検証されません。代わりに、LDAPディレクトリ構
成でフィルターを指定するときに検証されます。

•フィルタを追加し、すでにLDAPディレクトリと同期しているLDAPディレクトリ設定に
それを追加する場合、またはLDAPディレクトリ設定で既に使用されているフィルタを変
更する場合、新規または更新されたフィルタによって指定された LDAPユーザーが
Connectionにアクセスできるようにするには、次のステップを実行する必要があります。

1. Cisco DirSyncサービスを非アクティブ化し、再度アクティブ化します。 Cisco Unified
Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービスのアクティブ化（Service Activation）]
の順に選択します。 [ Cisco DirSync]の隣のチェックボックスの選択を解除し、[保存
]を選択してサービスを無効にします。次に、[ Cisco DirSync]の隣にあるチェック
ボックスにチェックを入れ、[保存 ]を選択してサービスを再度有効にします。

2. Unity Connection Administrationで、フィルタにアクセスする LDAPディレクトリ設定
で、完全同期を実行します（[今すぐ完全同期を実行（Perform Full Sync Now）]を選
択します）。

•以前アクセス可能だったユーザーの一部を除外するフィルタに変更する場合、現在アクセ
スできなくなった LDAPユーザーと同期されている Unity Connectionユーザーは、次の 2
回のスケジュールされた同期の間または 24時間以内のどちらか時間が長い方に、スタン
ドアロンのUnity Connectionユーザーに変換されます。ユーザーは引き続き電話からUnity
Connectionにログインでき、発信者は引き続きユーザーにメッセージを残すことができ、
彼らのメッセージは削除されません。ただし、Unity Connectionがこれらのユーザーとの
同期を中断している間は、Unity Connectionウェブアプリケーションにログインすること
はできません。同期が壊れた後は、ウェブアプリケーションのパスワードは、Unity
Connectionアカウントが作成されたときに割り当てられたパスワードです。

Unity Connectionマルチフォレスト LDAP同期
マルチフォレスト LDAPインフラストラクチャを使用する Unity Connectionの展開は、Active
Directory Lightweight Directory Services (AD LDS)を使用して、複数の異なるフォレストと統合
する単一のフォレストビューとしてサポートできます。連携では LDAPフィルタリングも使
用する必要があります。詳細については、「マルチフォレスト環境で Unified Communications
Manager統合ディレクトリ統合を設定する方法」を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_configuration_example019186a0080b2b103.shtml
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[LDAP認証(LDAP Authentication)]
一部の企業は、アプリケーションにシングルサインオン資格情報の利便性を求めています。

LDAPディレクトリのユーザー資格情報に対して Unity Connection Webアプリケーションへの
サインインを認証するには、Unity ConnectionユーザーデータをLDAPディレクトリのユーザー
データと同期させる必要があります。これについては、「LDAP同期」の項（10-1ページ）で
説明されています。

Unity Connectionウェブアプリケーションのパスワード (管理用Cisco Unity Connection管理、エ
ンドユーザー用 Cisco Personal Communications Assistant)、および Unity Connectionボイスメッ
セージへのアクセスに使用される IMAPメールアプリケーションだけが、社内ディレクトリに
対して認証されます。LDAPディレクトリの管理アプリケーションを使ってこれらのパスワー
ドを管理します。認証が有効な場合、パスワードフィールドは Cisco Unity Connectionの管理
に表示されなくなります。

Unity Connectionボイスメッセージへの電話ユーザーインターフェイスまたは音声ユーザーイ
ンターフェイスアクセスについては、引き続き数字のパスワード (PIN)がUnity Connectionデー
タベースに対して認証されます。これらのパスワードはUnity Connection Administrationで管理
します。ユーザーは電話インタフェースまたはMessaging Assistantウェブツールを使用して
PINを管理します。

LDAP認証がサポートされているLDAPディレクトリは、同期がサポートされているものと同
じです。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/requirements/b_
14cucsysreqs.htmlにある「Cisco Unity Connectionシステム要件、リリース 14」の「LDAPディ
レクトリ統合の要件」の項を参照してください。

LDAP認証の設定
LDAP認証の設定は、同期の設定よりはるかに簡単です。以下の項目のみを指定します。

•ユーザー検索ベースです。複数の LDAP設定を作成した場合、認証を設定する際には、
LDAP設定で指定した全てのユーザー検索ベースを含むベースを指定する必要がありま
す。

• Unity Connectionが検索ベースにアクセスするために使用する LDAPディレクトリの管理
者アカウント。Unity Connection専用のアカウントを使用し、検索ベース内のすべてのユー
ザーオブジェクトを「読み取る」最低限の権限を持ち、パスワードが期限切れにならない

ように設定します。(管理者アカウントのパスワードが変更された場合は、新しいパスワー
ドでUnity Connectionを再設定する必要があります。)管理者アカウントの完全識別名を入
力します。そのため、アカウントはLDAPディレクトリツリーのどこにでも置くことがで
きます。

• 1つ以上の LDAPサーバ。認証の際に Unity Connectionが使用する最大 3つの LDAPディ
レクトリサーバーを指定できます。 Unity Connectionは、指定された順番でサーバーとの
通信を試みます。どのディレクトリサーバも応答しない場合、認証は失敗します。ホス
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ト名の代わりに IPアドレスを使用して、ドメインネームシステム（DNS）の可用性への
依存を排除できます。

LDAP認証の動作
LDAP同期と認証がCisco Unity Connectionで設定されている場合、会社の LDAPディレクトリ
に対するユーザーのエイリアスとパスワードの認証は次のように機能します。

1. ユーザーが HTTPS経由で Cisco Personal Communications Assistant (PCA)に接続し、エイリ
アス (jsmithなど)とパスワードを使って認証を試みます。

2. Unity Connectionは、エイリアス jsmithの LDAPクエリを発行します。クエリの範囲につ
いては、Unity Connectionは、Cisco Unity Connectionの管理で LDAP同期を設定したときに
指定した LDAP検索ベースを使用します。 SSLオプションを選択した場合、LDAPサーバ
に送信される情報は暗号化されます。

3. 企業ディレクトリサーバは、ユーザー jsmithの完全な識別名 (DN)で応答します。たとえ
ば、"cn=jsmith, ou=Users, dc=vse, dc=lab"。

4. Unity Connectionは、この完全な DNとユーザーが提供するパスワードを使用して、LDAP
バインドを試みます。

5. LDAPバインドが成功すると、Unity Connectionはユーザーが Cisco PCAに移動することを
許可します。

Unity Connection LDAPディレクトリ構成で識別されるすべての LDAPサーバが利用できない
場合、Unity Connectionウェブアプリケーションの認証は失敗し、ユーザーはアプリケーショ
ンにアクセスすることを許可されません。ただし、電話と音声のユーザーインターフェイス

の認証は引き続き機能します。これらの PINは Unity Connectionデータベースに対して認証さ
れるためです。

Unity Connectionユーザーの LDAPユーザーアカウントが無効化または削除された場合、また
は LDAPディレクトリ設定が Unity Connectionシステムから削除された場合、次のことが起こ
ります。

1. 最初に、Unity Connectionユーザーが Unity Connectionウェブアプリケーションにログイン
しようとすると、LDAP認証が失敗します。これは、Unity ConnectionがまだLDAPディレ
クトリに対して認証しようとするためです。

複数の LDAPユーザー検索ベースにアクセスする複数の LDAPディレクトリ構成があり、
1つの構成だけが削除された場合、関連するユーザー検索ベースのユーザーだけが影響を
受けます。他のユーザー検索ベースのユーザーは、引き続きUnity Connectionウェブアプ
リケーションにログインできます。

2. 最初のスケジュールされた同期で、ユーザーはUnity Connectionで「LDAP非アクティブ」
としてマークされます。

Unity Connectionウェブアプリケーションへのログインの試みが引き続き失敗します。
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3. ユーザーが「LDAP非アクティブ」としてマークされてから少なくとも24時間後に行われ
る、次のスケジュールされた同期で、LDAPアカウントに関連付けられていたアカウント
を持つすべての Unity Connectionユーザーが Unity Connectionスタンドアロンユーザーに
変換されます。

各 Unity Connectionユーザーの Unity Connectionウェブアプリケーションのパスワードと
Unity Connectionボイスメッセージへの IMAPメールアクセスのパスワードは、ユーザーア
カウントが作成されたときに Unity Connectionデータベースに保存されたパスワードにな
ります。 (これは通常、ユーザーの作成に使用されたユーザーテンプレート中のパスワー
ドです。) Unity Connectionユーザーはこのパスワードを知らないため、管理者がリセット
する必要があります。

電話ユーザーインターフェイスと音声ユーザーインターフェイスで使用するパスワード番

号 (PIN)に変更はありません。

LDAPユーザーアカウントが無効または削除された、あるいは Unity Connectionから削除され
た LDAPディレクトリ構成を介して同期された Unity Connectionユーザーに関して次のことに
注意してください。

• Unity Connectionが LDAP同期ユーザーからスタンドアロンユーザーに変換する間、ユー
ザーは電話で Unity Connectionにログインできます。

•メッセージは削除されません。

•発信者は、これらの Unity Connectionユーザーにメッセージを残すことができます。

LDAP電話番号は、Unity ConnectionデータをLDAPデータと最初
に同期するときに、1回だけ Unity Connection内線に変換されま
す。その後のスケジュールされた同期では、LDAP電話番号を変
更しても [内線接続]フィールドの値は更新されません。その結
果、まったく異なる番号を指定することも含め、必要に応じて

LDAP電話番号を変更することができます。内線番号は次回の
Connectionの際に上書きされません。

（注）

認証とMicrosoft Active Directoryに関するその他の考慮事項
Active Directoryで LDAP認証を有効にする場合、Active Directoryグローバルカタログサーバに
クエリを実行して応答時間を短縮するように Unity Connectionを設定する必要があります。グ
ローバルカタログサーバに対するクエリを有効にするには、Unity Connection管理で、グロー
バルカタログサーバの IPアドレスまたはホスト名を指定します。 LDAPポートには、LDAP
サーバと Unity Connectionサーバ間で転送されるデータの暗号化に SSLを使用していない場合
は 3268、SSLを使用している場合は 3269のいずれかを指定します。

Active Directoryから同期されたユーザーが複数のドメインに属している場合、認証にグローバ
ルカタログサーバを使用するとさらに効率的です。Unity Connectionは照会をたどる必要なく
すぐにユーザーを認証できるためです。このような場合は、グローバルカタログサーバにアク
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セスするように Unity Connectionを構成し、LDAPユーザー検索ベースをルートドメインの最
上位に設定します。

単一のLDAPユーザー検索ベースに複数のネームスペースを含めることはできません。そのた
め、Active Directoryフォレストに複数のツリーが含まれる場合、Unity Connectionは異なるメ
カニズムを使用してユーザーを認証する必要があります。この構成では、LDAPuserPrincipalName
(UPN)属性をUnity Connectionエイリアスフィールドにマッピングする必要があります。メー
ルアドレス (username@companyname.com)のような UPN属性の値は、フォレスト内で一意で
ある必要があります。

Active Directoryフォレストに複数のツリーが含まれる場合、各ユーザーの UPNサフィックス
(@記号の後のメールアドレスの部分)は、ユーザーが存在するツリーのルートドメインに対
応する必要があります。UPNサフィックスがツリーのネームスペースと一致しない場合、Unity
Connectionユーザーは Active Directoryフォレスト全体に対して認証することができません。
ただし、別の LDAP属性を Unity Connectionエイリアスフィールドにマッピングし、LDAP統
合をフォレスト内の単一のツリーに制限することができます。

（注）

たとえば、Active Directoryフォレストに 2つのツリー avvid.infoと vse.labが含まれているとし
ます。また、各ツリーに、samAccountNameが jdoeであるユーザーが含まれているとします。
Unity Connectionは、avvid.infoツリーの jdoeへのサインイン試行を次のように認証します。

1. ユーザー jdoeは、HTTPS経由で Cisco Personal Communications Assistant (PCA)に接続し、
UPN (jdoe@avvid.info)とパスワードを入力します。

2. Unity Connectionは UPNを使用して Active Directoryグローバルカタログサーバに対して
LDAPクエリを実行します。 LDAP検索ベースは UPNサフィックスから取得されます。
この場合、エイリアスは jdoeで、LDAP検索ベースは「dc=avvid, dc=info」です。

3. Active Directoryは、LDAPクエリで指定されたツリー内のエイリアスに対応する識別名を
検索します。この場合、「cn=jdoe, ou=Users, dc=avvid, dc=info」です。

4. Active DirectoryはLDAP経由でUnity Connectionにこのユーザーの完全識別名を返します。

5. Unity Connectionは、ユーザーが最初に入力した識別名とパスワードを使用して、LDAPバ
インドを試みます。

6. LDAPバインドが成功すると、Unity Connectionはユーザーが Cisco PCAに移動することを
許可します。

LDAP統合型ユーザーと Cisco Unified CMからデータをインポートして
作成されたユーザーの比較

LDAPディレクトリと Unity Connectionを統合する代わりに、Cisco Unified Communications
Managerからデータをインポートしてユーザーを作成することもできます。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html
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にある『Cisco Unity Connectionシステムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の
「ユーザー」の章の「AXLを通じてユーザーをインポートする」の項を参照してください。

次の点に注意してください。

• Cisco Unified CMからユーザーをインポートする場合、および Cisco Unified CMが LDAP
ディレクトリと統合されている場合、Unity Connectionは自動的に LDAP同期または認証
へのアクセスを持ちません。 Unity Connectionユーザーに LDAPディレクトリに対して認
証させたい場合は、Unity ConnectionをLDAPディレクトリにも統合する必要があります。

• Cisco Unified CMからユーザーをインポートする場合、Cisco Unified CMデータの更新は
Unity Connectionサーバーに自動的に複製されません。そのため、Cisco Unity Connection
Administrationの [ユーザーの同期（Synch Users）]ページを使用して、Unity Connection
ユーザーデータを Cisco Unified CMユーザーデータと手動で同期することを忘れないでく
ださい。これは時々行う必要があります。 Unity Connectionを LDAPディレクトリと統合
する場合、Unity Connectionデータベースのデータが LDAPディレクトリのデータと自動
的に再同期されるタイミングを指定する同期スケジュールを定義できます。

LDAPディレクトリにユーザーを追加する場合、手動で Unity Connectionにインポートする必
要があることに注意してください。自動同期は、既存ユーザーの新規データでUnity Connection
データベースを更新するだけで、新規ユーザーの新規データは更新しません。

• Unity Connectionを LDAPディレクトリと統合すると、LDAPデータベースに対してウェ
ブアプリケーションのパスワードを認証するように Unity Connectionを設定できます。
Cisco Unified CMからデータをインポートする場合、Unity Connectionで Unity Connection
ウェブアプリケーションのパスワードを管理し、Cisco Unified CMでCisco Unified CMウェ
ブアプリケーションのパスワードを管理する必要があります。
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第 10 章

Cisco Unity Connectionと電話システムを統
合する

•応答のないユーザーの内線への発信は、ユーザーのパーソナルグリーティングに転送され
ます。

•話中のユーザーの内線への発信は、そのユーザーの話中グリーティングに転送されます。

• Unity Connectionは電話システム (利用可能な場合)から発信者 ID情報を受け取ります。

•ユーザーは電話のボタンを押し、パスワードを入力するだけで簡単にメッセージにアクセ
スできます。

• Unity Connectionは、着信の発信元の内線に基づいて、転送された内線通話中にメッセー
ジを残したユーザーを識別します。

•ユーザーにメッセージが残された場合、内線のメッセージ受信インジケータ (MWI)がア
クティブになります。

詳細については、以下のセクションを参照してください。

•電話システム統合の作業（94ページ）
•一般的なインテグレーションの課題（100ページ）
• Cisco Unified Communications Managerとの連携の展開モデル（100ページ）
• WANを介した電話の展開（101ページ）
• Cisco Unified Communications Manager Expressとの連携 (SCCPまたは SIPを使用)（101ペー
ジ）

• Cisco Unified Communications Manager Expressとの連携 (SCCPまたは SIPを使用)（110ペー
ジ）

• Unity Connectionを複数バージョンの Cisco Unified CMおよび Cisco Unified Communications
Manager Expressと統合する（112ページ）

• Unity Connectionを Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony (Cisco Unified SRST)と統
合する（113ページ）

•サバイバブルリモートサイトボイスメール（115ページ）
• SIPを使用した統合（116ページ）
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• PIMGまたは TIMG装置を使用した回線交換電話システムとの統合（118ページ）
•複数の電話システムとの統合（121ページ）
•集中型ボイスメッセージング（123ページ）
• Cisco ISR音声ゲートウェイを使用して Unity Connectionを QSIG対応電話システムと統合
する（124ページ）

•追加のインテグレーション情報へのリンク（125ページ）

電話システム統合の作業
•物理的な接続 (PIMG/TIMG連携の場合)またはネットワーク接続 (Cisco Unified

Communications Manager、Cisco Unified Communications Manager Express、SIPプロキシサー
バ、QSIG対応電話システム)を行うために必要な回線とケーブル。連動のタイプに応じ
て、電話システムはさまざまな回線の組み合わせで接続されます。詳細については、該当

するセクションを参照してください。

•電話システムおよびUnity Connectionの設定。詳細については、Unity Connectionの電話シ
ステムの設定（97ページ）を参照してください。

•電話システムと Unity Connectionによって交換される通話情報。詳細については、電話シ
ステムと Unity Connectionが交換する通話情報（97ページ）を参照してください。

•通話コントロール（通話のセットアップ、監視、切断に使用される信号）で通話の状態を
判断および制御します。詳細については、コール制御（Call Control）（98ページ）を参
照してください。

Cisco Unified Communications Managerと統合する
Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Communications Manager Express、および
SIPプロキシサーバは、Cisco Unity Connectionとの間のすべての通信を伝送するネットワーク
接続を使用します。図は、Cisco Unified CMとの連携で使用されるネットワーク接続を示して
います。

詳細については、 SCCPまたは SIPを使用した Cisco Unified Communications Managerの統合
を参照してください。

デジタル PIMG装置とのデジタル連動
電話システムは、電話システムを PIMGユニット (メディアゲートウェイ)に接続するデジタ
ル回線を介して、コール情報、MWI要求、および音声接続を送信します。PIMGユニットは、
Session Initiation Protocol (SIP)を使用して、LANまたはWANを通じて Cisco Unity Connection
サーバと通信します。図 11-2に、デジタル PIMG端末を使用するデジタル連携で使用される
接続を示します。
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図 5 :デジタル PIMG装置を使用したデジタル連携の接続

アナログ PIMG装置との DTMF連動
電話システムは、電話システムをPIMGユニット (メディアゲートウェイ)に接続するアナログ
回線を通じて、コール情報、MWI要求、および音声接続を送信します。 PIMGユニットは、
Session Initiation Protocol (SIP)を使用して、LANまたはWANを通じて Cisco Unity Connection
サーバと通信します。図 11-3は、アナログ PIMG装置を使用する DTMF連動の接続を示して
います。

図 6 :アナログ PIMGユニットを使用する DTMF連動の接続

アナログ PIMG装置とのシリアル (SMDI、MCI、またはMD-110)統合
電話システムはデータリンクを介して通話情報とMWI要求を送信します。データリンクは、
電話システムとマスター PIMGユニット (メディアゲートウェイ)を接続する RS-232シリアル
ケーブルです。音声接続は、電話システムとPIMG装置間のアナログ回線を通じて送信されま
す。 PIMG装置は、セッション初期化プロトコル (SIP)を使用して、LANまたはWANを通じ
てUnity Connectionサーバと通信します。図は、アナログ PIMG装置を使用するシリアル連動
の接続を示しています。
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図 7 :アナログ PIMGユニットを使用するシリアル (SMDI、MCI、またはMD-110)連携の接続

複数の PIMG装置を使用する場合、1つの PIMG装置をマスター PIMG装置として、電話シス
テムからのシリアルケーブルで接続する必要があります。PIMG装置のシリアルポートを「デ
イジーチェーン」することはできません。

セカンダリマスターPIMG装置を連携に追加できます。詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/integration/pimg/b_14cucintpimg.htmlにある『Cisco

Unity Connection PIMGインテグレーションガイド、リリース 14』の「セカンダリマスター
PIMG単位を追加する」の章を参照してください。

（注）

TIMGシリアル（SMDI、MCI、またはMD-110）統合
TIMG連動では、回線交換電話システムと IPネットワーク間で 1つまたは複数のTIMGユニッ
トを使用します。回線交換電話システム側には、T1-CASインターフェイスがあります。 IP
側では、Cisco Unity Connectionが TIMGユニットと通信する方法である SIPインターフェイス
があります。 Unity Connectionへの連携は本質的に SIP連携です。 Unity Connectionは、SIPお
よび RTPプロトコルを使用して、IPネットワーク上で TIMGユニットと通信します。 TIMG
ユニットは、シリアルプロトコル (SMDI、MCI、またはMD-110)を使用して、電話ネットワー
ク上で回線交換電話システムと通信します。

電話システムは、データリンクを介して通話情報とMWI要求を送信します。データリンクは、
電話システムとマスター TIMG装置を接続する RS-232シリアルケーブルです。音声接続は、
電話システムと TIMGユニットの間で T1デジタル回線を通じて送信されます。 TIMGユニッ
トは、セッション初期化プロトコル (SIP)を使用して、LANまたはWANを介して Unity
Connectionサーバと通信します。図は、TIMGユニットを使用するシリアル連動の接続を示し
ます。

TIMGインバンド統合
電話システムは、電話システムと TIMGユニットを接続する T1デジタル回線を介して、コー
ル情報、MWI要求、および音声接続を送信します。 TIMGユニットは、セッション初期化プ
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ロトコル (SIP)を使用して、LANまたはWANを介して Cisco Unity Connectionサーバと通信し
ます。図は、TIMGユニットを使用するインバンド連動に必要な接続を示します。

Cisco Unified SIP Proxyを使用した PIMG/TIMG統合および Cisco Unified
Communications Manager

Cisco Unified SIP Proxyは、SIPプロキシとして機能することで、PIMG/TIMG連携とCisco Unified
Communications Managerが Unity Connection上の同じ音声メッセージポートを共有することを
可能にします。 Cisco Unified SIP Proxyは Unity Connectionとの SIPトランク連携を使用しま
す。図は接続を示します。詳細については、

http://www.cisco.com/en/US/solutions/ns340/ns414/ns728/interOp_sipProxy.htmlにある Cisco Unified
SIP Proxyのアプリケーションノートを参照してください。

Unity Connectionの電話システムの設定
連動を成功させるには、Unity Connectionと電話システムが、使用する接続（例えば、IPアド
レスとチャネル）と予想される通信方法（例えば、IPパケット、シリアルパケット、DTMF
トーン）を認識している必要があります。特定のインテグレーションでは、MWIをオンまた
はオフにするための特定のコードまたは内線が必要です。

Unity Connectionに必須の設定、および電話システムのプログラミングが必要で、これらは連
動を有効にするために必要です。これらの設定の詳細については、該当する『Cisco Unity
Connectionインテグレーションガイド』(
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html)
を参照してください。

電話システムと Unity Connectionが交換する通話情報
電話システムと Unity Connectionは、通話を管理し、連携機能を可能にするために、通話情報
を交換します。各通話では、通常、以下の通話情報が電話システムと Unity Connectionの間で
受け渡されます。

•着信側の内線番号です。

•発信側の内線番号 (内線通話の場合)または発信側の電話番号 (外線発信で、電話システム
が発信者番号通知をサポートしている場合)。

•転送する理由 (内線が話中、応答なし、またはすべてのコールを転送するように設定され
ている)。直通コールには理由コードもあります。

Cisco Unified Communications Manager SCCPおよび SIPトランク統合は、次の通話情報も提供
できます。

•着信番号

•最初のリダイレクト番号
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•最後のリダイレクト番号

Cisco Unity Connection Administrationの [システム設定（System
Settings）] > [詳細（Advanced）] > [コンバセーション
（Conversations）]ページの [ルーティングの着信に最後の（最初
ではなく）リダイレクトする番号を使用（Use Last (Rather than
First) Redirecting Number for Routing Incoming Call）]チェックボッ
クスの設定に応じて、Unity Connectionは最初のリダイレクト番号
または最後のリダイレクト番号のいずれかを使用できます。

（注）

電話システムが必要な情報を送信し、Unity Connectionが正しく設定されている場合、統合は
次の統合機能を提供できます。

•パーソナルグリーティングへの通話転送

•通話中グリーティングへの通話転送

• ﾊｯｼﾝｼｬID

•簡単メッセージアクセス Unity Connectionは発信元の内線に基づいてユーザーを識別する
ため、ユーザーは IDを入力することなくメッセージを取得できます。パスワードが必要
な場合があります

•識別されたユーザーへのメッセージ (Unity Connectionは、転送された内線通話中に、発信
の内線に基づいて、メッセージを残したユーザーを識別します)

コール制御（Call Control）
電話システムは、一連の信号を使用して、コールの接続をセットアップ、監視、および解放し

ます。Cisco Unity Connectionは、通話制御信号を監視して通話の状態を判断し、これらの信号
を使用して、電話システムのアクションに適切に応答し、電話システムと通信します。たとえ

ば、メッセージを録音している発信者が電話を切った場合、Unity Connectionは通話が終了し
たことを検出し、録音を停止します。

電話システムに応じて、次のタイプのコール制御信号が使用されます。

表 4 :通話制御信号

Skinny Call Control Protocol（SCCP）連動では、Cisco Unified
Communications ManagerがSCCPメッセージを生成し、このメッセー
ジは Cisco Unity Connectionによって変換されます。

SIPトランク連携の場合、通話がセットアップまたは終了されると、
Cisco Unified CMは SIPメッセージを送信し、Unity Connectionは SIP
応答を送信します。

Cisco Unified
Communications
Manager
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電話システムはメッセージを PIMGまたは TIMG装置（メディア
ゲートウェイ）に送信し、PIMGまたはTIMG装置は適切なSIPメッ
セージを Unity Connectionに送信します。通話がセットアップまた
は終了されると、Unity Connectionは SIP応答を送信し、PIMGまた
は TIMG装置は電話システムと通信します。

PIMG/TIMG装置を通
じた回線交換電話シス

テム

電話システムからユーザーへのコールのサンプルパス

次の手順では、電話システムからユーザーに発信する際の外線発信のサンプルパスの概要を示

します。

1. Cisco Unified Communications Managerの場合、外部通話が着信すると、ゲートウェイが
LANまたはWANを介してその通話を Cisco Unified CMに送信します。Cisco Unified CM
は、Cisco Unity Connectionボイスメールのパイロット番号に通話をルーティングします。

回路交換電話システムでは、PSTN、TI/PRI、DID、またはLS/GSアナログトランク経由で
外線通話が着信すると、電話システムはその通話を Cisco Unity Connectionボイスメールの
パイロット番号にルーティングします。

2. 電話システムは、使用可能な Cisco Unity Connectionボイスメッセージポートに通話をルー
ティングします。

3. Unity Connectionが着信に応答し、開始の挨拶が再生されます。
4. 開始の挨拶の間に、発信者は内線番号を入力します。たとえば、発信者が 1234を入力す
ることで、その内線の人につながります。

5. Unity Connectionは、内線 1234への発信があったことを電話システムに通知します。
6. Unity Connectionがリリース転送または監視あり転送のどちらを実行するようにセットアッ
プされているかに応じて、次のようになります。

Unity Connectionは通話を電話システムに渡します。電話システムは、回線が利用
できるかどうかを判断するのを待つことなく、通話を内線 1234に送信します。そ
の後、電話システムとUnity Connectionはループから抜け出します。この構成で、
顧客が回線が話中または無応答の時に Unity Connectionでメッセージを聞き取りた
い場合、各電話は、回線が話中または無応答の時に着信を Unity Connectionに転送
するように構成する必要があります。

リリース転

送 (ブライ
ンド転送)

Unity Connectionが通話を保留にしている間、電話システムは内線 1234との接続の
確立を試みます。

回線が利用可能な場合、電話システムはUnity Connectionからの通話を内線 1234に
接続します。電話システムと Unity Connectionはループから抜け出し、通話は元の
発信者から内線 1234に直接接続されます。

回線が話中または応答がない場合、電話システムは Unity Connectionにその情報を
提供し、Unity Connectionはユーザーが指定した処理を実行します。たとえば、
Unity Connectionはメッセージを記録します。

監視付き転

送
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一般的なインテグレーションの課題
特定のインテグレーションの要件の詳細なリストについては、該当する Cisco Unity Connection
インテグレーションガイド (
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html)
を参照してください。

Unity Connectionがクラスタに設定されている場合、Unity Connectionサーバが処理する通話の
負荷分散（131ページ）およびダイヤルアウトボイスメッセージポートの構成（133ページ）
を参照してください。

さらに、以下のインテグレーションの問題リストを考慮してください。

•電話システムは、ネットワーク接続を介してのみ Unity Connectionと統合されます。

• Cisco Unity Connectionでサポートされるvoice-portの数は、Unity Connectionプラットフォー
ムの仕様によって異なります。必要な数のポートのみをインストールすることで、システ

ムリソースが未使用のポートに割り当てられたり、プラットフォームに設定されている

ポート制限を超えたりしないようにします。

対応プラットフォームの詳細は、 Cisco Unity Connection 14対応プラットフォームのリストを
参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_
platforms/b_14cucspl.html。

音声メッセージポートの設定に関する詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある、該当する Cisco Unity Connectionインテグレーションガイドの「Cisco Unity Connection
での音声メッセージポートの使用計画」の章を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerとの連携の展開モ
デル

単一サイトメッセージング、集中型メッセージング、分散型メッセージングを含むCisco Unity
Connectionと Cisco Unified Communications Managerの展開モデルは、顧客の要件に合わせて組
み合わせることができます。展開モデルを選択するときは、次のようなさまざまな問題を考慮

する必要があります。

•集中型メッセージングでは、サーバと管理を統合できますが、WAN障害が発生した場合
のボイスメッセージへのアクセスを計画し、ボイスメッセージトラフィックと通話トラ

フィックに対して適切な QOS/容量計画を実行する必要があります。

•分散型メッセージングは、より多くのサーバーと管理オーバーヘッドを必要とする場合が
ありますが、分散型コール処理と組み合わせると、サイト間のWANリンクに必要な容量
が少なくなります。
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展開モデルとそのメリットの詳細については、Cisco Collaboration System 11.xの「コラボレー
ションシステムのコンポーネントとアーキテクチャ」の章を参照してください。ソリューショ

ン参照ネットワーク設計 SRNDは、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab11/collab11.htmlで入手できま
す。

WANを介した電話の展開
分散型コール処理による集中型メッセージングなど、一部の展開モデルでは、Unity Connection
サーバからWANを越えて電話を配置する必要があります。 Unity Connectionサーバーから
WAN経由で電話を展開する場合は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab11/collab11.htmlにある『Cisco

Collaboration System 11.x Solution Reference Network Designs（SRND）』の「コラボレーションシ
ステムのコンポーネントとアーキテクチャ」の章を参照してください。

これらの電話のキャパシティプランニングと通話受付管理（CAC）に関するガイダンスについ
て。 Cisco Unity Connectionを回線交換電話システム（TDM PBX）と連携させる場合は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある『PIMGインテグレーションガイド』または『TIMGインテグレーションガイド』を参
照して、これらのリモートサイト/ブランチサイトに展開され、これらのサイトの電話をサポー
トする PIMG/TIMG装置のキャパシティプランニングにアクセスしてください。

Cisco Unified Communications Manager Expressとの連携
(SCCPまたは SIPを使用)

Cisco Unity Connectionは、SCCPおよび SIPの両方のインターフェイスを通じた Cisco Unified
Communications Manager Expressの連携をサポートしています。図 11-8に接続を示していま
す。

図 8 : LAN上の Cisco Unified Communications Manager Expressへの Cisco Unity Connection SCCPおよび SIP接続

これらの統合方法の違いについては、表 11-4を参照してください。

表 5 : SCCPと SIPの連携方法の違い (Cisco Unified Communications Manager Expressとの連携)

SIPSCCP機能

SIPトランクSCCP通信方法
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SIPSCCP機能

サポートされるサポートされるCisco Unity Connectionクラスタ (ア
クティブ/アクティブ高可用性)

一部の SCCP電話は、メディアターミ
ネーションポイント (MTP)の使用を必
要とする場合があります。

サポートされるSCCPおよび SIP電話の使用

バージョン 3.4以降すべてのバージョ

ン

Cisco Unified CM Expressバージョン
のサポート

未サポート未サポートCisco Unified CM Expressの認証と暗
号化

サポートされるサポートされる最初および最後のリダイレクト番号

サポートされるサポートされるQOS

Unity Connectionと Cisco Unified Communications Manager Expressバージョンの互換性に関する
情報は、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/
cucclientmtx.htmlにある『Cisco Unity Connection互換性マトリクス』を参照してください。

Unity Connectionを Cisco Unified CM Expressとインテグレーションする方法については、該当
する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html
を参照してください。

SIPプロトコルを使用して Unity Connectionと Cisco Unified CM Expressを統合する方法の詳細
については、「SIPを使用した統合」の項（ページ11-21）を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerによる Unity Connectionボイス
メッセージポートの認証と暗号化

Cisco Unity Connectionシステムの潜在的な脆弱性は、Unity Connectionと Cisco Unified
Communications Managerの間の接続です。考えられる脅威には次のものが含まれます。

•中間者攻撃。攻撃者が傍受し、Cisco Unified CMと Unity Connectionのボイスメッセージ
ポート間を流れるデータを変更する攻撃です。

•ネットワークトラフィックスニッフィングは、攻撃者が電話での会話や、Cisco Unified
CM、Unity Connection音声メッセージングポート、Cisco Unified CMによって管理される
IP電話の間を流れるシグナリング情報をキャプチャする攻撃です。

• Unity Connectionボイスメッセージポートと Cisco Unified CM間の呼び出しシグナリング
を変更する。

• Unity Connectionボイスメッセージポートとエンドポイント (電話やゲートウェイなど)の
間のメディアストリームを変更する。
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• Unity Connectionボイスメッセージポートのなりすまし。この場合、非Unity Connectionデ
バイスが、Cisco Unified CMにUnity Connectionボイスメッセージポートであるように見せ
かけます。

• Cisco Unified CMサーバのなりすまし。非Cisco Unified CMサーバがCisco Unified CMサー
バとして Unity Connectionボイスメッセージポートに提示されます。

Cisco Unified Communications Managerのセキュリティ機能

Cisco Unified Communications Managerリリース 4.1 (3)以降 (SCCP連携用)または Cisco Unified
Communications Manager Release 5.x以降 (SIPトランク連携用)により、Cisco Unity Connection
との接続をセキュリティの脅威から保護できます。Unity Connectionで利用できるCisco Unified
CMセキュリティ機能を表 11-2で説明します。

表 6 : Cisco Unity Connectionで使用される Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイド

説明セキュリティ機能

Transport Layer Security (TLS)プロトコルを使用して、伝送中にシグナリングパケットが
改ざんされていないことを検証します。シグナリング認証は、Cisco Certificate Trust List
(CTL)ファイルの作成に依存しています。

この機能は以下に対して保護します。

• Man-in-the-middle攻撃が Cisco Unified CMと Unity Connection音声メッセージポート
間の情報フローを変更することに対して、この機能は保護します。

•コールシグナリングの変更。

• Unity Connection音声メッセージポートのなりすまし。

• Cisco Unified CMサーバーのなりすまし盗難。

シグナリング認証

デバイスの識別情報を検証します。このプロセスは、各デバイスが他のデバイスの証明

書を受け入れるときに、Cisco Unified CMと Unity Connectionのボイスメッセージポート
の間で発生します。証明書が承認されると、デバイス間の安全な接続が確立されます。

デバイス認証は、Cisco Certificate Trust List (CTL)ファイルの作成に依存しています。

この機能は以下に対して保護します。

• Man-in-the-middle攻撃が Cisco Unified CMと Unity Connection音声メッセージポート
間の情報フローを変更することに対して、この機能は保護します。

•メディアストリームの変更。

• Unity Connection音声メッセージポートのなりすまし。

• Cisco Unified CMサーバーのなりすまし盗難。

デバイス認証
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説明セキュリティ機能

暗号化方式を使用して、Unity Connectionボイスメッセージポートと Cisco Unified CM間
で送信されるすべての SCCPおよび SIPシグナリングメッセージの機密性を保護します
(暗号化により)。シグナリングの暗号化は、当事者、当事者が入力するDTMF番号、コー
ルステータス、メディア暗号化キーなどに関連する情報が、意図しないまたは不正なア

クセスから保護されることを保証します。

この機能は以下に対して保護します。

• Man-in-the-middle攻撃は、Cisco Unified CMとUnity Connectionボイスメッセージポー
ト間の情報フローを監視します。

• Cisco Unified CMと Unity Connection音声メッセージポート間のシグナリング情報フ
ローを監視するネットワークトラフィックスニッフィングが行われます。

シグナリング暗号化

IETF RFC 3711で定義されているように Secure Real Time Protocol (SRTP)を使用して、指
定された受信者だけが Unity Connectionボイスメッセージポートとエンドポイント (電話
やゲートウェイなど)の間のメディアストリームを解釈できるようにします。音声スト
リームのみが暗号化されます。メディア暗号化はデバイスのメディアマスターキーペア

を作成し、Unity Connectionとエンドポイントにキーを配信し、キーの転送中はキー配信
をセキュリティ保護します。 Unity Connectionとエンドポイントはキーを使用してメディ
アストリームを暗号化し、復号化します。

この機能は以下に対して保護します。

• Man-in-the-middle攻撃が Cisco Unified CMと Unity Connection音声メッセージポート
間のメディアストリームをリッスンすることに対して、この機能は保護します。

•ネットワークトラフィックスニッフィングが Cisco Unified CM、Unity Connection音
声メッセージングポート、Cisco Unified CMによって管理される IP電話の間を流れる
電話の会話を傍受すること。

メディア暗号化には認証とシグナリング暗号化が必要です。つまり、デバイスが認証およ

びシグナリング暗号化をサポートしていない場合、メディア暗号化は実行できません。

メディア暗号化

Cisco Unified CM認証と暗号化は Unity Connectionへの通話のみ保護することに注意してくだ
さい。 Unity Connectionで録音されたメッセージは Cisco Unified CM認証および暗号化によっ
て保護されませんが、Unity Connectionのセキュアなメッセージ機能によって保護することが
できます。

セキュアメッセージングの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにある『Cisco Unity Connectionセキュリティガイ
ド、リリース 14』の「ユーザーメッセージをセキュリティ保護する」の章を参照してくださ
い。

Unity Connectionと Cisco Unified CM間のセキュリティ機能認証と暗号化は、SCCP連携で以下
を要求します。
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•セキュアクラスタ向け Cisco Unity Connectionの管理に入力されたすべての Cisco Unified
CMサーバを一覧表示する Cisco Unified CM CTLファイル。

•認証および/または暗号化を使用する各 Unity Connectionサーバの Unity Connectionサーバ
ルート証明書。ルート証明書の有効期間は、作成日から 7年間です。

• Unity Connectionサーバールート証明書をルートとする Unity Connection音声メッセージ
ポートまたはポートグループデバイス証明書、および Cisco Unified CMサーバーへの登録
時に存在する音声メッセージポートまたはポートグループ。

Unity Connectionボイスメッセージの SCCPポートの認証と暗号化のプロセスは次のように行
われます。

1. Unity Connectionボイスメッセージの各ポートは TFTPポート 69経由で TFTPサーバに接
続し、CTLファイルをダウンロードし、すべての Cisco Unified CMサーバの証明書を抽出
します。

2. Unity Connectionボイスメッセージの各ポートは、Cisco Unified CM TLSポートへのネット
ワーク接続を確立します。既定では、TLSポートは 2443ですが、ポート番号は構成可能
です。

3. 各 Unity Connectionボイスメッセージポートは Cisco Unified CMサーバへの TLS接続を確
立します。この接続時にデバイスの証明書が確認され、ボイスメッセージポートが認証さ

れます。

4. 各 Unity Connectionボイスメッセージポートは Cisco Unified CMサーバに登録され、ボイ
スメッセージポートがメディア暗号化も使用するかどうかを指定します。

Unity Connectionボイスメッセージ SIPポートグループの認証と暗号化のプロセスは次のよう
に行われます。

1. 各 Unity Connectionボイスメッセージポートグループは、TFTPポート 69経由で TFTP
サーバに接続し、CTLファイルをダウンロードし、すべての Cisco Unified CMサーバの証
明書を抽出します。

2. 各Unity Connectionボイスメッセージポートグループは、Cisco Unified CM TLSポートへの
ネットワーク接続を確立します。既定では、TLSポートは 2443ですが、ポート番号は構
成可能です。

3. 各Unity Connectionボイスメッセージポートグループは、Cisco Unified CMサーバへの TLS
接続を確立します。この時点で、デバイスの証明書が確認され、ボイスメッセージポート

グループが認証されます。

4. 各 Unity Connection音声メッセージングポートグループは Cisco Unified CMサーバーに登
録します、音声メッセージングポートグループがメディア暗号化も使用するかどうかを

指定します。
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データは暗号化されます

Cisco Unity Connectionと Cisco Unified CMの間で通話が行われると、通話シグナルメッセージ
とメディアストリームは以下の方法で処理されます。

•両方のエンドポイントが暗号化モードに設定されている場合、コールシグナリングメッ
セージとメディアストリームは暗号化されます。

•一方のエンドポイントが認証モードに設定され、もう一方のエンドポイントが暗号化モー
ドに設定されている場合、コールシグナリングメッセージは認証されます。ただし、呼

び出しシグナリングメッセージもメディアストリームも暗号化されません。

•一方のエンドポイントがノンセキュアモードに設定され、もう一方のエンドポイントが暗
号化モードに設定されている場合、コールシグナリングメッセージもメディアストリー

ムも暗号化されません。

Unity Connectionでの Cisco Unified Communications Managerクラスターセキュリティモー
ドの設定

Cisco Unity Connection管理のセキュリティモード設定により、ポートが呼び出しシグナリング
メッセージを処理する方法、およびメディアストリームの暗号化が可能かどうかが決まりま

す。表 11-3では、SCCP連携の各ポートの [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [ポー
ト（Port）] > [ポートの基本（Port Basics）]ページのセキュリティモード設定の影響を説明し
ます。

表 7 : SCCP連携のボイスメッセージポートのセキュリティモード設定

影響設定

通話シグナルメッセージはクリア (非暗号化)テキストとして送信され、認証
された TLSポートではなく、認証されていないポートを通じて Cisco Unified
CMに接続されるため、通話シグナルメッセージの整合性とプライバシーは保
証されません。

また、メディアストリームは暗号化できません。

非セキュア

コールシグナリングメッセージは、認証された TLSポートを介して Cisco
Unified CMに接続されるため、整合性が保証されます。ただし、コールシグ
ナリングメッセージはクリア (暗号化されていない)テキストとして送信され
るため、プライバシーは保証されません。

さらに、メディアストリームは暗号化されません。

（注）

認証されたTLSポートを使用して、音声通話のコールシグナリングメッセー
ジの整合性を確認できます。

認証済み
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影響設定

コールシグナリングメッセージは認証済みのTLSポートを介してCisco Unified
CMに接続され、暗号化されるため、コールシグナリングメッセージの整合
性とプライバシーが保証されます。

さらに、メディアストリームを暗号化することもできます。

注意

メディアストリームを暗号化するには、両方のエンドポイントを暗号化モー

ドで登録する必要があります。ただし、一方のエンドポイントが非セキュア

または認証モードに設定され、もう一方のエンドポイントが暗号化モードに

設定されている場合、メディアストリームは暗号化されません。また、介在

するデバイス (トランスコーダやゲートウェイなど)で暗号化が有効になって
いない場合、メディアストリームは暗号化されません。

暗号化済み

セキュリティを無効にして再度有効にする

Cisco Unity Connectionと Cisco Unified CM間の認証と暗号化の機能は、すべての Cisco Unified
CMクラスタのセキュリティモードを非セキュアに変更し、Cisco Unified CommunicationsManager
の管理ページで該当する設定を変更することで有効または無効にできます。

認証と暗号化は、セキュリティモードを認証済みまたは暗号化済みに変更することで再度有効

にできます。

認証と暗号化を無効または再度有効にした後で、Unity Connectionサーバのルート証明書をエ
クスポートして、それをすべての Cisco Unified CMサーバにコピーする必要はありません。

（注）

異なるセキュリティモード設定を持つ複数のクラスタ

Cisco Unity Connectionに複数のCisco Unified CM電話システム連携がある場合、各Cisco Unified
CM電話システム連携は異なるセキュリティモード設定を持つことができます。たとえば、1
つの Cisco Unified CM電話システム統合を [暗号化（Encrypted）]に設定し、2つ目の Cisco
Unified CM電話システム統合を [非セキュア（Non-Secure）]に設定できます。

個々のボイスメッセージポートの設定

トラブルシューティングの目的で、Cisco Unity Connectionボイスメッセージポートの認証と
暗号化は、個別に有効または無効にすることができます。それ以外の場合は常に、CiscoUnified
CMポートグループ内のすべての個別のボイスメッセージポートの [セキュリティモード]設
定を同じにする必要があります。

パケット化

IPネットワーク上で音声とビデオのパケットを送受信するには、Real-Time Transport Protocol
(RTP)が使用されます。各パケットには固定サイズのヘッダーがありますが、パケット自体の
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サイズは、転送される音声ストリームのサイズ (コーデックによって異なります)とパケット化
設定によって異なります。この可変サイズ機能により、ネットワーク帯域幅をより効率的に利

用することができます。1回の呼び出しで作成されるパケット数を減らすと、ネットワーク上
で送信される合計バイト数が少なくなります。

パケット化は、Cisco Unified CMサービスパラメータで、優先G711ミリ秒 PacketSizeパラメー
タと優先G729ミリ秒 PacketSizeパラメータで設定されます。Cisco Unity Connectionは、G.711
音声で最大 30ms、G.729a音声で最大 60msのパケットサイズに対応します。デフォルト設定
は両方とも 20msです。低い設定では遅延の問題が発生する可能性があります。

DSCPは各パケットの優先順位設定です。 DSCPは、中間ルーターがネットワークの混雑を管
理するのに役立ち、どのパケットを他のパケットより優先するかを通知します。Cisco AVVID
標準に従い、Unity Connectionは SCCPおよび SIPパケット（コール制御）をデフォルトの
DSCP値24（TOSオクテットは0x60）でマークし、RTPパケット（音声とビデオのトラフィッ
ク）はデフォルトのDSCP値 46（TOSオクテットは 0xB8）です。このように、ルーターの設
定を使用して、RTP音声およびビデオパケットに他のパケットに対する優先順位を指定するこ
とができます。 Cisco Unified CMでは異なる DSCP値を設定できますが、Unity Connectionと
統合されている場合は、Unity Connectionによって設定された DSCP値が常に優先されること
に注意してください。SCCPおよびSIPパケットの両方のマーキングは、Cisco Unity Connection
Administrationの [システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）] > [テレフォニーの設
定（Telephony Configuration）]ページで Unity Connectionで設定可能です。

新しい音声ストリームごとに (呼び出しごとに 1回)、Cisco Unified CMはUnity Connectionに使
用するパケットサイズを通知し、Unity Connectionはストリームの DSCP優先順位を設定しま
す。ストリーム全体 (通話)は、指定されたパケットサイズと優先順位にとどまります。たと
えば、音声ストリームは各 30 msのパケットに分割できます。 30msのG.729a音声ストリーム
は、パケット当たり 30バイトプラスヘッダーになり、30ms G.711ストリームはヘッダーをパ
ケット当たりに加えて 240バイトになります。 Cisco Unified CMのサービスパラメータの設定
については、

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.htmlにあ
る Cisco Unified CMのドキュメントを参照してください。

Unity Connectionの広告するコーデックを変更することができます。これは、Cisco Unity
Connection Administrationの [テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [ポートグループ
（Port Group）] > [コーデック広告設定ページの編集]で行います。

（注）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタフェイルオーバーのポー
トグループ構成

Cisco Unified Communications Manager SCCP連携の場合、Cisco Unified CMクラスタが構成され
ており、通話の進行中に Cisco Unified CMフェイルオーバーが発生すると、ボイスメッセージ
ポートでのセカンダリ Cisco Unified CMサーバへの登録で遅延が発生する場合があります。

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
108

Cisco Unity Connectionと電話システムを統合する

Cisco Unified Communications Managerクラスタフェイルオーバーのポートグループ構成

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html


ポートグループが次のように構成されている場合、Unity ConnectionポートはCisco Unified CM
フェイルオーバー発生後により迅速に登録できます。

• SCCP連携用に 2つのポートグループを作成します。

•最初のポートグループには、『Cisco Unity Connectionの Cisco Unified Communications

Manager SCCPインテグレーションガイド、リリース 14』の該当する章の説明に従っ
て設定された、Cisco Unified CM統合用の音声メッセージポートの半分（応答ポート
とダイヤルアウトポートを含む）が含まれます。

• 2番目のポートグループには、同じガイドの該当する章で説明されているように、
Cisco Unified CMインテグレーションのポートの残りの半分 (応答ポートとダイヤルア
ウトポートを含む)が含まれます。

『Cisco Unity Connectionリリース 14用Cisco Unified Communications

Manager SCCPインテグレーションガイド』は、次の場所で入手
できます https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/integration/cucme_sccp/b_14cucintcucmesccp.html。

（注）

•テレフォニー連携 >ポートグループ >ポートグループの基本 > [サーバの編集]ページで、
Cisco Unified CMサーバを異なる順序で一覧表示します。

•最初のポートグループでは、Cisco Unified CMサーバは、『Cisco Unified Communications

Manager SCCP Integrationガイド for Cisco Unity Connectionリリース 14』の該当する章

に指定された順序でリストされています。

• 2番目のポートグループでは、Cisco Unified CMサーバは逆の順序でリストされてい
ます。

Cisco Unified Communications Managerの統合による Internet Protocol
Version 6IPv6のサポート

Cisco Unity Connectionは SIP経由の Cisco Unified Communications Manager電話システム連携
で、IPv4、IPv6、またはデュアルモード IPv4/IPv6アドレスをサポートしています。 IPv6が有
効な場合、Connectionは、ルーター通知、DHCP、または Cisco Unified OS Administrationまた
はコマンドラインインターフェイスを使用してアドレスを手動で設定することにより、IPv6
アドレスを取得できます。

Cisco Unified CMとの SIP統合では、Unity Connectionが IPv4および IPv6着信トラフィックを
リッスンするように設定されている場合、Unity Connectionが IPv4または IPv6のいずれかを使
用する各ポートグループの呼び出し制御シグナリングに使用するアドレス指定モードを設定で

きます。 (このモードは TFTPサーバに接続する場合にも使用されます。)さらに、各ポートグ
ループが IPv4または IPv6のいずれかを使用するように、Unity Connectionがメディアに使用す
るアドレス指定モードを設定することもできます。
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SCCPおよび SIP ANATは IPv6アドレスには展開されません。（注）

IPv6サポートはデフォルトで無効になっています。Cisco Unifiedオペレーティングシステムの
管理または CLIのいずれかで、IPv6を有効にし、IPv6アドレス設定を構成することができま
す。新しい Cisco Unified CMインテグレーションのセットアップ時に IPv6を有効にして設定
する方法については、該当する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』(
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html)
を参照してください。

Cisco Unified CMインテグレーションに IPv6を展開する場合は、以下の考慮事項に注意してく
ださい。

• SCCP連携のためにUnity ConnectionとCisco Unified CM間のセキュリティ機能認証と暗号
化に必要な CTLファイルは IPv4アドレスを使用します。そのため、SCCPで認証および/
または暗号化を使用するには、IPv4またはデュアルモード（IPv4/IPv6）アドレス指定を使
用する必要があります。

• Cisco適応型セキュリティアプライアンス（ASA）の一部のバージョンは、Unified
Communicationsアプリケーションサーバーおよびエンドポイントの IPv6トラフィックの
アプリケーション検査をサポートしていません。 IPv6に対応していないバージョンの
Ciscoを使用している場合は、Unified Communicationsに IPv6を使用しないでください。
お使いの展開でアプリケーション検査がサポートされているかどうかを判断するには、

Cisco ASAのバージョンのドキュメントを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Expressとの連携
(SCCPまたは SIPを使用)

Cisco Unity Connectionは、SCCPおよび SIPの両方のインターフェイスを通じた Cisco Unified
Communications Manager Expressの連携をサポートしています。図 11-8に接続を示していま
す。

図 9 : LAN上の Cisco Unified Communications Manager Expressへの Cisco Unity Connection SCCPおよび SIP接続

これらの統合方法の違いについては、表 11-4を参照してください。
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表 8 : SCCPと SIPの連携方法の違い (Cisco Unified Communications Manager Expressとの連携)

SIPSCCP機能

SIPトランクSCCP通信方法

サポートされるサポートされるCisco Unity Connectionクラスタ (ア
クティブ/アクティブ高可用性)

一部の SCCP電話は、メディアターミ
ネーションポイント (MTP)の使用を必
要とする場合があります。

サポートされるSCCPおよび SIP電話の使用

バージョン 3.4以降すべてのバージョ

ン

Cisco Unified CM Expressバージョン
のサポート

未サポート未サポートCisco Unified CM Expressの認証と暗
号化

サポートされるサポートされる最初および最後のリダイレクト番号

サポートされるサポートされるQOS

Unity Connectionと Cisco Unified Communications Manager Expressバージョンの互換性に関する
情報は、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/
cucclientmtx.htmlにある『Cisco Unity Connection互換性マトリクス』を参照してください。

Unity Connectionを Cisco Unified CM Expressとインテグレーションする方法については、該当
する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html
を参照してください。

SIPプロトコルを使用して Unity Connectionと Cisco Unified CM Expressを統合する方法の詳細
については、「SIPを使用した統合」の項（ページ11-21）を参照してください。

複数の Cisco Unified Communications Manager Expressバージョンのサ
ポート

単一の Cisco Unity Connectionサーバが複数のバージョンの Cisco Unified CM Expressをサポー
トできます。使用する Unity Connectionのバージョンは、すべてのバージョンの Cisco Unified
CM Expressをサポートしている必要があります。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
にある『Cisco Unity Connectionの互換性マトリクス』を参照してください。
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単一の Cisco Unity Connectionサーバと統合する複数の Cisco Unified
Communications Manager Expressルーター

単一の中央集中型 Unity Connectionサーバを複数の Cisco Unified CM Expressルーターで使用で
きます。この構成では、1台の Cisco Unified CM Expressルーターが Unity Connectionサーバと
同じ LAN上にあり、この Cisco Unified CM Expressルーターがすべての Unity Connectionボイ
スメッセージポートを登録している必要があります。この Cisco Unified CM Expressルーター
(SIP MWIサーバ)は、Unity Connectionサーバと他のすべてのCisco Unified CM Expressルーター
(SIP MWIクライアント)の間で SIP MWIメッセージをリレーするプロキシサーバです。 Unity
Connectionボイスメッセージポートは SIP MWIサーバ (Unity Connectionサーバと同じ LAN上
にある Cisco Unified CM Expressルーター)にのみ登録され、SIP MWIクライアントには登録さ
れないことに注意してください。図 11-9を参照してください。

図 10 :複数の Cisco Unified CM Expressルーターと単一の Cisco Unity Connectionサーバ間の接続

複数の Cisco Unified CM Expressルーターをサポートするための Unity Connectionの設定につい
ての情報は、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある、該当する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』を参照してください。

Unity Connectionを複数バージョンの Cisco Unified CMお
よび Cisco Unified Communications Manager Expressと統合
する

単一の Cisco Unity Connectionサーバは、Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco
Unified Communications Manager Expressの複数のバージョンをサポートできます。 Unity
Connectionのバージョンは、Cisco Unified CMおよび/または Cisco Unified CM Expressのすべて
のバージョンをサポートしている必要があります。次の場所にある『Compatibility Matrix for
Cisco Unity Connection』を参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html。
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Unity Connectionを Cisco Unified Survivable Remote Site
Telephony (Cisco Unified SRST)と統合する

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony (SRST)は、Cisco Unified CMフォールバック中
に、着信を Unity Connectionに転送できます。WANがダウンし、Unity Connectionが Cisco
Unified SRSTシステムに基本速度インターフェイス（BRI）または一次群速度インターフェイ
ス（PRI）アクセスを持っている場合、Connectionは ISDN信号を使用します（図 11-10を参
照）。

図 11 : BRIまたは PRIを使用した Cisco Unified Communications Managerのフォールバック

WANがダウンし、Unity Connectionに Foreign Exchange Office（FXO）または Foreign Exchange
ステーション（FXS）が公衆交換電話網（PSTN）にアクセスできるとき、Unity Connectionは
インバンドデュアルトーンマルチ周波数（DTMF）シグナリングを使用します（図 11-11を
参照）。

図 12 : PSTNを使用した Cisco Unified Communications Managerのフォールバック

どちらの設定でも、電話メッセージボタンはアクティブのままとなり、話中または応答のない

番号への着信は Unity Connectionに転送されます。設置者は、ダイヤルピアからボイスメール
システムへのアクセスを構成し、話中および無応答の通話、およびメッセージボタンに対して

Unity Connectionへのルーティングを確立する必要があります。
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FXOまたは FXSを介して Unity Connectionにアクセスする場合、Unity Connectionのインスト
ラクション (DTMFパターン)を設定して、正しいボイスメールシステムのメールボックスに
アクセスできるようにする必要があります。

Unity Connectionで Cisco Unified SRSTを使用する場合、WAN停止中の連携には次の制限があ
ります。

•ビジーグリーティングへの転送—Cisco Unified SRSTルーターが PSTNへの FXO/FXS接続
を使用し、通話が支社から Unity Connectionに転送されると、ビジーグリーティングが再
生されません。

•内部グリーティングへの転送—Cisco Unified SRSTルーターが PSTNへの FXO/FXS接続を
使用し、通話が支社から Unity Connectionに転送されると、内部グリーティングが再生さ
れません。 PSTNは FXO回線の発信番号を提供するため、発信者はユーザーとして識別
されません。

•着信転送：PSTNに到達するためにアクセスコードが必要なため、Unity Connectionから支
社への着信転送は失敗します。

•識別されたユーザーへのメッセージング: Cisco Unified SRSTルーターがPSTNへのFXO/FXS
接続を使用している場合に、支社のユーザーがメッセージを残すとき、または通話を転送

するときに、ユーザーは識別されません。発信者は身元不明発信者として表示されます。

•待機中メッセージの表示: MWIは支社の電話で更新されないため、新しいメッセージが届
いたとき、またはすべてのメッセージを聞き終えたときに、MWIは正確に反映されませ
ん。WANリンクが再確立された後のMWIの再同期。

•メッセージ通知：PSTNに到達するためにアクセスコードが必要なため、Unity Connection
から支社へのメッセージ通知は失敗します。

•ルーティングルール：Cisco Unified SRSTルーターが PSTNへの FXO/FXS接続を使用し、
支社からUnity Connectionに着信直（通または転送通話）が着信すると、ルーティングルー
ルが失敗します。

Cisco Unified SRSTルーターが PRIまたは BRI接続を使用する場合、支社からUnity Connection
への通話の発信者 IDは、PSTNから提供される完全な番号（交換機と内線番号）になる可能性
があり、そのため、Unity Connectionユーザーの内線番号と一致しない場合があります。この
場合、Unity Connectionに代行内線番号を使用して発信者 IDを認識させることができます。

Cisco Unified SRSTを使用する場合、ダイヤル番号情報リダイレクトサービス (RDNIS)がサポー
トされている必要があります。

Cisco Unified SRSTルーターの設定についての情報は、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2169/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある『Cisco Unified SRSTシステムアドミニストレーターガイド』の「ボイスメールとCisco
Unified SRSTを統合する」の章を参照してください。

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
114

Cisco Unity Connectionと電話システムを統合する

Unity Connectionを Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony (Cisco Unified SRST)と統合する

http://www.cisco.com/en/us/products/sw/voicesw/ps2169/products_installation_and_configuration_guides_list.html


RDNISが配信されない場合に、AARを使用してルーティングされたボ
イスメールコールに与える影響

自動代替ルーティング (AAR)を使用する場合、RDNISがサポートされている必要があります。

WANがオーバーサブスクライブしている場合、AARは PSTNを介してコールをルーティング
できます。ただし、通話が PSTN経由で再ルーティングされると、RDNISが影響を受ける可
能性があります。Cisco Unity Connectionがメッセージングクライアントからリモートである場
合、RDNIS情報が正しくないと、AARによってPSTN経由で再ルーティングされるボイスメー
ル通話に影響を与える可能性があります。 RDNIS情報が正しくない場合、発信者はダイヤル
されたユーザーのメールボックスに届きませんが、代わりに自動アテンダントのプロンプトが

聴こえます。また、着信先の内線番号を再入力するように求められることもあります。この動

作は主に、電話通信事業者がネットワーク全体で RDNISを確保できない場合に発生します。
通信事業者が RDNISが適切に送信されたことを確認できない多くの理由が考えられます。回
線のエンドツーエンドで RDNIS配信が保証されているかどうか、通信事業者に問い合わせて
ください。オーバーサブスクライブ状態のWANでAARを使用する代わりに、発信者にリオー
ダートーンを聞かせます。

SRSTモードでUnity ConnectionとCisco Unified Communications Manager
Expressを統合する

Cisco Unity Connectionは、集中型の呼び出し処理と分散型メッセージングのトポロジをサポー
トしています。このトポロジでは、Unity Connectionサーバがリモートサイトまたはブランチ
オフィスにあり、中央サイトの Cisco Unified CMに登録されています。

WANリンクに障害が発生すると、電話は SRSTデバイスとしての Cisco Unified CM Expressに
フォールバックします。 Unity Connectionはまた、SRSTデバイスとしての Cisco Unified CM
Expressにフォールバックすることもできます。これにより、リモートサイトのユーザーは、
WANの停止中に、ボイスメッセージにアクセスしたり、メッセージ待機インジケータ (MWI)
を確認したりできます。MWIは、Cisco Unified CMからCisco Unified CM Express-as-SRST、ま
たはその逆のフェイルオーバーが発生するたびに Unity Connectionサーバから再同期される必
要があることに注意してください。

この構成の設定については、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps4625/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある『Cisco Unity Connectionを Cisco Unified CME-as-SRSTと統合する』の設定ガイドを参照
してください。

サバイバブルリモートサイトボイスメール
Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail Unity Connection SRSVは、WAN障害時
にブランチにボイスメールサービスを提供するために、Cisco Unified Survivable Remote Site
Telephony SRSTと連携して動作するバックアップボイスメールソリューションです。
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Unity Connection SRSVは、複数のブランチオフィスや小規模サイトを持つ集中型Cisco Unified
Communications Managerおよび Cisco Unity Connection環境で使用されます。限定的なボイス
メールと自動アテンダント機能を提供します。これらの機能は、中央の Unity Connectionボイ
スメールサービスと同期されます。そのため、WANの停止または障害が発生した場合、Unity
Connection SRSVソリューションは、ブランチのサブスクライバにボイスメールサービスを提
供できます。ただし、ネットワークが復元されるとすぐに、ブランチのサブスクライバが受信

したすべてのボイスメールは自動的に中央のUnity Connectionボイスメールサーバにアップロー
ドされます。

中央の Connectionロケーションで Cisco Unity Connection SRSVを構成する方法の詳細について
は、次で入手可能な、リリース14用Cisco Unity Connection存続可能リモートサイトボイスメー
ル (SRSV)用完全リファレンスガイドを参照してください https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/14/srsv/guide/b_14cucsrsvx.html。

SIPを使用した統合
SIP（Session Initiation Protocol）は、IPを介したマルチメディア通話のためのインターネット技
術タスクフォースの標準です。SIPは、2つ以上のエンドポイント間のコール (またはセッショ
ン)を確立、維持、終了するための要求と応答を使用する、ピアツーピアの ASCIIベースのプ
ロトコルです。表 11-5を参照してください。

表 9 : SIPネットワークコンポーネント

説明コンポーネント

クライアントからSIP要求を受信し、クライアントに代わって要求を転送
する中間デバイス。プロキシサーバは SIPメッセージを受信し、ネット
ワーク内の次の SIPサーバに転送します。プロキシサーバは、認証、認
可、ネットワークアクセスコントロール、ルーティング、信頼性のある要

求再送信、およびセキュリティなどの機能を提供できます。

SIPプロキシサーバ

メッセージが通過するネクストホップに関する情報をクライアントに提供

します。クライアントは、次のホップサーバまたはユーザーエージェン

トサーバに直接連絡します。

リダイレクトサーバ

ユーザーエージェントクライアントからの現在のロケーションの登録要求

を処理します。レジストラサーバは、多くの場合、リダイレクトまたは

プロキシサーバにインストールされます。

レジストラサーバ

サーバまたはクライアントとして機能します。ソフトフォン (電話機能が
インストールされている PC)および Cisco SIP IP電話は、SIP要求を開始
し、要求に応答できます。

電話機

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
116

Cisco Unity Connectionと電話システムを統合する

SIPを使用した統合

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/srsv/guide/b_14cucsrsvx.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/srsv/guide/b_14cucsrsvx.html


説明コンポーネント

通話コントロールを提供する。ゲートウェイは多くのサービスを提供し

ます。最も一般的なのは、SIP通話エンドポイントと他の端末タイプの間
の変換機能です。この機能には、伝送形式間の変換および通信手順間の

変換が含まれます。さらに、ゲートウェイは音声コーデックとビデオコー

デックの間で変換を行い、LAN側と交換回路網側の両方でコールのセッ
トアップとコールの切断を行います。

ゲートウェイ

Cisco Unity Connectionはプロキシサーバからの呼び出しを受け付けます。 Unity Connection
は、プロキシサーバまたは通話エージェントを使用して通話を認証します。

SIPは、リクエスト/レスポンス方式を使用して、ネットワーク内のさまざまなコンポーネント
間の通信を確立し、最終的に 2つ以上のエンドポイント間で電話会議 (コールまたはセッショ
ン)を確立します。 1回の呼び出しに、複数のクライアントとサーバが含まれる場合がありま
す。

SIPネットワークのユーザーは以下によって識別されます。

•固有の電話番号または内線番号。

•一意の SIPアドレス。これはメールアドレスに似ており、sip:<userID>@<domain>の形式
を使用します。ユーザー IDはユーザー名または E.164アドレスのいずれかです。

ユーザーが通話を開始すると、SIPリクエストは通常、SIPサーバー（プロキシサーバーまた
はリダイレクトサーバー）に送信されます。要求には、発信者のアドレス (From)と着信側の
アドレス (To)が含まれます。

SIPメッセージは UTF-8エンコード (HTMLと同様)で ISO 10646を使用するテキスト形式で
す。アドレス情報に加えて、SIPメッセージには、メソッドとプロトコルを指定する開始行、
通話プロパティとサービス情報を指定するいくつかのヘッダーフィールド、およびセッション

の説明を含むオプションのメッセージ本体が含まれます。

サポートされている SIP連携
Unity Connectionは次の SIP連携をサポートします。

• Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified Communications Manager Express
のサポートされているバージョンへの SIPトランク。 SIPトランクとしてサポートされて
いる Cisco Unified CMおよび Cisco Unified CM Expressのバージョンのリストについては、
「SIPトランク互換性表: Cisco Unity Connection、Cisco Unified Communications Manager、
および Cisco Unified Communications Manager Express」(
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html)
を参照してください。

• Cisco SIP Proxy Server (CSPS)
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• Cisco ISR音声ゲートウェイは Unity Connectionを QSIG対応の電話システムに統合します
( Cisco ISR音声ゲートウェイを使用して Unity Connectionを QSIG対応電話システムと統
合する（124ページ）を参照)。

サードパーティの SIPトランクは現在サポートされていません。

Unity Connectionと Cisco Unified CMまたは Cisco Unified CM Expressの間の SIPトランクの構
成の詳細については、該当する SIPトランクインテグレーションガイド (
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html)
を参照してください。

Cisco Unity Connectionは、SIP招待の [リモート参加者 ID]フィールドと [送信元]フィールドか
ら発信者 IDを抽出します。さらに、CUCM SIPトランクで [リモート参加者 ID]オプションの
チェックが解除されており、SIPヘッダーで [FROM]フィールドが [匿名]に設定されている場
合、Connectionは発信者を不明なものとして扱います。

（注）

PIMGまたは TIMG装置を使用した回線交換電話システム
との統合

Cisco Unity Connectionは、回線交換電話システムと IPネットワークの間の PIMGまたは TIMG
ユニット (メディアゲートウェイ)を使用して、回線交換電話システムと統合できます。

PIMGおよび TIMG連携を使用した Unity Connectionでサポートされている回線交換電話シス
テムのリストについては、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある、該当する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』を参照してください。

PIMG統合の説明
PIMG連動では、回線交換電話システムと IPネットワークの間で 1つまたは複数の PIMG装置
を使用します。回線交換電話システム側には、デジタル (機能セット)とアナログの両方のイ
ンターフェイスがあります。使用されるインターフェイスは、Cisco Unity Connectionが接続さ
れている電話システムによって異なります。 IP側では、Unity Connectionが PIMG装置と通信
する方法である SIPインターフェイスがあります。 Unity Connectionへの連携は本質的に SIP
連携です。 Unity Connectionは、SIPおよび RTPプロトコルを使用して、IPネットワーク上で
PIMG装置と通信します。 PIMG装置は、電話システム固有のプロトコル (デジタル、アナロ
グ、またはシリアル)を使用して、電話ネットワーク上で回線交換電話システムと通信します。

各PIMG連動タイプの概要、およびネットワーク接続の図については、電話システム統合の作
業（94ページ）を参照してください。

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
118

Cisco Unity Connectionと電話システムを統合する

PIMGまたは TIMG装置を使用した回線交換電話システムとの統合

http://www.cisco.com/en/us/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/us/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html


セットアップと構成

PIMG/TIMGのセットアップと構成については、インストーラは該当するインテグレーション
ガイドに記載されているとおり、次の手順を実行します。

1. 電話システムを設定します。

2. PIMG/TIMG装置を設定します。PIMG/TIMG設定は特定の電話システムに依存するもので
すが、電話システムの設定よりは少ないです。

3. 連携のために Cisco Unity Connectionを設定します。

電話システム、PIMG/TIMG装置、Unity Connectionの設定については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_guides_list.html
にある、該当する Cisco Unity Connectionインテグレーションガイドを参照してください。

ファームウェアの更新

PIMGまたは TIMGユニットの出荷を受け取ったら、ユニットのファームウェアの更新が必要
になる場合があることに注意してください。 PIMG/TIMG管理インターフェイスは、ファーム
ウェアファイルを更新する簡単な方法を提供します。ファームウェアの更新は

http://tools.cisco.com/support/downloads/go/Redirect.x?mdfid=278875240で入手できます (このURL
にアクセスするには www.cisco.comにログインする必要があります)。詳細については、該当
するインテグレーションガイドを参照してください。

シリアル統合

Cisco Unity Connectionは次のシリアルプロトコルをサポートします。

• SMDI

• MCI

• MD-110

PIMG/TIMG装置のシリアルポートは、標準の RS-232シリアルポートとしてではなく、管理
ポートとして設計されました。そのため、電話システムとマスターPIMG/TIMG装置間のデー
タリンクには、カスタムシリアルケーブル (Ciscoから入手可能)が必要です。

ポート容量の増加

PIMG装置には8つのポートがあります。システムポートの容量を増やすために、複数のPIMG
装置をスタックすることができます。たとえば、32個のポートが必要な場合、4台のPIMG装
置をスタックできます。

T1-CASをサポートする回線交換電話網と統合する TIMGユニットは、ラック用に最適化され
たスパンごとに 24個の T1ポートを備えています。シングルスパン、デュアルスパン、およ
びクアッドスパン TIMGユニットを使用できます。
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Unity Connectionクラスタ
PIMG/TIMG連動は、Unity Connectionクラスタアクティブ/アクティブ高可用性をサポートしま
す。構成の変更は、PIMG/TIMGユニットと Unity Connectionサーバの両方で必要です。該当
する Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド (
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html)
に記載されているとおりです。

複数統合のサポート/ブランチオフィスの統合化
PIMG/TIMG装置は、リモートのブランチオフィスサイトで回線交換電話システムをサポート
するために、WANで分離することができます。たとえば、Cisco Unity Connectionを中央集中
型の本社に配置し、本社と支社サイトの両方で回線交換電話システムをサポートすることがで

きます。

たとえば、4つの異なる製造元からの 4つの電話システムがあると想定します (たとえば、
Nortel、Avaya、NEC、および Siemens)、4つの電話システム連携を Unity Connectionサーバで
作成して、4つの電話システムをサポートします。スタンドアロンUnity Connectionサーバは、
4つの電話システムに接続する最大 144個のポートをサポートします。次に例を示します。

•シアトルのサイトでは、15 PIMG装置をスタックして 120ポートをサポートできます。

•ニューヨークのサイトでは、2つのPIMG装置をスタックして 16ポートをサポートできま
す。

•東京のサイトでは、1つの PIMG装置を使用して 4つのポートをサポートできます。

•ダラスのサイトでは、1つの PIMG装置を使用して 2つのポートをサポートできます。

PIMG装置に 8つのポートが装備されている場合でも、各装置で 8つ未満のポートを使用する
こともできます。

リモート電話システムをサポートするために PIMG装置がWANで分離されている場合、適切
な音声コーデックの選択、帯域幅容量の計画、およびQOSの計画が必要です。G.729aおよび
G.711音声コーデックは、PIMG装置および Unity Connectionでサポートされています。 PIMG
ユニットはCiscoデバイスではなくDialogicデバイスであるため、ロケーションベースのCAC
の使用は適用できません。WAN上に PIMGを配置する場合、以下のネットワークと帯域幅の
要件が必要です。

• G.729a音声コーデックの場合、各ボイスメッセージポートに最低 32.76 Kbps (イーサネッ
ト、20バイトのペイロード、5%のオーバーヘッドを想定)の帯域幅が保証されます。

• G.711音声コーデックの場合、各ボイスメッセージポートに対して最低 91.56 Kbps (イー
サネット、160バイトのペイロード、5%のオーバーヘッドを想定)の帯域幅が保証されま
す。

•ネットワークアドレス変換 (NAT)を実装するネットワークデバイスはありません。
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PIMGユニットがWANで分離されている場合は、適切なQOSトラフィックを通じてコール制
御とメディアトラフィックを優先し、PIMGユニットから発信される音声トラフィックをマー
クするようにします。 PIMGユニットの [コール制御QOSバイト]および [RTP QOSバイト]を
次の値に設定します。

• [コール制御 QOSバイト]フィールドで、104を入力します。

• [RTP QOSバイト]フィールドで、184を入力します。

PIMGユニットの [コール制御QOSバイト]および [RTP QOSバイト]フィールドは、QOSビッ
トフラグを表す 10進数値を定義することに注意してください。これらの値は、IPv4 TOSま
たは DiffServ Codepoint (DSCP)のいずれかとして解釈できます。詳細については、Dialogic提
供の『Dialogic 1000および 2000メディアゲートウェイシリーズユーザーガイド』を参照して
ください。

複数の電話システムとの統合
Unity Connectionは、Unity Connectionサーバまたはアクティブ/アクティブサーバのペアごと
にサポートされる最大ポート数まで、必要な数の電話システムをサポートします。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/integration/multiple/b_
cuc14intmultiple.htmlにある『Cisco Unity Connection複数電話システムインテグレーションガイ

ド、リリース 14』を参照してください。

複数の電話システムとの統合の要件

Unity Connectionには、複数電話システムの連動のために、次の要件があります。

•すべての電話システムと Unity Connectionサーバの要件が満たされていること。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイド
s_list.htmlで該当する Cisco Unity Connectionインテグレーションガイドを参照してくださ
い。

•電話システムに接続するために、Unity Connectionサーバには十分な数のボイスメッセー
ジポートがなければなりません。

代替内線番号

各ユーザーのプライマリ内線に加えて、代替内線番号をセットアップすることができます。代

替内線番号は、ユーザーの電話で複数のラインアピアランスを処理するなど、さまざまな理由

で使用できます。代替内線番号を使用すると、代替デバイス (携帯電話、自宅の電話、別の職
場の電話など)から Cisco Unity Connectionに発信することがより便利になります。

代替内線の電話番号を指定すると、Unity Connectionは、プライマリ内線からの通話を処理す
るのと同じ方法で、その番号からのすべての通話を処理します（ANIまたは発信者 IDが電話
システムから Unity Connectionに渡されることが前提です）。これは、Unity Connectionが代
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替電話番号をユーザーアカウントに関連付けることを意味し、その番号から着信があった場

合、Unity Connectionはユーザーにパスワードを入力してログインするように要求します。

代替内線の URIダイヤリング
Unity Connectionは、代替エクステンションのURIを使用したダイヤルをサポートしています。
URIはメールアドレスのように見え、ホスト部分が IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名
である場合、username@host形式に従います。URIは、Uniformリソース識別子であり、ディ
レクトリ番号を識別するために使用される文字列です。そのディレクトリ番号が電話に割り当

てられている場合、Cisco Unity ConnectionはURIを使用して、通話をその電話にルーティング
できます。URIダイヤリングは、URIをサポートする SIPエンドポイントの両方で利用できま
す。

管理者はエンドユーザーのディレクトリ URIを LDAPディレクトリまたは Cisco Unified
Communications Managerから Unity Connectionにインポートできます。

HTTPS、CCI、および Diginetネットワーキングでは、代行内線番号の URIは、ディレクトリ
URIをサポートするノードでのみ複製されます。

（注）

ディレクトリ URI形式
URIは、ユーザーとホストアドレスの間に@記号を置くことによって構成される英数字文字
列です。 URIフィールドの最大長は 40文字です。

Unity Connectionは次の URI形式をサポートします。

• user@domain（例：joe@cisco.com）

• user@ip_address（例：joe@10.10.10.1）

Unity Connectionは、URIのユーザー部分 (@記号の前の部分)で以下の形式をサポートします。

•使用可能な文字は、a-z、A-Z、0-9、!、$、%、&、*、_、+、~、-、=、\、?、\、
‘、,,、.、/、""、{}、[]。 <>。

•ユーザー部分では、大文字と小文字が区別されます。

Unity Connectionは、URIのホスト部分（@記号の後の部分）で以下の形式をサポートします。

• IPv4アドレスまたは完全修飾ドメイン名がサポートされます。

•使用できる文字は、a-z、A-Z、0-9、ハイフン、およびドットです。

•ホスト部分の最初または最後をハイフンにすることはできません。

•ホスト部分に、連続した 2つのドットを含めることはできません。

•最低 1文字必要です。
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•ホスト部分では、大文字と小文字は区別されます。

URIには小文字を使用します。（注）

代替MWI
ユーザーの新しいメッセージがある場合、最大10の内線でMWIをアクティベートするように
Cisco Unity Connectionを設定できます。たとえば、内線 1001に残されたメッセージは、内線
1001および 1002のMWIをアクティベートできます。

Unity ConnectionはMWIを使用して、ユーザーに新しいボイスメッセージを知らせます。MWI
は、新しいメール、FAX、返信メッセージを示すためには使用されません。

集中型ボイスメッセージング
Cisco Unity Connectionは、Avaya DCS、Nortel MCDN、または Siemens CorNetなどの独自のプ
ロトコル、および QSIGや DPNSSなどの標準ベースのプロトコルを含む、さまざまな電話シ
ステム間ネットワークプロトコルをサポートする電話システムを通じた集中型音声メッセージ

ングをサポートします。集中型ボイスメッセージは電話システムとインターフォンシステム

のネットワークの機能であり、ボイスメールではありません。 Unity Connectionは、電話シス
テムとインターフォンシステムのネットワークが適切に設定されている限り、集中型音声メッ

セージングをサポートします。

集中型ボイスメッセージに関連する電話システムについて議論する場合、本質的に2つのタイ
プがあります。

•メッセージセンターPINX：電話システムは音声メッセージシステムをホストします（電
話システムは音声メッセージシステムに直接接続されます）。

•ユーザー PINX：電話システムは音声メッセージシステムから離れています（電話システ
ムは音声メッセージシステムに直接接続されていません）。

集中型ボイスメッセージは、ネットワーク電話システム環境のすべてのユーザーにボイスメッ

セージサービスを提供します。 Unity Connectionはメッセージセンター PINXでホストでき、
メッセージセンター PINXおよびすべてのユーザー PINX電話システムが適切にネットワーク
接続されていることを前提として、エンタープライズ内のすべてのユーザーに音声メッセージ

ングサービスを提供します。

集中型音声メッセージング設定が存在する場合、適切なインターフォンシステムネットワー

キングプロトコルが存在し、次のような最小レベルの機能サポートを提供する必要がありま

す。

•待機メッセージ表示 (MWI)。
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•転送。これにより、正しい発信者/着信者 IDがボイスメッセージシステムに配信されま
す。

•転送先：正しい発信側/着信側 IDが音声メッセージシステムに配信されるようにします。

ボイスメッセージシステムの使用方法によっては、他の機能が必要になる場合があります。た

とえば、自動アテンダントとしても機能している場合、この機能はコールが同じ方向に戻るの

を防ぐため、パス置換が必要です。

すべての電話システムがメッセージセンターPINXとして機能できるわけではありません。こ
の場合、顧客はUnity ConnectionからCisco Unified Communications Managerへの移行を検討し、
Cisco Unified CMをメッセージセンターの PINXとして使用し、回線交換電話システムがユー
ザー PINXとして機能するようにすることを検討してください。

メッセージセンター PINXとして機能する Cisco Unified CMでホストされる集中型ボイスメッ
セージング環境での Unity Connectionの構成に関する情報については、以下を参照してくださ
い。

•アプリケーションノート『Cisco CallManager 4.1-ボイスメールの相互運用性：Cisco Catalyst

6608 T1 Q.SIGとMGCPを使用したメッセージセンター PINXとしてのCisco Unity 4.0(4)と

Cisco CallManager 4.1(2 )の設定』にある
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucme/pbx/interop/notes/414111.pdf

• http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns728/networking_solutions_products_generic_content0900aecd805b561d.html
の Cisco Interoperability Portalで、Cisco Unified Communications Managerと様々な回線交換
電話システムとの間の QSIGトランクを設定するためのアプリケーションノートを参照し
てください。

顧客が Unity Connectionおよび回線交換電話システムによる集中型ボイスメッセージングを展
開している場合、回線交換電話システムが Unity Connectionをホストできるメッセージセン
ターPINXとして機能できるかどうかは顧客次第であることに注意してください。その場合、
顧客は、MWI、転送、宛先変更、パス置換など、必要な機能がサポートされていることも確認
する必要があります。

Cisco Unified CMクラスタ間のインタークラスタートランクは、Annex M.1機能を使用して
QSIGを有効にすることができます。これにより、Unity Connectionを単一の Cisco Unified CM
クラスタと統合できます。 Unity Connectionが統合されるクラスター内のポートは、他のクラ
スター内の電話のMWIオン/オフ専用にすることができます。

Cisco ISR音声ゲートウェイを使用してUnity Connectionを
QSIG対応電話システムと統合する

Unity Connectionは、Cisco ISR音声ゲートウェイを介した QSIG対応の電話システムとの連動
をサポートします。図 9を参照してください。
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図 13 :電話システムと Cisco Unity Connection間の接続

Cisco ISR音声ゲートウェイを使用した QSIG対応の電話システムと Unity Connectionのインテ
グレーションの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/integration/sip-qsig_gw/b_cuc14intqsig.htmlにある『Cisco Unity Connection 14 Cisco ISR音声

ゲートウェイを使用した QSIG対応の電話システムのインテグレーションガイド』を参照して
ください。

追加のインテグレーション情報へのリンク
サポートされているすべてのバージョンの Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco
Unified CM Expressの一覧については、 Cisco Unity Connectionの互換性マトリックスを参照し
てください。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/
b_cucclientmtx.html

その他のサポートされている電話システムの連携の最新リストについては、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_ガイドs_list.html
で該当する『Cisco Unity Connectionインテグレーションガイド』を参照してください。

Unity Connectionは同時に 1つまたは複数の電話システムと連携できます。詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/integration/multiple/b_
cuc14intmultiple.htmlにある『Cisco Unity Connection複数電話システムインテグレーションガイ

ド、リリース 14』を参照してください。
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第 11 章

Cisco Unity Connectionクラスタ (アクティ
ブ/アクティブ高可用性)

Cisco Unity Connectionクラスタ（アクティブ/アクティブの高可用性）と災害復旧は、システム
停止や災害時に音声メッセージサービスを維持するための2つの重要な顧客要件です。災害復
旧の詳細は、ディザスタリカバリシステムと COBRAS（135ページ）の章を参照してくださ
い。

Unity Connectionクラスタ機能はCisco Business Edition 6000/7000でのみサポートされています。（注）

• Unity Connectionクラスタの概要（127ページ）
•パブリッシャサーバ（128ページ）
•サブスクライバサーバ（129ページ）
• Unity Connectionクラスタの要件（129ページ）
• Unity Connectionサーバが処理する通話の負荷分散（131ページ）
• Unity Connectionクラスタのクライアントの負荷分散（133ページ）
•ダイヤルアウトボイスメッセージポートの構成（133ページ）
•詳細情報（134ページ）

Unity Connectionクラスタの概要
Unity Connectionは、高可用性と冗長性を提供するために、2つの Unity Connectionサーバのク
ラスター構成をサポートしています。 Unity Connectionサーバは、通話、HTTP、および IMAP
要求を処理します。 Unity Connectionクラスタで 1つのサーバだけが機能している場合、残り
のサーバがUnity Connectionクラスタのすべての通話、HTTP要求、IMAP要求を処理すること
で、システム機能を保持します。 Unity Connectionクラスタの各サーバには、Unity Connection
クラスタのすべての通話を処理するのに十分な数のボイスメッセージポートが必要であるこ

とに注意してください。

インストールされる最初のサーバが Unity Connectionクラスタのパブリッシャサーバです。イ
ンストールされた 2番目のサーバがサブスクライバーサーバです。これらの用語は、インス
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トール時のデータベースの関係を定義するために使用されます。役割の分離は、常に1つのパ
ブリッシャサーバと複数のサブスクライバサーバが存在する Cisco Unified Communications
Managerクラスタスキーマと一致しています。 Unity Connectionは Cisco Unified CMプラット
フォーム上で動作することに注意してください。ただし、Cisco Unified CMクラスタとは異な
り、Unity ConnectionはUnity Connectionクラスタで 2つのUnity Connectionサーバのみをサポー
トします。

アクティブ-アクティブモードのパブリッシャサーバーでのみプロビジョニングを実行し、ク
ラスタがフェイルオーバーした場合にはサブスクライバ（プライマリ代理）で実行することを

お勧めします。ユーザー PIN/ウェブアプリケーションのパスワード変更およびパスワード設
定の変更は、アクティブ-アクティブモードのパブリッシャサーバでプロビジョンされる必要
があります。

（注）

Cisco Unified CMと統合された Unity Connectionクラスタのネットワーク図については、図表
を参照してください。

Unity Connectionクラスタサーバペアは、最大 20,000人のユーザーをサポートします。この
設定では、両方のサーバーがアクティブの場合、それぞれが最大250の音声メッセージポート
をサポートでき、合計で 500の音声メッセージポートになります。 1つのサーバのみがアク
ティブである場合、ポート容量は最大 250ポートに減らされます。

Unity Connectionクラスタのキャパシティプランニングの詳細については、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco

Unity Connection 14でサポートされているプラットフォームのリスト』を参照してください。

1つのUnity Connectionクラスタサーバペアは、最大 20,000の IMAPアイドル状態のクライア
ント (250セッション)をサポートします。Unity Connectionサーバに接続する IMAPクライア
ントが IMAPアイドルをサポートしない場合、これらの各クライアントは 4つの IMAPアイド
ル状態のクライアントとしてカウントする必要があります。たとえば、4つの非 IMAPアイド
ル状態のクライアントを展開することは、16つの IMAPアイドル状態のクライアントを展開す
ることと同じです。

（注）

パブリッシャサーバ
パブリッシャサーバはUnity Connectionクラスタで必要です。また、Unity Connectionクラスタ
サーバペアで存在できるパブリッシャサーバは1つのみです。パブリッシャサーバは最初にイ
ンストールされるサーバであり、Unity Connectionクラスタサーバペアのサブスクライバサー
バにデータベースとメッセージストアサービスを提供します。

Unity Connectionクラスタサーバーペアのインストールについては、https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/install_upgrade/guide/b_14cuciumg.htmlにある『Cisco Unity
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Connectionインストール、アップグレード、メンテナンスガイド、リリース 14』の「Cisco
Unity Connectionをインストールする」の章を参照してください。

ベストプラクティスとして、大部分のクライアントトラフィック（IMAPおよびCisco Personal
Communications Assistantなど）および管理トラフィック（Cisco Unity Connection Administration、
一括管理ツール、バックアップ操作など）をUnity Connectionクラスタサーバーペアのパブリッ
シャサーバーに転送する必要があります。しかし、発信トラフィックの大部分は、たとえば、

SCCP、SIP、PIMG/TIMGなどはパブリッシャサーバーではなく、Unity Connectionクラスタ
サーバーペアのサブスクライバサーバーに向けられる必要があります。必要に応じて、追加の

通話トラフィックをパブリッシャサーバーに向けることができますが、通話トラフィックは最

初にサブスクライバサーバーに向ける必要があります。

サブスクライバサーバ
Unity Connectionクラスタサーバのペアにサブスクライバーサーバをインストールする場合、
パブリッシャサーバの IPアドレスまたはホスト名を指定します。ソフトウェアのインストー
ル後、サブスクライバーサーバは、データベースとメッセージストアのコピーを取得するため

に、パブリッシャーサーバにサブスクライブします。 1つの Unity Connectionクラスタサーバ
ペアには、1つのサブスクライバーサーバしか存在できません。

ベストプラクティスとして、大部分の通話トラフィック (たとえば、SCCP、SIP、または
PIMG/TIMG)を Unity Connectionクラスタサーバペアのサブスクライバーサーバに転送する
必要があります。必要に応じて、追加の通話トラフィックをパブリッシャサーバーに向けるこ

とができますが、通話トラフィックは最初にサブスクライバサーバーに向ける必要がありま

す。ほどんどのクライアントトラフィック（IMAPおよびCisco Personal Communications Assistant
など）および管理トラフィック（Cisco Unity Connection Administration、一括管理ツール、バッ
クアップ操作など）は Unity Connectionクラスタサーバーペアのパブリッシャサーバーに転送
する必要があります。必要に応じて、追加のクライアントと管理トラフィックをサブスクライ

バサーバーに向けることができますが、クライアントと管理トラフィックは、最初にパブリッ

シャサーバーに向ける必要があります。

Unity Connectionクラスタの要件
現在のUnity Connectionクラスタ要件については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/requirements/b_14cucsysreqs.htmlにある『Cisco Unity Connectionシステム要
件、リリース 14』を参照してください。

以下は、クラスター内の両方のサーバが別の建物またはサイトにある場合の要件です。

•両方のサーバーは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
supported_platforms/b_14cucspl.htmlの「Cisco Unity Connection 14対応のプラットフォーム

リスト」に従った仕様を満たす必要があります。

• 2つの仮想マシンを持つクラスタの場合、両方が同じ仮想プラットフォームオーバーレイ
を持つ必要があります。
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•各 Unity Connectionサーバーの音声メッセージングポート数に応じて、接続のパスには、
定常状態のふくそうがなく、次の帯域幅が保証されている必要があります

•各サーバーの音声メッセージングポートが 50の場合：7 Mbps

•各サーバーの音声メッセージングポートが 100の場合：14 Mbps

•各サーバーの音声メッセージングポートが 150の場合 － 21 Mbps

•各サーバーの音声メッセージングポートが 200の場合 － 28 Mbps

•各サーバーの音声メッセージングポートが 250の場合 － 35 Mbps

上記の帯域幅の数値は、2つのサーバ間の同期トラフィックに関
して、アクティブ-アクティブクラスターの適切な動作を保証す
るためのガイドラインとして意図されています。ネットワークの

混雑、CPU使用率、メッセージサイズなどの他の条件により、ス
ループットが予想よりも低くなる可能性があります。呼制御およ

び通話品質要件は、上記のガイドラインに追加され、
http://www.cisco.com/en/US/solutions/ns340/ns414/ns742/ns818/landing_uc_mgr.html
にある、該当する Cisco Unified Communications SRNDで記載され
ている帯域幅の推奨事項を使用して計算する必要があります。

（注）

•サブスクライバーとパブリッシャーの両方が通話に応答する場合、往復の遅延の最大値は
100 ms以下でなければなりません。パブリッシャーのみが通話に応答し、サブスクライ
バーはアイドル状態ですが、パブリッシャーと複製している場合、最大往復遅延は150 ms
以下でなければなりません。

•ネットワークは Unity Connectionサーバへの接続に次の負荷分散技術を使用する必要があ
ります。

• Unity Connectionサーバには、最初に Unity Connectionパブリッシャサーバで共通の
DNS名が割り当てられます。

•すべてのユーザークライアントと管理者セッションは Unity Connectionパブリッシャ
サーバに接続します。 Unity Connectionパブリッシャサーバが機能を停止した場合、
ユーザーのクライアントと管理者セッションは Unity Connectionサブスクライバサー
バに接続する必要があります。

•電話システムは、着信通話を Unity Connectionサブスクライバサーバにルーティング
しようとする必要があります。着信に応答するためのボイスメッセージポートが

Unity Connectionサブスクライバサーバにない場合、電話システムは通話を Unity
Connectionパブリッシャサーバにルーティングする必要があります。

•ファイアウォールのTCPおよびUDPポートは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx.htmlにある「Cisco Unity Connectionセキュ
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リティガイド、リリース 14」の「Cisco Unity Connectionが必要とする IP通信」の章に記
載されているように開いている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバーに同じソフトウェアとエンジニアリング特別バージョン
がインストールされている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで同じ機能と構成が有効になっている必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバは、同じタイムゾーンになるように構成する必要がありま
す。

•両方の Unity Connectionサーバは同じ電話システムに接続する必要があります。

• Unity ConnectionサーバにデュアルNICが含まれる場合、各Unity Connectionサーバの 2つ
の NICは単一の IPアドレスを使用してフォールトトレランスのために設定されるか、ま
たは NICの 1つを無効にする必要があります。ネットワーク負荷分散のために異なる IP
アドレスを持つ 2つの NICの設定はサポートされていません。

• Unity Connectionの以前のバージョンをサポートしている選択済みサーバーには、メモリ
のアップグレードが必要です。サーバでメモリのアップグレードが必要かどうかを判断す

るには、 Cisco Unity Connection 14サポートされているプラットフォームのリストで該当

するサーバの表を参照してください。

• Unity Connectionの以前のバージョンをサポートしている一部のサーバーでは、交換用の
ハードディスクがあります。サーバでハードディスクの交換が必要かどうかを判断するに

は、 Cisco Unity Connection 14サポートされているプラットフォームのリストの該当する

サーバの表を参照してください。

• Unity Connectionクラスタ機能は、Cisco Business Editionでの使用をサポートしていませ
ん。

Unity Connectionサーバが処理する通話の負荷分散
Unity ConnectionサーバーがUnity Connectionクラスタで処理する通信の負荷を分散することは
可能ですが、通信トラフィックのほとんどはサブスクライバサーバーに転送される必要があり

ます。この構成は、サブスクライバサーバでのみ通話トラフィックを許可する Cisco Unified
Communications Managerクラスタモデルに従います。

Cisco Unified Communications Manager（Skinny Client Control Protocol
（SCCP）経由）

Skinny Client Control Protocol（SCCP）により Unity Connectionと Cisco Unified CMを統合する
場合、以下のいずれかの方法を使用して、Cisco Unity Connectionサーバーペアが処理する音声
トラフィックのバランスを取ることができます。

• Cisco Unified Communications Manager Administration（[通話ルーティング（Call Routing）]
> [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line Group）]ページ）で、Unity

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
131

Cisco Unity Connectionクラスタ (アクティブ/アクティブ高可用性)

Unity Connectionサーバが処理する通話の負荷分散

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx/b_14cucsecx_chapter_00.html


Connectionクラスタの両方のサーバーで着信に応答するポートのディレクトリ番号を含む
回線グループの配信アルゴリズムとして [トップダウン（Top Down）]を使用します。

Unity Connection管理では、同じデバイス名プレフィックスを共有するすべてのポートは
1つのポートグループにあります。 (異なるデバイス名プレフィックスを共有するポート
がある場合、それらは別のポートグループに属している必要があります。)表示名に最も
小さい番号を持つ応答ポートから、半分の応答ポートをサブスクライバサーバーに割り当

て、サブスクライバサーバーがほとんどの着信呼び出しに応答できるようにします。残り

の応答ポートをパブリッシャサーバーに割り当てます。次に、表示名に最も小さい番号を

持つダイヤルアウトポートから開始し、ダイヤルアウトポートの半分をプライマリサー

バーに割り当て、プライマリサーバーがMWIと通知呼び出しを処理できるようにします。
残りのダイヤルアウトポートをサブスクライバサーバーに割り当てます。

• Cisco Unified Communications Manager Administration（[通話ルーティング（Call Routing）]
> [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line Group）]ページ）で、Unity
Connectionクラスタの両方のサーバーで着信に応答するポートのディレクトリ番号を含む
回線グループの配信アルゴリズムとして [最長アイドル時間（Longest Idle Time）]を使用
します。

Unity Connection管理では、すべてのポートが単一のポートグループにあります。応答ポート
とダイヤルアウトポートの最初の半分はパブリッシャサーバに割り当てられ、残りのポートは

Unity Connectionクラスタのサブスクライバサーバに割り当てられます。

次のCLIコマンドを使用すると、「ブラインド転送呼び出しタイマー」カウンターを設定でき
ます。

run cuc dbquery unitydirdb execute procedure
csp_ConfigurationModify(pFullName='System.Telephony.WaitForBlindTransferLongTimeoutMs',pvaluelong='1000')

（注）

CLIコマンドの詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlにある該当する
『Cisco Unified Communications Solutionsのコマンドラインインターフェイスリファレンスガ
イド』を参照してください。

SIPトランク経由の Cisco Unified Communications Manager
SIPトランクを介して Cisco Unified CMと統合する場合、Unity Connectionクラスタサーバペ
アが以下のいずれかの方法を使用して処理する音声トラフィックのバランスを取ることができ

ます。

• Cisco Unified CMのルートリストを使用します。

• DNS-SRV – RFC 2782を使用します。

• SIPゲートウェイ DNS-SRVを使用します。
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PIMG/TIMG装置を通じた TDMベース (回路交換)電話システム
PIMG/TIMG装置を介して TDMベースの回線交換電話システムとを統合する場合、次のいず
れかの方法を使用して、Unity Connectionクラスタサーバペアが処理する音声トラフィックの
負荷を分散できます。

• PIMG/TIMGユニットのロードバランシングをオンにします。

• TDMベースの PBXで負荷分散を使用します。

PIMG/TIMGユニットのフォールトトレランスをオンにする必要
があります。これにより、PIMG/TIMGユニットは、一方のサー
バが通話に応答できない場合に、Unity Connectionクラスターのい
ずれかのサーバに通話をリダイレクトできます。

（注）

Unity Connectionクラスタのクライアントの負荷分散
Unity Connectionクラスタサーバーのペアが処理するクライアントリクエストと管理者リクエ
ストのバランスを取ることは可能ですが、ほとんどのクライアントと管理者トラフィックはパ

ブリッシャサーバーに向けるべきです。

クライアントの要求を分散するには、DNS Aレコードを使用する必要があります。 DNS Aレ
コードを使用すると、クライアントの DNSルックアップでいずれかのサーバをラウンドロビ
ン方式で解決できます。

Unity Connectionクラスタサーバペアの 1つのサーバが機能を停止し、フェイルオーバーが発
生した場合、Cisco PCAおよび IMAPクライアントなどのクライアントは、ログインして再度
認証する必要がある場合があります。

DNSを使用して複数の Aレコードでロードバランシングを行うことはできません。この方法
では、サーバの可用性が考慮されないからです。たとえば、Unity Connectionクラスタサーバ
ペアのサーバの 1つが機能を停止した場合などです。 DNSサーバは、Aレコードにリストさ
れているサーバ IPアドレスの可用性を判断できません。クライアントは、Unity Connectionク
ラスタサーバのペアで機能しているUnity Connectionサーバに接続する前に、DNS解決を複数
回試みる必要がある場合があります。

（注）

ダイヤルアウトボイスメッセージポートの構成
クラスター内の各 Unity Connectionサーバには、いずれかのサーバが停止した場合に備えて、
以下のダイヤルアウト機能用にボイスメッセージポートを指定する必要があります。
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•メッセージ待機インジケータ（MWI）を送信します。

•メッセージ通知を実行します。

•電話録音と再生（TRAP）接続を許可します。

ベストプラクティスとして、適切な数のボイスメッセージポートをこれらのダイヤルアウト

機能専用にする必要があります。これらの専用ダイヤルアウトポートは、着信通話を受信した

り、通話に応答するために有効にすべきではありません。

詳細情報
•クラスタとさまざまな電話システム連携をサポートするための Unity Connectionポートお
よびポートグループの設定については、該当するCisco Unity Connectionインテグレーショ
ンガイド ( http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/products_installation_and_configuration_
ガイドs_list.html)を参照してください。

•クラスタをサポートするための Unity Connectionクライアントの設定については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/install_upgrade/guide/b_
14cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connectionインストール、アップグレード、メンテナ
ンスガイド、リリース 14』の「Cisco Unity Connectionクラスタを設定する」の章を参照し
てください。
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第 12 章

ディザスタリカバリシステムと COBRAS

災害復旧計画では、顧客が災害に備えてCisco Unity Connectionを適切にバックアップすること
が不可欠です。 Unity Connectionのバックアップと復元には、次の 2つのツールを使用する必
要があります。

•ディザスタリカバリシステムと COBRAS（135ページ）

ディザスタリカバリシステムと COBRAS
災害復旧計画では、顧客が災害に備えてCisco Unity Connectionを適切にバックアップすること
が不可欠です。 Unity Connectionのバックアップと復元には、次の 2つのツールを使用する必
要があります。

災害復旧システム (DRS)
ディザスタリカバリシステム（DRS）は、[Cisco Unified Communications Manager管理（Cisco
Unified Communications Managerアドミニストレーション）]から呼び出すことができるシステ
ムで、完全なデータバックアップおよび復元の機能を提供します。 Disaster Recovery System
により、手動または定期的にスケジュールされた自動データバックアップを実行することがで

きます。

ディザスタリカバリシステムには、次の機能があります。

•バックアップおよび復元タスクを実行するためのユーザーインターフェイス。

•バックアップおよび復元機能を実行するための分散システムアーキテクチャ。

•バックアップのスケジューリング。

•物理テープドライブまたはリモート SFTPサーバーのアーカイブバックアップ

災害復旧システムの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/install_upgrade/guide/b_14cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connectionインストー
ル、アップグレード、メンテナンスガイド、リリース 14』の「Cisco Unity Connectionコンポー
ネントをバックアップ、復元する」の章を参照してください。
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Ciscoオブジェクトのバックアップと復元のアプリケーションスイー
ト（COBRAS）

Cisco Object Backup and Restore Application Suite（COBRAS）は、管理者がすべてのユーザー、
コールハンドラ、インタビュー受話者、公開配布リスト、スケジュール、ルーティングルール

情報をバックアップし、その情報の一部またはすべてを別のCisco Unity Connectionサーバーに
復元できるように設計されたツールセットです。特に、部分的な復元、バックアップ時とは異

なるバージョンまたは製品への復元、複数のシステムバックアップからのデータの「マージ」

を可能にするように設計されています。

COBRASの使用に関する詳細な情報は、次の COBRASヘルプを参照してください
http://www.ciscounitytools.com/Applications/General/COBRAS/COBRAS.html。
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第 13 章

ビデオメッセージ

Cisco Media Senseのサポートも終了しているため、Unityはユーザーにビデオメッセージ機能
を提供しなくなります。Cisco Media Sense EOLの詳細は、
https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/customer-collaboration/mediasense/eos-eol-notice-c51-738857.html
を参照してください。

（注）

Unity Connection 11.5 (1)以降、音声メッセージに加えて、ユーザーまたは外部の発信者は、ビ
デオが有効なエンドポイントを使用して別のユーザーにビデオメッセージを送信することもで

きます。ビデオメッセージを録画して送信するには、次のことを確認してください:

•ユーザーの Unity Connectionでビデオメッセージが有効になっていること。
•エンドポイントのビデオが有効になっていること。

サポートされているビデオエンドポイントの詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
にある『Cisco Unity Connection互換性マトリクス』の「ビデオ互換性マトリクス」の項を参照
してください。

ユーザーまたは外部の発信者は、応答なし (RNA)の場合にのみ、ビデオメッセージを別のユー
ザーに送信できます。ビデオが有効なユーザーが通話処理の内線にダイヤルすると、通話は音

声通話のままになります。これは、通話処理者がビデオサービスアカウントを持たず、どの

サービスクラスにも関連付けられていないためです。

ユーザーが Unity Connectionにログインすると、ビデオメッセージがユーザーに対して有効に
なっていても、ビデオメッセージを作成することはできません。ユーザーが再生できるのは、

ユーザーまたは外部の発信者から受信したビデオメッセージのみです。

（注）

ユーザーまたは外部の発信者が他のユーザーにビデオメッセージを送信する場合のビデオメッ

セージのアーキテクチャを示す次の図を考えてみます。
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図 14 :ビデオメッセージングのアーキテクチャ

上の図では、ユーザーまたは外部からの発信者ユーザー Aがユーザー Bの内線番号にダイヤ
ルしますが、ユーザーBはその呼び出しに応答しません。これがRNAの状況を指します。こ
れで、Unity Connectionで設定されたユーザーBのメールボックスに通話が転送され、ユーザー
Bのビデオグリーティングが再生されます。グリーティングが再生された後、ユーザー Aは
ビデオメッセージを録画してユーザーBに送信します。メッセージはユーザーBのメールボッ
クスに保存されます。ユーザーAが送信したビデオメッセージにアクセスするには、ユーザー
Bは Unity Connectionのメールボックスにサインインします。

ビデオメッセージが有効なユーザーまたは外部の発信者がメッセージを録画した場合、ビデオ

コールが確立されるかどうかは、エンドポイントによって異なります。たとえば、ユーザーが

カメラのシャッターを閉じた状態で Cisco 8865または 8845シリーズのビデオ電話でメッセー
ジを録音しても、メッセージのビデオストリーミングは行われません。しかし、他のエンド

ポイントでは、空白のビデオが録画されます。

（注）

ビデオメッセージの管理の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
connection/14/user/guide/phone/b_14cucugphone.htmlにある『Cisco Unity Connection電話インター

フェイスユーザーガイド（リリース 14）』の「ビデオメッセージを管理する」の章を参照し
てください。

ビデオメッセージは、ユーザーに対して [サインイン試行]、[子サインイン]、[転送試行]、およ
び [グリーティングの管理]ルーティングルールが設定されている場合にもサポートされます。

•ビデオグリーティング（139ページ）
•ビデオのプラットフォームサポート（139ページ）
•空白ファイル（140ページ）
•ビデオ操作（140ページ）
• Cisco VCSの相互運用性（142ページ）
•ビデオグリーティングが有効なコールハンドラ（142ページ）
•制約事項（142ページ）
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ビデオグリーティング
ビデオグリーティング機能により、ユーザーはビデオ対応エンドポイントからビデオ形式でグ

リーティングを記録できます。ユーザーまたは外部の発信者は、ビデオが有効なエンドポイン

ト（ビデオディスプレイ付き電話機など）から Unity Connection内のビデオが有効なユーザー
のメールボックスに発信する場合にのみ、ビデオグリーティングにアクセスできます。ただ

し、非ビデオ対応のエンドポイントから発信する場合、発信者はビデオグリーティングの音声

部分にしかアクセスできません。外部の発信者用のビデオグリーティングは、サブスクライブ

しているユーザーのサービスクラスを通じて有効にできます。

次の 6種類のパーソナルビデオグリーティングを録画して再生することができます。

•標準
•ビジー
•代替
•内線（Internal）
•終了（Closed）
•祝日（Holiday）

エラーグリーティングは音声のみとして再生されます。（注）

ビデオのプラットフォームサポート
ビデオメッセージは 7 vCPU OVAでのみサポートされます。各Unity Connectionサーバスタン
ドアロンまたはクラスターは、最大 20のビデオコールの同時進行をサポートできます。

また、MediaSenseは、より大きな7vCPU OVAを使用して展開する必要があります。MediaSense
は単一のサーバとしてインストールする必要があり、クラスタの一部にすることはできませ

ん。 Unity Connectionクラスタまたは単一サーバは、MediaSenseサーバと統合できます。

ビデオメッセージは、共存するUnity Connectionアクティブ-アクティブクラスタ展開とWAN
を介した Unity Connectionアクティブ-スタンバイクラスタ展開の両方でサポートされていま
す。ビデオメッセージはWANを介したアクティブ-アクティブクラスター展開ではサポート
されていません。

（注）

MediaSenseサーバは、サーバ間の 1 Gbps接続と 10ms未満の往復時間 (RTT)遅延を持つ Unity
Connectionと共存する必要があります。 Unity Connectionは今後のリリースで帯域幅と遅延の
大きいリンクについてさらにプロファイリングし、より幅広い展開オプションを可能にしま

す。
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ビデオメッセージの録音中に、Unity ConnectionとMediaSense間の通信が失われると、その
コールは音声に変換されます。MediaSenseからの応答がないためにビデオコールが音声に変
換された場合、ビデオとして再度復元することはできません。

（注）

空白ファイル
一部のビデオ端末では動作が異なるため、ビデオメッセージ機能には「ブランキング」ファイ

ルが使用されます。ブランキングファイルは、Unity ConnectionおよびMediaSenseがビデオ
を送信しない場合に、ビデオ RTPストリームを埋めます。ブランキングファイルがないと、
デバイスのビデオウィンドウが閉じるか、画面上で最後に受信したビデオフレームがフリーズ

する可能性があります。

サンプルのブランキングファイルは、

http://www.ciscounitytools.com/Applications/MediaSense/VideoBlankingFiles/にあります。

このファイルは、Unity Connectionと統合されているMediaSenseにアップロードする必要があ
ります。

タイトル: CiscoUnityConnectionLogo.mp4

説明： <Enter a brief description>

ファイル名: CiscoUnityConnectionLogo.mp4

ブランキングファイルは、解像度 640x360 (360p)、毎秒 30フレームのH.264コーデックを使用
するMP4ビデオファイルである必要があります。ブランキングファイルには、空または null
の音声トラックを含める必要があります。MediaSenseには音声トラックが必要です。しかし、
ビデオメッセージの使用中にユーザーの邪魔にならないように、ブランキングファイルは無音

状態にしておくことをお勧めします。

「ビデオグリーティングの操作」の項の Cisco Unified Communications Managerの地域設定によ
り、ビデオグリーティングとメッセージの空白ファイルは平均または一定のビットレート

600kbpsで録画される必要があります。これにより、管理者はビデオメッセージング展開の帯
域幅要件をより適切に計算できます。

ビデオ操作
Unity Connectionは、SIPトランク連動でのみビデオメッセージをサポートします。MediaSense
と Unity Connectionにより、最大 1080p（1920x1080）までのビデオグリーティングとメッセー
ジの録画が可能です。しかし、ビデオ対応の電話ポートフォリオ全体で限定的な互換性を提供

します。また、MediaSenseは非1080pビデオデバイスの解像度を下げるためのビデオトランス
コーディングをサポートしていないため、これはサポートされている設定ではありません。ビ

デオのグリーティングとメッセージを 360pに制限するために、Unity Connectionは
Communications Managerの地域設定を利用します。 Unity Connection SIP Trunkは、Unity
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Connectionを呼び出してビデオグリーティングとメッセージを期待するビデオ対応デバイスを
含む他のすべてのリージョンと以下の関係設定を持つリージョンに配置する必要があります。

音声コーデックの優先リスト：（デフォルトまたは管理者の基本設定）

最大音声ビットレート: 64 kbps

ビデオコールの最大セッションビットレート: 600kbps

イマーシブビデオコールの最大セッションビットレート: 600kbps

Unity Connection 10.5 (2)以降では、管理者は次のサポートされているビデオ解像度のいずれか
を設定できます。

• 360p (640x360)

• 480p (720x480)

• 720p（1280 X 720）

• 1080p（1920x1080）

新しくサポートされたビデオ解像度により、Unity Connectionはさまざまなビデオ対応電話ポー
トフォリオをサポートできますが、MediaSenseはビデオトランスコーディングをサポートし
ません。管理者は、Cisco Unity Connectionの管理で選択されたビデオ解像度に応じて、Cisco
Unified CMのビデオ地域設定を構成する必要があります。Cisco Unity Connection Administration
>ポートグループ（Port Group）>ポートグループの基本（Port Group Basics）>広告の変更
（Change Advertising） >ビデオの解像度（Video Resolution）に移動します。

WAN接続を介したアクティブ/スタンバイ Unity Connectionクラスタ展開では、MediaSenseと
共存していない Unity Connectionサーバーへの SIPトランクに次のリージョン設定を使用しま
す。これにより、セカンダリノードを使用したビデオグリーティングが無効になります。音

声のみのグリーティングは引き続き機能します。

音声コーデックの優先リスト：（デフォルトまたは管理者の基本設定）

最大音声ビットレート: 64 kbps

ビデオコールの最大セッションビットレート: [なし]を選択します

イマーシブビデオコールの最大セッションビットレート: [なし]を選択します

これらの設定により、Ciscoビデオ対応電話ポートフォリオ全体で最大の互換性が確保され、
ビデオメッセージングの使用において可能な限り最高のエクスペリエンスが提供されます。

ビデオのグリーティングまたはメッセージを録音するとき、音声とビデオの RTPストリーム
は両方とも Unity Connectionに直接送信されます。 Unity Connectionは音声 RTPストリームを
ビデオのグリーティングまたはメッセージの音声のみのバージョンとしてローカルに保存し、

音声とビデオのRTPストリームを記録のためにMediaSenseにフォークします。Unity Connection
はMediaSenseに、ビデオグリーティングまたはメッセージをUnity Connectionにストリーミン
グし、そこからデバイスにフォークするように指示します。これは、デバイスがビデオに対応

している場合の再生についてです。MediaSenseが利用できない、またはビデオのグリーティ
ングやメッセージを再生できない場合、あるいは Unity Connectionを発信するデバイスがビデ
オに対応していない場合、Unity Connectionは録画されたビデオのグリーティングやメッセー
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ジの音声のみを再生します。音声のみのグリーティングまたはメッセージは、ビデオのグリー

ティングまたはメッセージの音声トラックです。音声のみの発信者とビデオが有効な発信者に

対して異なる挨拶を使用することができます。

Cisco VCSの相互運用性
Unity Connectionチームは、VCS経由での通話、またはVCSに登録されているデバイスからの
通話をテストしていないため、これらの通話フローはサポートされていません。現在、Unity
Connectionチームは、VCSに登録された特定のデバイスでビデオがネゴシエートされず、音声
のみのグリーティングが再生または録音される問題を認識しています。現在サポートされてい

ませんが、VCSを通じて発信するCisco Unified CM登録済みデバイスは、通常、新しいビデオ
メッセージまたはグリーティングを再生および録画できます。

ビデオグリーティングが有効なコールハンドラ
Unity Connection 11.xでは、ユーザーはコールハンドラのビデオグリーティングを録画できま
す。コールハンドラの音声とビデオのグリーティングは、コールハンドラに割り当てられた

所有者のみが録音できます。

制約事項
ビデオメッセージは以下のシナリオではサポートされていません。

• IPv6形式
•ディスパッチとブロードキャスト
• SCCP連携
•音声ユーザーインターフェイス (VUI)
•クロスボックス転送
•クロスボックスログイン
•ディレクトリハンドラ
•インタビューハンドラ
•システムコールハンドラー

ビデオメッセージングを有効にする詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.htmlにある『Cisco Unity Connectionシス
テムアドミニストレーションガイド、リリース 14』の「ビデオ」の章の「ビデオグリーティ
ングとマッサージングの設定タスクリスト」の項を参照してください。
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サードパーティ FAXサーバーの統合

• Third-Party Fax Servers Integration（143ページ）

Third-Party Fax Servers Integration

はじめに

Cisco Unity Connectionはサードパーティの FAXサーバをサポートしています。

• OpenText Fax Serverおよび RightFax Edition詳細については、https://www.opentext.com/
products/faxを参照してください。

• Sagemcom Xmedius Fax SPバージョン 6.5.5。詳細については、https://www.opentext.com/
about/brands/xmediusを参照してください。

サードパーティ FAXサーバの概要
Unity Connectionは、Simple Mail Transport Protocol (SMTP)を通じて直接、サードパーティの
FAXサーバと対話します。着信ファックスはサードパーティのファックスサーバによって受
信され、SMTPを通じて Unity Connectionサーバにルーティングされます。同様に、FAXのレ
ンダリングおよび送信では、FAXは SMTPを通じてサードパーティの FAXサーバにルーティ
ングされます。

サードパーティの FAXサーバーに送信される FAXまたは電子メールに添付ファイルが含まれ
る場合、Unity Connectionはセットアップ時に選択されたファイル名拡張子のリストに一致す
る添付ファイルのみを送信します。サードパーティ FAXサーバーは、.dcx、.tif、および .txt
ファイルをサポートします。サードパーティ FAXサーバでもサポートされている他のファイ
ル拡張子を追加できます。

FAXマシンに送信できなかった添付ファイルのファイル名は、メッセージの下部に表示されま
す。
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サードパーティ FAXサーバの管理
FAXサービスの管理は、Cisco Unity Connection Administrationではなく、サードパーティのFAX
サーバーで実行されます。サードパーティの FAXサーバーの管理を使用して次の機能を処理
します。

•受信ファックスメッセージをユーザーのメールボックスにルーティングする。

•受信 FAXメッセージを管理およびログする。

•送信 FAXメッセージを管理およびログする。

•レポートの実行、送付状の作成、最小コストルーティングの評価などの追加機能。

Cisco Unity Connection Administrationを使用して、サードパーティの FAXサーバーまたはサー
ドパーティの FAXサーバーが提供するサービスを管理するためには一切使用されません。

ユーザー別の FAXメッセージを管理する
サードパーティの FAXサーバーを Unity Connectionと統合すると、ユーザーは表 15-1に記載
されているクライアントを使用して FAXメッセージを管理できます。電話または受信箱から
FAXメッセージを管理するなどの場合、ユーザーをサードパーティ FAXサーバに追加してお
く必要があります。

表 10 : FAXメッセージの管理に使用されるクライアント

詳細クライアントアプリケー

ション

ユーザーは、電話で Unity Connectionにサインインすると、他のメッ
セージと共にリストされている新着ファックスメッセージを聞くこと

ができます。 FAXメッセージの場合、Unity Connectionはメッセージ
のプロパティ（送信者、日付、時刻など）と注釈のみを再生します。

FAX自体のコンテンツは再生されません。ユーザーは FAXメッセー
ジを別のユーザーに転送したり (メッセージがプライベートとしてマー
クされていない場合)、FAXにボイスメッセージで返信したりできます
(FAXメッセージが別のユーザーからのものである場合)。

ユーザーは自分の FAX番号を追加または変更できます。

システムにファックスサーバがあり、発信ファックス番号が設定され

ている場合、ユーザーはファックスメッセージをファックスマシンに

送信することができます。 FAXメッセージに添付ファイルがある場
合、Unity Connectionはセットアップ中に指定されたファイル拡張子を
持つ添付ファイルだけをレンダリングします。他のファイル拡張子を

持つ添付ファイルは削除され、Unity Connectionは FAXメッセージの
最後にファイル名を一覧表示します。

Unity Connectionの電話
メニュー
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詳細クライアントアプリケー

ション

ユーザーは新しい FAXメッセージの通知を電話またはポケットベルで
受け取ることができます。ユーザーは電話で通知デバイスを有効にで

きますが、次の作業を行うには、Messaging Assistantを使用する必要が
あります。

• FAXメッセージの着信通知をセットアップする。

•選択した通知デバイスの通知スケジュールをセットアップします。

Messaging Assistant

サードパーティの IMAPクライアントは、FAXメッセージをダウンロー
ドできます。サードパーティの IMAPクライアントワークステーショ
ンでファックスメッセージを表示するには、ワークステーションにサー

ドパーティファックスサーバのクライアントビューアアプリケーショ

ンがインストールされている必要があります。または、クライアント

ワークステーションでのファックスメッセージの表示がサポートされ

ている必要があります。

ボイスメッセージを転送するのと同じ方法で FAXメッセージを別の
ユーザーに転送したり、FAXメッセージが別のユーザーからのもので
ある場合は、ボイスメッセージで返信することができます。FAXメッ
セージの場合、ユーザーはメッセージツールバーのボタンを使用して、

メールメッセージを処理するのと同じ方法でメッセージを管理できま

す。

サードパーティの IMAP
クライアント

ユーザーが FAX機に FAXメッセージを送信できないようにするには、Cisco Unity Connection
Administrationの [ユーザー（User）] > [ユーザーの基本設定の編集（Edit User Basics）]ページ
で、ユーザーの [送信 FAXサーバー（Outgoing Fax Server）]フィールドに FAXサーバーを設
定しないでください。 FAXマシンへの FAXメッセージの送信が禁止されている場合でも、
ユーザーは FAXメッセージを受信して別のユーザーに転送することができます。

（注）

音声とファックスの両方に対する単一の直通ダイアル (DID)番号のサ
ポート

Unity Connectionは、単一の DID番号を使用した、音声通話とファックス着信の両方の受信を
サポートしています。この設定では、着信はCNG (FAX)トーンを検出できるCiscoゲートウェ
イに転送されます。 CNGトーンが検出されると、ゲートウェイはファックスコールをサード
パーティのファックスサーバに転送します。 CNGトーンが検出されない場合、ゲートウェイ
は音声コールを電話システムに転送します。
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Cisco Unity Connection SRSVの概要

• Cisco Unity Connection SRSVの概要（147ページ）

Cisco Unity Connection SRSVの概要

はじめに

Cisco Unity Connection Survivable Remote Site Voicemail Unity Connection SRSVは、WANの障害
時に音声メッセージを受信できるようにするバックアップのボイスメールソリューションで

す。中央の Unity Connectionボイスメールサービスとの接続が失われた場合、これは Cisco
Unified Survivable Remote Site Telephony (SRST)と連携して動作し、ブランチにボイスメール
サービスを提供します。

Unity Connection SRSVは、複数のブランチオフィスや小規模サイトを持つ集中型Cisco Unified
Communications Managerおよび Cisco Unity Connection環境で使用されます。限定的なボイス
メールと自動アテンダント機能を提供します。これらの機能は、中央の Unity Connectionボイ
スメールサービスと同期されます。そのため、WANの停止または障害が発生した場合、Unity
Connection SRSVソリューションは、ブランチのサブスクライバにボイスメールサービスを提
供できます。ただし、ネットワークが復元されるとすぐに、ブランチのサブスクライバが受信

したすべてのボイスメールは自動的に中央のUnity Connectionボイスメールサーバにアップロー
ドされます。

Unity Connection SRSVソリューションには次の 2つのコンポーネントが必要です。

• Unity Connection:中央サイトで Cisco Unified CMと一緒に展開され、メッセージングとボ
イスメールの強力な統合型サービスを提供します。

• Unity Connection SRSV: SRSVコンポーネントはネイティブに Unity Connectionの一部であ
り、Cisco Unified CM Expressまたは SRSTと共にブランチサイトに展開されます。 Unity
Connection SRSVは、Services Ready Engine Virtualizationを使用して、第 2世代 Ciscoサー
ビス統合型ルーター（ISR G2）プラットフォームでホストされています。
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サポートされている SRSVトポロジ
Unity Connection SRSVは、ルーターの構成に基づいて、いくつかのトポロジをサポートしま
す。ブランチで元のSRSTまたはCUCME-as-SRST (SRSTフォールバックモードとも呼ばれる)
のいずれかを展開できます。

ブランチサイトで SRSTを実行している場合、E-SRST機能を展開できません。（注）

次の図は、Unity Connection SRSVでサポートされる 3つのトポロジを示します。

図 16-1:ブランチサイトで SRSTが展開されるトポロジを示します。WANに問題が発生した
場合、または PSTNがダウンした場合、ブランチサイトの Unity Connection SRSVは、フェー
ルオーバーモードで限定的なボイスメールサポートを提供します。

図 16-2: CUCME-as-SRST (SRSTフォールバックモードとも呼ばれる)がブランチサイトで通話
制御を提供しているトポロジを示しています。

図 16-3:複数の CUCME-as-SRSTおよび SRSVデバイスが残存ブランチサイトでのロードバラ
ンシングのためにペアになっているトポロジを示しています。このシナリオでは、管理者は

Cisco Unified Communications Managerを使用して、ブランチのユーザーを CUCME-SRST-1と
CUCME-SRST-2の間で分割します。中央のUnity Connectionサーバはそれを検出し、適切な構
成をブランチサイトの SRSV-1と SRSV-2に送信します。WAN障害が発生した場合、各 SRSV
デバイスは、ペアリングされた CUCME-as-SRSTデバイスから発信されたコールを処理しま
す。

図 15 :トポロジ 1

Cisco Unity Connection 14の設計ガイド
148

Cisco Unity Connection SRSVの概要

サポートされている SRSVトポロジ



図 16 :トポロジ 2

図 17 :トポロジ 3
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高可用性の SRSV
SRSVと中央の Unity Connectionノードを HAペアで展開する場合、プライマリサーバがダウ
ンしていても、SRSVは機能します。この機能をサポートするために必要な追加の構成はあり
ません。自動的にサポートされます。

ネットワークの停止から回復した後、中央の Unity Connectionサーバーに同期するための帯域
幅要件はありません。

（注）

拡張性

一元化された Unity Connectionサーバーごとに最大 35のブランチを含む各 Unity Connection
SRSVブランチは、ブランチごとに 500のユーザーをサポートします。

ソフトウェア要件

Unity Connection SRSVでは、中央の Unity Connectionサーバと SRSVブランチの両方に Unity
Connectionの最小バージョン 11.xが必要です。

UnityConnectionSRSV管理者ワークステーションは、ソフトウェア要件に従って構成される必
要があります。詳細については、次の場所にある『Cisco Unity Connection,リリース 11.xのシ
ステム要件』の「ソフトウェア要件—管理者ワークステーション (Unity ConnectionおよびUnity
Connection SRSV )」セクションを参照してください。 https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/11x/requirements/b_11xcucsysreqs.html。

サポートされているハードウェア

サポートされているすべてのUnity ConnectionハードウェアがUnity Connection SRSVに適して
います。サポートされているプラットフォームのリストおよび最新のサポートされているハー

ドウェアについては、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_
platforms/b_14cucspl.htmlにある『Cisco Unity Connection 14サポートされているプラットフォー
ムのリスト』の「Unity Connection SRSVによってサポートされる仮想プラットフォームオー
バーレイの仕様」の項を参照してください。

制約事項

•既存のユニファイドメッセージングゲートウェイ (UMG)ベースのSRSVとUnity Connection
ベースの SRSVの間にはインタラクションがありません

• UMGベースの SRSVからの移行なし
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高可用性の SRSV

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/b_11xcucsysreqs.html#ID-2616-00000047
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/b_11xcucsysreqs.html#ID-2616-00000047
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/b_11xcucsysreqs.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/b_11xcucsysreqs.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html#ID-2325-00000302
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html#ID-2325-00000302


Unity Connection SRSVと UMG SRSVの完全な比較については、比較ガイド
http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6789/ps5745/ps2237/product_data_sheet0900aecd806bfc37.html
を参照してください。
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http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6789/ps5745/ps2237/product_data_sheet0900aecd806bfc37.html
http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/voicesw/ps6789/ps5745/ps2237/product_data_sheet0900aecd806bfc37.html
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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